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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ










　男は薄うす暗ぐらい研究室で、ペンを走らせていた。気が遠くなるほど繰くり返した計算を、それでもなお続ける。

　野望のため。

　復ふく讐しゆうのため。

　それだけが今の彼を駆かり立てた。

「なぜだ……なぜ……！」

　白紙だったものは数字と記号に埋うめ尽つくされている。それを無造作に、握にぎり潰つぶすように丸め、投げ捨てた。

　男の名は無い。それは忌いまわしい過去とともに置いてきた。学界から追放されたあの日。復讐を誓ちかったあの日。

　天才の栄えい誉よは異い端たん者しやの烙らく印いんに変わった。

「まだじゃ……まだ諦あきらめぬ……世界をこの手にする、その日まで……！」

　その時、稲いな妻ずまが研究室を駆け抜ぬけた。光は一いつ瞬しゆんのフラッシュにしか見えなかったが、赤く、はっきりと部へ屋やの全ぜん貌ぼうを浮うかび上がらせた。散乱した紙かみ屑くずの山、埃ほこりまみれの大型コンピューター、何年も映すことのなかったスクリーン……そして男の小さな背中。

　男は振ふり向く。無骨な義足がコツと鳴った。

「誰だれじゃ！」

　何十年も齢よわいを重ねたその男にさえ初めての、ぞっとするような不快感だった。手の平に、じわっと汗あせが浮かんだ。鼓こ動どうが早まった。そして目に焼き付いた光の残像が、ゆっくりと溶とけていく。

　そこに立っていたのは女だ。陶とう器きのような美しい肌はだに、人間離ばなれした青い髪かみが良く似合う女だった。

「……我が名はエンベローペ。魔ま界かいの住人。魔王の使い。そしてお前に力を与あたえる者」

　女は血ち塗まみれたような赤い唇くちびるを、少しだけ歪ゆがめる。対して男は言った。若くはない、しわがれた声で。

「ふざけおって……この科学全盛の時代に何をぬかす。出て行け。わしは忙いそがしい」

　しかし、歩み寄ってくる。いや……足は動いていなかった。だが、男に近付いた。

「お前の望み、叶かなえてやろう……」

　女が手をかざした。白はく髪はつだらけの男の頭に、手の平を向けた。

「ぬおっ……おおおっ……！」

　何が起きたのか……科学者たる男にも、それは理解できなかった。しかし次にははっと目を見開いて、机にかじりつく。新たな白紙は数字と記号の羅ら列れつで埋め尽くされていった。

「わかる……わかるぞっ！」

　興奮に打ち震ふるえる男へ、女は再び歩み寄る。やはり足音はしなかったが。

「わしに何をさせる気じゃ」

　機先を制したのは男のほうだ。女は筆を休めようとしない彼へ、冷たく微笑ほほえみかけた。

「思ったより物わかりがいいようだね。お前はこれから我がトワイライトの一員となり……世界を征せい服ふくするのだ」

　ぴたり、と男の手が止まる。だが、それもつかの間。

「よかろう」

　一言告げただけで、また新しい白紙を探し始めた。

「ではお前に名を与えよう。そう……」

　女がほっそりした顎あご先さきに指を当てた矢先。

「Ｂじゃ」

「……？」

「呼びたければ、ミスターＢと呼べ。名は……捨てた」

　名声と、栄光と、家族とともに。

　そして女は一度頷うなずき、満足げな笑みを浮かべた。







　同じ頃ころ、天界の──神族を目指す、学院天使の住まう寮りよう。

　主の性格をよく表した、雑然と散らかった一室で、ひとりの少女がテレビに見入っていた。背中には白い羽、頭には光の輪。いわゆる天使である。見た目を人間に喩たとえれば、十六、七歳だろうか。

「いけっ、クレリアン！」

　いま彼女が観みているのは、お堅かたい神族の間でさえ人気の高いドラマ番組である。正義の天使が人間の少女に力を与え、ともに魔族をやっつける……という内容だ。人間世界では特とく撮さつとも呼べるのだろうが、『魔力』という概がい念ねんがある天界においては、その多くの効果は特別でも特とく殊しゆでもなかったりする。

　ともあれ、少ししてそれが終わると、少女はため息をついた。

「私も正義の天使になりたいのです……」

　ぱっと立ち上がり、テレビの見よう見まねで指を突つきつける。

「今です！　クレリアン、必殺のスターストリームをっ！」

　姿見の鏡の中で、もうひとりの少女が少女を指差し、カッコつけていた。

「いいよね、いいよね。ジャスティスエンジェル・ミウルス。かっこいい……」

　そのとき部へ屋やのドアがノックされた。ひとり悦えつに入っていた少女……ミウルスははっと我に返り、気き恥はずかしさに咳せき払ばらいなどしながらそちらへ向かう。そしていつも通りにノブを回した矢先。

「はーい、どな……た……」

　ミウルスは硬こう直ちよくした。頭のてっぺんからつま先……果ては毛先まで。

　戸口に立っていたのは、赤毛の少女である。外見の年ねん齢れいはミウルスとさほど変わらない。ただ、純白のローブはミウルスら天使のまとうそれより豪ごう奢しやな、神族のものだ。

「ま……ま……マリアクレセル様ぁっ!?」

　聖四天のひとり、マリアクレセル。

　聖四天とは唯ゆい一いつ神の直系使徒であり、神族の最さい高こう峰ほうでもある。ここにいるミウルス…落第寸前のダメ天使など、本来口もきけない相手であった。

「あう……あ…あの……その………」

　口をぱくぱくさせるミウルスに、マリアクレセルが言った。

「あなたがミウルスですね？」

「はいっ！」

「あなたの落第が決まりました」

「はっ……ええっ!?」

「そのことについて詳くわしい話をしたいのですが、よろしいですか？」

「は、はい…あのぉ……そのぉ…ええと……」

「失礼しますね」

　入ってきた彼女をはらはらと見やりつつ、一ひと先まず椅い子すを勧すすめる。部屋の散らかりようは、もう諦あきらめるしかない。

「ど、どうぞ、ご自由におかけ下さいぃ……」

　恐きよう縮しゆくしまくるミウルスへ、マリアクレセルは小さく会え釈しやくし、それに腰こしかけた。ミウルスは当然、立ち尽つくしたままだ。

　そして告げられた言葉は唐とう突とつだった。

「魔ま族ぞくが千年ぶりに、人間界へ進出しました」

　それが落第と関係あるのだろうか……。

　今は取りあえず、頷うなずく。

　魔族の千年置きの進出…『千年期』は皮肉にも、テストの山を外したせいで覚えていた。

「魔族は密かに、魔神の復活を遂とげようとしています。このままでは、人間は近く滅ほろびることになるでしょう」

「そっ、そんなのだめですっ！……じゃなくて…ええと、いけません……」

「正義の天使になりたいですか？」

　ひとりではしゃいでいたのが聞こえたらしい。ミウルスは恥ずかしさにたじろいだ。

「あなたは地上へ降り、人間をひとり選び、その者に力を与あたえなさい。そしてその勇者に魔族の台頭を阻そ止しさせるのです」

「はへ…？」

　ミウルスは、ぽかんと呆ほけた。

　我に返る頃には山ほどの疑問を抱かかえていたが、まずは最も重要な事こと柄がらをたずねる。

「あのっ、どうして天使の、それも落第の私なんかが…そんな大切なお役目を……」

「あなたがこの任を、最も高い確率で失敗するだろうからです」

「あの……おっしゃることが…よく……」

「失敗させるため……言い換かえれば人間を滅ぼすために、あなたが選ばれました」

　我が耳を疑う。

　しかし彼女の言葉はさらに続いた。

「人間を滅ぼす。それが唯一神の決定です。天の恩おん恵けいを忘れた、傲ごう慢まんなる人間への」

「そんな…！」

「ええ、そうではない人間もいます。ですから一応の救済措そ置ちとして、遣つかいをやることになったのです。…形ばかりですが」

　悲ひ壮そう感かんのかけらもない無表情と、事務的な口調。ミウルスは言いようのない憤いきどおりに俯うつむき、じっと床ゆかを見つめる。

「…しかし私は今、安心しています」

　口調の変化に、そっと顔を上げた。マリアクレセルがほんの少し、微笑ほほえんでいる。

「あなたは正義の天使にふさわしい気持ちを持っているようですね。人間が滅びることを率直に拒きよ否ひした。大切なことです」

「は、はい……」

「あなたがこの任を成功させたなら、落第は取り消されます。これはあなたにとってのチャンスであり…」

　マリアクレセルは椅子から腰を上げ、手の平にひとつの指輪を召しよう喚かんした。

「あなたが人間たちの最後のチャンスです。聖四天は、あなたが光を与えてくれることを期待します」

　そして彼女はミウルスの手を取り、指輪をそっと握にぎらせた。

　ミウルスは頷き、強く、握り締しめた。

　それは、小さな小さな希望だった。







[image: 第１話　落第天使と暴力少女]
















　東京都内ではないにしろ、その近きん郊こうに位置する九重ここのえ市し。海と山とに囲まれながらも都心のベッドタウンとして区画され、家並みも新しいものが数多い。

　そんな街並みも夕ゆう闇やみに吞のまれようとしている今、ひとりの少女が途と方ほうにくれていた。

「あう……」

　間ま抜ぬけなため息をついたのは、ミウルスである。

　ひとりの人間に力を与あたえる──言うのは簡単だが、そのひとりに世界の命運をかけてしまうともなれば、責任は地球よりも重く感じてしまう。

（……どんな子を選べばいいですか。クレリアンの設定は十二歳でしたから……こっちで言うと小学生ですか？　でもあんな小さな子供が戦えるなんて思えないのです……。もう一回よく考えてみましょうか……）

　ひとり腕うで組ぐみをしたまま歩くミウルス。目立つので、羽と輪っかは、今はない。ローブの代わりに身に着けているのは、簡素なブラウスとロングスカートだ。

（まずは、可愛かわいくなくっちゃですね。正義のヒロインですもの。それから……悪と戦う正義の心。これも絶対必要…と）

　ぽーっとした目付きの女の子が、ひとりでピッと人差し指を立てたり、うんうんと頷うなずく様子は、傍はたから見るとかなり滑こつ稽けいである。

　昨今は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外国人など珍めずらしくもないのだが……それでも妙みような行動をしていれば、避さけて通る者も少なくない。

（それにしても……ここはにぎやかですね）

　朝から様々なところを巡めぐってきたが、そこは特別に人通りが多かった。人間の純じゆん粋すいな活力をひしひしと感じる。宵よい闇やみにきらめく色取り取りの明かりと、頰ほおを朱しゆにしたスーツ姿の男たち。雑多に入り組んだ路地のそこかしこから威い勢せいの良い掛かけ声などが聞こえてくる。

（市場でしょうか……）

　しかしそう思うには、奇き妙みような点がいくつかあった。

　まず、子供の姿がまったくない。

　派手なホテルがしばしば見受けられる。

　建物の入り口に、ときどき女の子の写真が飾かざってある。

（ふむぅ……）

　何のことはない。ミウルスは繁はん華か街がいに迷い込んでいるのである。ただ、肝かん心じんの本人がそれを知らないのだ。

　ともあれ、ミウルスはそれ以上気にせず歩みを進めていった。てくてく歩くうちに、喧けん騒そうは次第に遠ざかっていく。代わりに、いよいよホテルの数が増えてきた。

（宿場町……？）

　ホテル街である。

　が、目的は魔ま族ぞくと戦ってくれる正義のヒロインを見つけ出すこと……人のいない場所にいても仕方がないと、ミウルスはきびすを返そうとした。

「あっ、やめてください……」

「いいじゃないか、なあ」

　声のしたほうを振ふり向くと、至極愛らしい少女が数人の男に囲まれているではないか。少女の年ねん齢れいは十五、六歳といったところか。きちっとそろえられた前まえ髪がみと、背中に流れる癖くせのない黒髪。見るからに大人おとなしそうで、嫌いやがるのが精せい一いつ杯ぱいといった風ふ情ぜいだ。

「いやっ、放してください……」

「その制服……九重第二高校のお嬢じようさまがこんな時間に、こんなところで何をしてるのかな？　おじさんはちゃんと知ってるんだよ」

「いえ、私は別に……」

「学校に知られたら困るんじゃないかな？　ええ？」

　やや腹の出たすだれ頭の中年が、少女に詰つめ寄る。

「は……い……でも……」

「だろう？　それにほら、なにもタダでって言ってるわけじゃないんだよ。なあ小池君、鈴すず木き君」

　いくらか若い二人へ向けて、彼は振り返った。

「この人は部長さんだからお金をいっぱい持ってるよ。ビトンでもグッチでも買ってくれるってさぁ」

「そうそう、悪い話じゃないだろう？」

　いくら世間知らずのミウルスでも、これは理解に難くなかった。彼らは金ずくで、少女にやましいことをしようとしているのだ。

（これは由々しき事態ですね……！）

　ミウルスはきっと眉まゆを吊つり上げて、声をかけようとした……が。

「え……エルメスなら……」

「あ～あ、いいともいいとも。じゃあどこのホテルに入ろうか？」

　ミウルスは吊り上げた眉を、すとんと落とした。

（なっ、そんな……主よ、こんなことが……）

「あの……こっち……」

　少女は先導するようにして、そばの小道へと入っていく。信じられないような面持ちでそれを見送り…再び眉をＶの字にする。注意すべきはあの子の方だ。絶対、間ま違ちがっている！　そう思ってミウルスも路地裏に駆かけ込むと、一行は足を止めていた。どさっ…という音とともに男がひとり、倒たおれ込む。様子がおかしいことに気付いたミウルスは、わけも分からず塀へいの角に身を隠かくした。

「すっ、鈴木君っ!?　きみ、いったい何の真ま似ねだね！」

　部長と呼ばれていた男が問いかけたのは……まるで別人のような暗い笑みを浮うかべた少女である。髪型と服装以外、先の女の子と重ね合わせられないくらいだ。

「ああ？　相手してくれるんだろう？」

　とても同一人物とは思えないその口ぶり。鋭するどい目付き。

「ふっ、ふざけるな！　やっていいことと悪いことがある！」

「うるせえなぁ。講こう釈しやくなんかいいんだよ。やんのか？　やらねえのか？」

「ふ……部長、任せてください」

　と、小池君がやおらスーツを脱ぬぎ捨て、ネクタイをはずす。

「僕はこう見えても大学で空手ぶっ！」

　語ご尾びがおかしかったのは、少女が鞄かばんで殴なぐったからである。ごつん、と恐おそろしく重たい音を立てて。

　小池君は打たれた頭を抱かかえようとして…その姿勢のまま、ばったりと倒れ伏ふした。そして少女はこともあろうに、その顔めがけて唾つばを吐はく。

「よっ、よくも私の可愛かわいい部下を……！　言っておくが私は柔じゆう道どう三段、剣けん道どう二段の腕うで前まえだ！　ただではおかないから覚かく悟ごしろっ！」

　部長が見かけによらず素早い動きで、少女の襟えり首くびを摑つかんだ。いくら少女に武器があると言っても、体格差からして力の差は歴然としている。

　案の定、彼は会心の笑みを浮かべた。

「摑まえてしまえばこっちの…」
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　言いかけた、刹せつ那な。

「っきゃああああああああああっ!!」

　その大音声にぎょっと身をすくめるミウルス。あの小さな身体からだのどこから…と思うほどの声である。部長も驚おどろき、摑んだ手をとっさに放すが、それでも悲鳴は闇やみ夜よを切り裂さき続ける。

「きゃあああああっ！」

「こっ、こら君っ！　しーっ、静かに！」

「きゃあっ！　きゃあっ！　きゃああああああああっ……！」

　そろそろミウルスの耳も痛くなってきた頃ころ、部長はきょろきょろと辺りを見回しながら後あと退ずさり始めていた。そして少女に背を向けた瞬しゆん間かん。

「なぁんてな」

　少女の、そんな一言とともに悲鳴は止やんだ。代わりに…。

「あふうんっ!?」

　代わりに、ひどく滑こつ稽けいな悲鳴を上げた部長……その股こ間かんには、凄すさまじい勢いで少女の足が差し入れられている。世の男性と言われるところがそれを見たなら、十人が十人とも顔を背けそうな…陰いん惨さんな蹴けりであった。

「あーおもしろかった」

　情けない格好で身み悶もだえる彼を尻しり目めに、少女は意気揚よう々ようと帰ろうとする。

「お嬢じよう様さま！」

　聞こえてきたのは、低く、野太い声だった。ミウルスが声の方を見やると、暗がりの中からスーツ姿の男が五、六人現われる。倒された中年たちもスーツ姿だが…駆け寄ってきた彼らは白、黒、ワインレッド等々一様に派手で、その下のシャツまでもきらびやかだった。

　そして、あからさまに人相は悪い。

「おう、堀ほり井い」

　少女が話し掛かけたのは、ことさら背の高い一人だった。彼は倒れている三人を一いち瞥べつしてから少女に問う。

「お嬢様、お怪け我がは？」

「ねえよ。当たり前だろ」

　つまらなそうに髪かみをかき上げる少女。それを聞いた男は、ずいと一歩、歩み寄った。

「お嬢様？」

　彼の神しん妙みような面持ちに気後れしたのか、少女がわずかに言いよどむ。

「……なんだよ」

「ご無事で何よりです。しかし最近は妙な事件も増えてますから、こういったことはできるだけ控ひかえていただきたいのですが……」

「いや……あんまり暇ひまでさ。つい……」

「お嬢様」

「ああ、分かったってば。悪かったよ」

　あまり悪びれた風もなく、切り上げるように少女は言った。

「しかしまぁ…こいつらも運がなかったっていうか…」

「よりによってなぁ…うちのお嬢様に……」

　大男の従える数人が、横たわる三人を見下ろしながら言葉を交わす。少女はそんなやり取りを聞きながらも──いや、聞いたからだろうか──楽しそうに目を細めていた。

「さ、お嬢様。もう帰りましょう」

「ん。ちょっと待っててくれ」

　少女は大男にそう言うと……ぱたぱたとミウルスに向かって走ってきた。どうも、覗のぞいていたのがすっかりばれていたらしい。

「あ……あう……」

　ひとりおたおたするミウルス。しかし少女が目の前に立ったときには、彼女は再び、ごく普ふ通つうの女の子だった。

「こんなところに一人でいると危ないぞ。ああいうのがいっぱい出てくるからな、早く帰れよ」

　指差したのはどちらかと言えば、彼女をお嬢様と呼ぶ者たちの方だったが…それだけ言って、彼女は男たちの元へ戻もどって行った。

「お知り合いですか？」

「いや。でも、危ないだろ」

「……外国の方のようでしたが？」

「あ……通じたかな。まあいいや」

　会話はそこまでしか聞き取れなかったが──とりあえずミウルスは決心した。

（あ……あんな乱暴で表裏別体の女の子は、絶対だめです……！）

　と。







　私立九重第二高等学校。

　都会の雑ざつ踏とうを避さけるようにした閑かん静せいな住宅街の中に位置し、特に生徒数が多いわけでもなく、取り立てて何かの部活が強いわけでもなく……特とく徴ちようといえば去年、創立十周年を迎むかえたばかりの新しい学校というくらいだ。

　私立なのに第二というのは、私立九重第一があるわけでなく……すでに県立九重高校があったから、という単純な理由である。東西南北でも中央でもなく、あえて第二としたのは、市議会議員でもある理事長に大人おとなの理由があったから……らしい。

　さて、その校舎の三階、二年生の教室では、いつも通り普通の授業が行われていた。

　違ちがうと言えば、少し変わった生徒がひとり。

「こらっ、与よ謝さ野の！」

　与謝野緋ひ奈な。

　今時珍めずらしい漆しつ黒こくの髪と膝ひざ丈たけのスカートで、机に伏ふせって規則正しい寝ね息いきを立てている。しかし定年も近い岩いわ田た先生は、十年ほど前までは警官をやっていた豪ごうの者である。

　げんこつを落とされた彼女はとび起き、きょとんとした。と、愛くるしかった寝顔は、みるみる険悪な顔付きに変わっていく。

「いってーな、くそじじい！」

「ばかもん！　授業中に寝るなと、何度言えば分かるんだ！」

「やかましい！　退たい屈くつだから寝ちまったんだ！　そっちが眠ねむらせたんじゃねえか！」

「お前は私が教室に入ってくる前から寝てただろうが！」

「……そうだっけ？」

「まったく、呆あきれてものも言えん」

　そんな岩田先生の背後に見える壁かべ掛かけ時計は、終業数分前を示している。

「なんだ、もう終わりじゃねえか。寝かせといてくれればいいのに」

「放課後まで寝てたら可哀かわい相そうだと思ってな」

「いちいち殴なぐられなくても終わりのチャイムで起きるようになってんだよ。前も言っただろ」

「そうか、年のせいで最近物覚えが悪くてな」

　岩田先生は意地悪く笑い……のっしのっしと教きよう壇だんへ取って返す。

「よし、今日はこれまで」

　クラス委員の号令が終わり、教室はにわかに活気付いた。道草の相談をする者、だるそうに部活へ向かう者。

　教壇を降り、それに向かってもう一度礼をする岩田先生へ、緋奈は怒ど鳴なった。

「ぼけ老人！」

　しかし敵もさる者。

「石頭！」

　ぶった手をひらひらさせながら、岩田先生は楽しげに教室を出て行った。







　この学校では、生徒は何かしらの部に所属しなければならない。とはいえ籍せきを置けば良いだけで、参加するかどうかはその後の本人の自由であり、事実上の帰宅部は結構多い。

　そんな帰宅部員の掛け持ちを多数引き受けていたのが、緋奈も所属する文芸部である。

「おっ、きよったな石頭」

　部室へ入ると、鈴すず野の圭けい一いちが屈くつ託たくの無い笑顔で出迎えた。自己主張とまではいかない、オシャレ程度の軽めの茶ちや髪ぱつ。見た目は普ふ通つうの、健康そうな高校生だが……裏を返すと負けずのケンカ師として、その手のチームのリーダーとして、この辺りの学生には有名だ。親の会社の都合で独り暮らしをしているらしい。

「六時間目、うちのクラスまで聞こえたで。ほんま懲こりんやっちゃな」

「うるさい」

　緋奈はぶっきらぼうに言うなり、手近な椅い子すに腰こしかける。長机に置いた鞄かばんが、ごんと重たい音を立てた。

「なんや、瓦かわらでもはいっとんのか？」

「あほ」

　得意げに鞄を開けて見せると、圭一がぎょっと目を見張る。別に教科書や参考書が入っているわけではない。化け粧しよう道具はおろか、鉛えん筆ぴつ一本入れてはいない。

　だのになぜかといえば……鉄板が仕込んであるからだ。厚さ一センチ前後もある、分厚い鉄板を。そして何に使うのかと言えば、ケンカだった。

「えげつないなぁ。もう少し綺き麗れいなケンカしいな。これで何人殴った？」

「昨日二人。一発だったぞ」

「そらなあ……これは痛いで」

　圭一が鈍にび色いろの鉄板を取り出し、こんこんと叩たたいた。ほとんど音が響ひびかない重厚さ…重さは数キロもあるだろうか。

「昨日は終わってから堀井が入ってきたんだけどさ。哀あわれみの表情だったな、あれは」

「…そりゃ相手に同情するわ。でも堀井さん相手にするよりはラッキーやったろなぁ」

　それからしばらく、二人はケンカの話で盛り上がった。文芸部は事実上機能しておらず、ここに来るレギュラーメンバーは最大でも四人だけである。

「なあ、ヒナヒナ聞いたか？」

「あ？　ああ、蒸発事件か」

　数十人が衣服だけをそのまま残し、どこかに消えてしまったという怪かい事じ件けん。今月に入ってから三回、九重市でのみ起きていた。状じよう況きようから複数犯だろうということだけで、早くも迷宮入りが囁ささやかれている。

「昨日な、仲間のおやじも行方ゆくえ不明になってん。可哀相てなぁ」

「うちの若い衆もひとり消えたらしいぞ。不思議だよな。抗こう争そうの最さ中なかなら五、六人消えたって当たり前なのに」

「えぐい話さらりと言いな。鳥とり肌はだ立ったわ」

「いや、そいつが堀井の舎弟でさ……それであたしも昨日、少し怒おこられたんだ」

　そしてしばらく沈ちん黙もく。壁かべ掛かけ時計の音が、コチコチと耳についた。

「なんや辛しん気き臭くさいな……あ、せや。せっかく二人きりだし、ヒナヒナに頼たのみがあんねん」

　傍かたわらに立った圭一を、椅子に座ったまま見上げる。

「いやあ、前々からお前の髪かみ、綺き麗れいやなおもてん。触さわらせてくれんか？」

「…触るだけだぞ」

　緋奈が訝いぶかりつつも承しよう諾だくすると、彼はそれを一ひと房ふさ手にし、弄もてあそんだ。

「うわっ、さらさらやん。細いし癖くせもないし綺麗やなぁ。こら確かに下へ手たに染めん方がええわ。…でもなんでストレートなん？」

「死んだばあちゃんが若いとき、こんな髪だったんだと」

「ははあ…じいさんの好みかい」

「あたしは別に構わないけどな。他ほかの髪型ってセットの仕方とかわかんねえし。これならとかすだけでいいから」

「ほうか…せや、もうひとつ頼みがあんねんけどな」

　緋奈は視線を鋭するどくした。

「匂におい嗅かがせろとか言うなよ」

「いや、ご明察」

「冗じよう談だんだよな」

　緋奈が自分の鞄に手を忍しのばせたことに、圭一は気付いていない。そして、彼は真しん摯しな瞳ひとみで言ってきた。告白でもするかのように。

「マジや」

　力任せに引き上げられた緋奈の手は、鉄板入りの鞄を伴ともなって圭一の横っ面を殴おう打だする。

「いたっ！　おわ、マジかい、半はん端ぱやないぞそれっ！」

　制服が汚よごれるのも構わずに、圭一が床ゆかをのた打ち回った。緋奈はさらに追つい撃げきする。

「あほっ、折れるっ！　骨いくって、おわっ！　俺おれが悪かった、堪かん忍にんやぁ……！」







「牧まき田た君」
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　振ふり返る彼へ、渡わた部べ由ゆ香か利りは笑顔を向けた。牧田清せい次じとは一年生から同じ部活で、数少ない男友達のひとりである。彼の顔立ちは女の子っぽいくらいで、女生徒には人気があった。だが見た目にも気が弱そうで、実際、内向的な性格がマイナス要因だ。

「渡部さん」

「部室行くんでしょ？　一いつ緒しよにいこ」

　二人は袴はかま姿の弓道部員とすれ違ちがいながら、部室棟とうに向かう。そして渡わたり廊ろう下かの角を曲がったとき、それは聞こえてきた。関西弁の悲鳴と、男勝りな少女の怒ど声せいが。

（またあの二人……）

　こんどこそ灸きゆうを据すえねばなるまい。

　由香利が表情を険しくして、渡り廊下を歩き始めたそのとき。

「おい牧田！」

　身を竦すくめる清次。振り返ると、社会科で地学部顧こ問もんの川かわ島しま先生が立っていた。

　分かりにくい授業、甲かん高だかい怒鳴り声、七三分け（しかも増毛疑ぎ惑わくつき）の三さん拍びよう子しで、生徒間の評判は悪い。由香利も苦手な先生だ。

「何だあの騒さわぎは。お前あそこの部長だったよなっ！　いいかげんにしろよ!?」

「は、はい……」

「渡部っ、お前もだ！」

「えっ…？」

「え、じゃないだろ？　まったく、お前たちはいつもそうだな。そうやって先生たちを不ふ愉ゆ快かいにさせるばかりで、教えてもらう、という感謝の気持ちが足りないから…」

　意味のない説教を聞き流しつつ、不本意さをかみ締しめる。通りかかる生徒に哀あわれみの視線を投げられたりして、それがなんとも情けなかったりするのだが……ふと気付くと、部室棟の方では人だかりが出来ていた。

「聞いてるか？…いいな、いつまでもあんな不良と付き合ってるんじゃないぞ！」

　ぴしゃんっと、文芸部室の戸が開いた。険悪な顔付きの緋奈と、にたにたと、いやらしく笑う圭一。野次馬たちが待ってましたとばかりに、顔を輝かがやかせる。

「やかましい薄うすらハゲ！　マープだかクログロだか知らねえが何様のつもりだ！」

　緋奈の言葉に、噴ふき出した生徒が数名。

　由香利は緋奈から聞いたのだが…川島先生の髪の話はかなり有名だったらしい。当人は顔を真っ赤にして手をわななかせる。

「お前たちこそ何様のつもりだ！」

「そんな細かいことどうでもええねん。せんせは俺らのこと言うてたんとちゃうんか？」

　静かに告げる圭一が、一気に歩み寄る。いやらしい笑顔はふっと消え……。

「おうコラ！　聞いとんねや！」

　突とつ如じよ、修しゆ羅らの顔が首をもたげる。

　普ふ段だんはへらへらするばかりだが、場数を踏ふんでいるだけに凄すごみが違う。上背は圭一の方があるので、覗のぞき込むように睨にらみ付ける。

「なあせんせ、たまには俺らも説教して欲しいわ。清次やゆかりんばっかずるいやろ」

「な…なんだとこの……」

「なんややるんかい。頼たのもしの。表出よか？」

　圭一の低い声色に便乗し、緋奈も口を挟はさんできた。

「じゃあ、つぎあたしな。教育委員会には黙だまっててやるから、本気で相手してくれよ」

「そ…そんな事を言ってるんじゃない！　ヤクザの娘むすめだか何だか知らんが、なんでも暴力で片付くと思ったら大間違いだ！」

　それを受けた緋奈が、にたりと笑った。

「試してみるか？」

　表情と裏腹な暗い瞳に、川島先生の顔色がさっと青ざめる。ケンカばかりしているのに、停学にすらならない理由──。

「お前の人生ぼろぼろにしてやるよ」

　由香利には耳慣れた、緋奈のいつものフレーズ。それに呼応したように川島先生の背後から足音が聞こえ…鉄てつ拳けんが飛んできた。緋奈は尻しり餅もちをつき、すぐに圭一も壁かべに叩たたき付けられる。

「いい加減にしろっ！」

「い…岩田先生……」

　その光景に一番驚おどろいたのは、他ほかでもない川島先生のようだ。なにしろ部室棟の方では、多数の生徒が固かた唾ずを吞のんで見守っている。

「いっ、岩田先生、暴力は…」

「やろう…キレたぞぼけ老人！」

　田島先生の言葉をさえぎり、髪かみを振ふり乱して飛びかかる緋奈。はっとなった由香利はそれを押おし留とどめる。すぐに圭一も、緋奈の細い体を羽交い締じめにした。

「緋奈だめっ！」

「本気で殴なぐったらシャレならんて！」

　緋奈は肩かたで息を切りつつも、なんとか諦あきらめてくれたようだ。しかし苛いら立だちが収まらないのか、廊下に血の混じった唾つばを吐はき捨てる。

「鈴野、与謝野、殴ったことはこのとおり謝る」

　岩田先生はあっさりと一度頭を下げ…しかしすぐに、顔を上げて二人を見み据すえた。

「悪かったと思う。だがな、鈴野の川島先生に対する態度や、与謝野のあの言葉はやはり行き過ぎだと私は思う」

　緋奈は圭一と由香利に抱だきつかれたまま、ばつが悪そうに前髪をかき上げた。幾いく分ぶん冷静になってきたのか、表情からトゲのようなものが抜ぬけている。

「……悪かったよ。言い過ぎた。すみません」

「鈴野はどうだ」

「どうって……はいはい、すいませんでした」

　言葉にこそ、誠意というものはほとんど感じられなかったが……それでも、勝気な二人が他人に頭を下げるなど、滅めつ多たにあることではない。そして岩田先生もまた、生徒に対して一度に多くを求めようとはしない先生だ。

　だから彼は二人を見て、小さく頷うなずいた。

「今日はこれくらいでいいでしょう」

「は…はあ……あの…」

　川島先生の言葉を待たず、背を向けた岩田先生。差し込む西日を受けたその背中が、随ずい分ぶんと寂さびしげで小さく見えた。

「辞めんじゃねえだろうな」

　そう問い掛かけた緋奈。

　口では何と言っても、緋奈が岩田先生を尊敬していることを、由香利は知っていた。

　……が。

　彼は振り返り、にやっと銀歯を見せた。

「教育委員会には黙っててくれるんだろ？」

「聞いてやがった……」

　そっぽを向き、大きく舌打ちする緋奈。

「おお、そうだ鈴野」

「あ？　なんや、まだあるんかい」

「不純異性交遊はいかんぞ。責任取れよ」

「どあほ、俺おれは……」

　何を言おうとしたのか──言いかけて、彼はようやく気付いたらしい。羽交い締めにした緋奈の胸元に、自分の手があることに。

　由香利はおずおずと緋奈から遠ざかる……。

「ち…ちゃうねん……これは……」

「責任取れとよっ！」

「ぐふあ！」

「こらあっ、やめないか！」

　由香利は清次と、多くのギャラリーとともにしばし傍ぼう観かんし……すべてが収まる頃ころには五時を過ぎていた。







「今日は殴られてばっかりや」

「お前が悪い」

　今日の件に関しては一歩も引く気のない緋奈だが、呆あきれ顔で言ってくるのは由香利だった。

「緋奈もやりすぎ」

「せやせや、ゆかりんもっと言ったって。おう清次、お前もガツンと言ったれ」

「え？　僕ぼくはいいよ……」

　気の弱い清次は、こういったことにはほとんど首を突つっ込まない。緋奈にとってはありがたい存在だ。

　彼が部長になってからというもの、部室はただの溜たまり場と化していた。なにしろ肝かん心じんの『文芸』というスキルを持っている人間がいないのだから。

「ねえ知ってる？　昨日またあったらしいよ、蒸発事件」

　由香利の持ち出した話題に、清次が頷く。

「うん、すぐそこの咲さき枝えだ公園だってね」

「それ仲間のおやじや。他にもおったらしいけど」

　珍めずらしく声のトーンを落とす圭一に、清次はすまなそうに言った。

「ごめん……」

「俺のおやじとちゃうねん。謝られても困るがな」

　圭一が清次の頭をぽんと撫なでると、彼はあどけない笑顔を見せた。

「せやけど、被ひ害がい者しやはみんな共通点ないんやろ……金も取らんと、犯人は何考えてんねやろ」

「マニラあたりで解体されてるんじゃないか？」

　考えうるごく当たり前の意見を述べた緋奈だったが、当然一いつ般ぱん人じんの常識からはかけ離はなれている。

「……お願い緋奈、そういう話はやめて」

「お前が言うと現実味がありすぎんねん」

　清次に至っては口もきいてくれない。

（結構あるんだけどなぁ…腎じん臓ぞうが一個五百万だっけ）

　緋奈がとんでもないことを考えていると、浮うかない顔の由香利がひとりごちた。

「いつまで続くのかな」

「ああ？　そのうち終わるだろ。そんなに心配することないって」

　由香利の悲痛な顔を見てもなお、緋奈は我関せずだ。もしも友達であるこの中の誰だれかが消えたというなら話は別だが…自分に関わりないのであれば、それがいくら近所であろうとどうでもいい。

　そんな折、部室の戸口から若い女性教師が姿を見せる。

「おっ、めずらしな。清きよ美み先生やん」

　まったくその通りだと緋奈も驚おどろいた。

　加か藤とう清美先生は名めい簿ぼの上での文芸部顧こ問もんで、普ふ段だんは女子庭球部の顧問をしている。よって今もスーツ姿ではなく、首に笛を提げ、白いトレーニングウェアを着ていた。

「あなたたちは部活もしないで毎日毎日…。今日も岩田先生に怒おこられたんですって？」

「怒られない日は休みの日だけだ」

　しれっとした顔で緋奈が言えば、清美先生がこめかみを押おさえる。

「ほんとにもう……あ、そうそう。蒸発事件、あなたたちも知ってるでしょ。危ないから部活は明るいうちに切り上げることになったの」

「先生が家まで送ってくれるんか？　それなら安心やな」

「あのねぇ……」

　彼女は腰こしに手を当てて怒っている風だ。

　しかし若いことと童顔なことから、岩田先生のような迫はく力りよくは全く感じられない。

「でも彼氏おらんのやろ。俺おれは年上でもかまへんて」

「まあ、牧田君以外は多少のことなら大だい丈じよう夫ぶでしょうけど……とにかく、道草しないで早く帰りなさい。それと、なるべくひとりにはならないようにね」

　清美先生は圭一を相手にせず、次の部室へ向かっていった。

「…聞いたで。ゆかりんも大人おとなしい顔して、ごっつ強いらしいやん」

　圭一が聞くのに便乗して、清次も口を挟はさんでくる。

「渡部さん合気道やってるんだよね。家が道場なんでしょ？」

　しかしながらこの学校、合気道部というものがないので、由香利は帰宅部兼けん文芸部に所属しているのだ。

「でも私、二人みたいに強くないよ」

　苦笑いで、両手を振ふって否定する由香利。彼女は常々、大人しい普ふ通つうの女の子でいたいと思っているようで、武勇伝を人に話したがらないし、大会などにもほとんど出ない。緋奈は由香利が、天才的なそれの使い手だと知っているので、実にもったいなく思えた。

「由香利……この間、うちの堀井を投げただろ。あいつあの後落ち込んで大変だったんだぞ」

　告げ口じみた言い方をしてみると…由香利は苦虫を嚙かんだような顔をして、圭一は椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「ま…マジかい!?　堀井さんて、あの堀井さんやろ!?」

「誰？　すごい人なの？」

　清次が聞くと、圭一は由香利を凝ぎよう視ししたまま、かくかくと首を振る。

「ヒナヒナのボディーガードしとる、組員の人でな。ターミネーターを日本人にして、身長二メートルくらいな人や」

　想像に難くなかったのか、うわ…と漏もらす清次。

「……でも渡部さん、どうしてそんなことしたの？」

「え？　ええと……別に……堀井さんが緋奈のこと捜さがしてて…」

「由香利と一いつ緒しよにいたあたしを見つけたから、背中から声をかけてきたんだ。で、あたしが振り返ったら堀井が地面に寝ねてた」

「ほ…ほんのちょっと転ばしただけだよ…」

「そうか？　堀井が連れてた奴やつら、兄貴が空を飛んだって…」

「だから！」

　緋奈の言葉をさえぎるように、途と端たんに声を荒あらげる由香利。

「え…と、だから……振り返ってあんな人たちが目の前にいたら…びっくりするじゃない……ね、ねえ？」

　由香利が同意を求めるように、圭一と清次を見る。

「せやけど…いきなり投げるか？」

「でも！」

　勢いあまって、由香利が長机に手を突ついた。どん、と。それにびくっとする少年二人。

「あ、ああ…せやな、うん、びっくりするわな。もうゆかりんには逆らえんし……」

「ぼ…僕ぼくもびっくりするし、お昼休みとか、言ってくれればジュースとか買ってくるし……」

　それを見て、緋奈は腕うで組ぐみしながら感かん嘆たんした。

「すごいな。下しも僕べが二人もできたぞ」

「もう、緋奈っ！」

　由香利が抗こう議ぎしようとすると、下校を促うながすアナウンスが流れてきた。普ふ段だんは七時過ぎまで活動している運動部員も、ぞろぞろと引き上げてくる。

「ほんまに校門閉めるんやな…じゃ、か弱い清次は俺が今日も単車で送ったるわ。ゆかりんとヒナヒナは心配ないやろ」

「あ、ひどーい」

「あほ」

「鈴野くん、今日はゆっくり運転してよ」

「おう、任せとき。アベレージ八十キロや」

　清次の青い顔も含ふくめて、四人はいつも通りに部室を後にした。







「緋奈、公園で休んでいかない？」

　夕日はそろそろ、住宅街に吞のみ込まれるところだった。その家々にもちらほら明かりが灯ともりはじめ、一日で最も寂さびしげな時間帯を迎むかえようとしている。

　ちょうど咲枝公園に差しかかったときだ。

「ここって昨日、蒸発事件があった場所だろ。危ないぞ」

　由香利が、くすっと笑う。

「緋奈って実は怖こわがり？」

「そうじゃなくてな……まあいいや」

　いちいち言うのも面めん倒どうになり、一緒に足を踏ふみ入れた。児童公園と違ちがい遊べる物などひとつもないが、春には名前通りの桜の名所であり、そうでなくとも散歩のコースとして最適だ。今は六月上じよう旬じゆん、若々しい木々の青葉が訪れる人を癒いやしてくれる。

「二日も続けて同じ場所で起きたりしないよ。ほら、貸し切りみたい」

　由香利は浮うき足立って、池の側そばのベンチに向かった。緋奈は仕方なしに後を追う。

（誰だれもいないから危ないのに…）

　緋奈は彼女の性格もよく知っている。放っておくと、好こう奇き心しんに任せてひとりでひょこひょこ行ってしまうタイプだ。歩くことを覚えた幼児と大差ないほどに。

「緋奈、こっちこっち」

　先行した由香利がベンチに腰こし掛かけ、手招きする。

　多量の資金を市から注つぎ込まれたおかげで、公園の中はかなり広い。二人が座った前の池にはカモが数羽、時々水中に潜もぐっては、ぱたぱた首を振ふっていた。

「緋奈って鈴野君と仲いいよね」

「なんだよ唐とう突とつに。圭一が好きなのか？」

「もう…どうしてそう話を飛ひ躍やくさせるの。私はただ、緋奈がどう思ってるのかなって」

　由香利は興きよう味み津しん々しん、目を輝かがやかせている。きっとまた、少女コミックか恋れん愛あい小説にかぶれたのだろう。本当にただ聞きたいだけらしい。

（まいったな……こういう話苦手なんだよな）

　緋奈はくしゃりと、前まえ髪がみをかき上げた。







　緋奈が首を傾かしげてどうしようかと悩なやんでいたその頃ころ…同じ公園の中で、全く別な悩みで頭を抱かかえる少女がひとり。

（見つかりません……主の与あたえたもうた試練は、長く険しい道のりなのです……）

　人っ子ひとりいない公園を、とぼとぼ歩く。

「っ──!?」

　刹せつ那な、胸の内に湧わき上がる不快感。

（魔ま族ぞくの気配…！　この公園のどこかですね……）

　適当な人間が見付からない以上、自分が何とかするしかないのだ。いや、そんな力など落第の自分にはないのだが…人間に注意を促すくらいはできる。

　初めて対立するであろう魔族への緊きん張ちようと、わずかばかりの畏い怖ふ。そんなものを押おさえ込むようにして、ミウルスは己の感覚を頼たよりに走り出した。







「あたしは…どうなのかな。人を好きになったことってないからな…」

「ふーん……」

　緋奈の複雑な表情を見ながら、由香利があいづちを打つ。

「……なあ、もうやめないか？　こういうの苦手だよ」

「緋奈らしいね」

　由香利が微笑ほほえんだその時…二人の足元に、どこからかバスケットボールのような物が転がってきた。が、大きさと形がそのようなだけで、外面は奇き妙みよう極まりない。緑色のふさふさした毛に覆おおわれているのだ。

「変わったボールだな」

　言い方を変えればマリモのオバケにも、さらに悪くすればカビの親分にも見えなくはない。緋奈がよく見ようと立ち上がったとき、ぱちくりっ…と毛玉が目を開けた。

「あっ、かわい…」

「うわっ！」

　由香利が言いかけたときには、緋奈の悲鳴とともに、毛玉は池の上を滑かつ空くうしていた。遊んでいたカモはばさばさと逃にげ回り、それが水面に落下すると、派手な水しぶきが上がる。

　緋奈はケリを入れた姿勢のまま、そこに立ち尽つくしていた。ぷかぷか浮かぶ毛玉を凝ぎよう視ししたまま、たずねる。
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「……なんだ今の」

「何って……」

「こっち見たぞ！」

「そうだけど、可愛かわいかったじゃない。ああいうラジコンとかじゃないの？　ほら」

　どういう仕組みか……由香利が指差した先、毛玉は水をかき分けながら、こちらへやってくる。池の縁ふちまで来て、落下防止用の柵さくのところで跳はね上り、そのままてんてんと二人の側まで転がってきた。

　やはり、目がついている。由香利にとっては可愛らしいのだろうが…緋奈にとっては不気味に、ぱちくりとまばたきする。

「悪あく趣しゆ味みなラジコンだな」

「でも、よくできてるじゃない。なんて言うのかな？」

「僕ぼくの名前はパ…」

　毛玉は、さっき乗り越こえたばかりの鉄柵に激げき突とつして鈍にぶい音を立てた。それからぽてっと地面に落ちて、普ふ通つうのボールよりも覇は気きなく転がる。

「しゃべったぞ、おい」

「……いちいち蹴けることないじゃない。きっと、そういう機能が付いてるんだよ」

　由香利が呆あきれ顔で言ってくる。それから二人で、毛玉に近付いてみた。少しだけ、鉄柵の跡あとが付いてへこんでいる。

「壊こわれちゃったんじゃないの？」

「ぼ…僕の名前はパパン……魔法の国からやってきたんだ…」

「あ、まだ大だい丈じよう夫ぶみたい」

　随ずい分ぶんと苦しそうな声だが。

「君に、力をあげる」

「力…？」

　小首を傾かしげた由香利に、今度は緋奈が呆れる番だった。

「おもちゃの言うことなんか真に受けるなよ」

「でも…なんだか、本当に生きてるみたい」

　毛玉は薄うつすらと涙なみだを滲にじませていた。

「力をあげる…世界に平和を取り戻もどす力を…正義の力を…」

　思い付いたように顔を上げる由香利。

「ひょっとして、変身ヒロインになれるんじゃない？　ほら、よくあるじゃない！　魔法の国からやってきたマスコットキャラが、女の子に魔法の力を…！」

「由香利…高校生だろ？」

「いいじゃない。子供の心を失わないって大切なことだよ」

　そのとき、公園の奥おくから金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が、駆かけ寄ってきた──。







「だめですっ、そいつに近付かないでっ！」

　と言ってから、気付いた。

「お前……昨日の……」

　昨夜の黒くろ髪かみの少女がきょとんとする。一いつ緒しよにいた、栗くり毛げがかった髪の少女も同様に。

「緋奈の知り合い？」

「いや、知り合いってわけじゃないけど……」

　答えた緋奈は、少しして思いついたように視線を鋭するどくし、公園内にくまなくそれを巡めぐらせ始める。

「どうしたの…？」

「ドッキリだよ」

　緋奈は間断なく周囲を見まわしながら、ぶしつけに言う。

「あいつを信じちゃだめだ。彼女は魔ま界かいからきた悪い魔女なんだよ」

「私はミウルス、天の使いです！」

　聞き捨てならない侮ぶ蔑べつを受けて、必要以上に語気を強めるミウルス。

「どっちを信じればいいのかな？」

「……この金髪は胡う散さん臭くさいな」

「そうだよ、僕の言ってることが…」

　ばむっ…と毛玉が踏ふみつけられた。それをぎゅうぎゅう押おし付けながら、

「うるさい、カビ。あたしが決める」

「ちょっと緋奈、本当にこの子が魔法の国の使いだったらどうするの？」

「ああ？　マスコットキャラならこれぐらいで怒おこったりしねえだろ」

　いやらしく笑って…それからミウルスに向かう。

「どうせ暇ひまなんだ…少しくらい遊んでやってもいいだろ」

　ひどく険のある視線に、ミウルスはたじろぎそうになった。だが、自分には人間を救うという責務がある。ぐっと踏みとどまり、宣言する。

「私は聖四天の勅ちよく命めいで、人間界を救うために天より遣つかわされた者で……って、あれ？」

　言うだけ言ってから思い出す。

「これはひとに言ったら駄だ目めですか？　えっと、えっと……」

「台本忘れたのか」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように呟つぶやいた緋奈は、右往左往し始めたミウルスを一いつ旦たん無視し、足の下にある毛玉に視線を落とす。足をどけて、

「お前はなんだっけ？」

「僕は魔法の国の使いだよ。女王様の命令で、君たちを助けに来たんだ」

　こちらは端たん的てきに説明する。

「緋奈、どうするの？」

「どうするかな……。由香利、取りあえず無視して帰るか。腹減ったし」

　緋奈はその場を離はなれてすたすたと歩き始めた。栗毛の少女…由香利が、慌あわててそれを引き止める。

「ちょっと、あそこまでしてそれだけ？　パパンが可哀かわい相そうじゃない。それに、私たち魔法使いになれるかもしれないんだよ」

「あほ。ドッキリだよ、ドッキリ！」

　と、緋奈が鞄かばんをしげみの奥、木の枝に向かって投げつけた。女の悲鳴とともに人ひと影かげが落ちる。毛玉がそこへ向かってダッシュする。

「メリーサさまっ！」

「見つけたぞプロデューサー！」

　緋奈も毛玉に負けじと走り出す。しかしミウルスは、それを行かせまいとタックルした。声に出す暇などない。とにかく、助けなければ…！

　直後、今まで緋奈の頭があった部分を赤い光線が走り抜け、公園の並木を数本、一いつ瞬しゆんでなぎ倒たおす。

　啞あ然ぜんとする緋奈と、由香利。

　散り行く赤い残光を目で追えば──緑色の髪をした美女が無表情に、こちらに手をかざした姿勢で立っていた。それが下ろされると、毛玉がぴょんとその肩かたに飛び乗る。

「聞け、人間ども！　パパンは仮の名、我が真の名はパパロン！　メリーサ様の第一の家臣なり！」

　毛玉が打って変わって、どすの効いた声で名乗りを上げる。

「そしてこちらにいらっしゃる方こそ、魔界においてその勇ゆう猛もう果か敢かんさを知らぬ者はない、グレバディン卿きようがご息女にして、まことの花もそのお姿を見ては咲さくを恥はじらう黒くろ薔ば薇らのプリンセス、メリーサ・シャトロン・グレバディン様であらせられるぅーっ！」

　ミウルスに押しつぶされたまま、緋奈が深々と嘆たん息そくした。

「…長々挨あい拶さつしてもらったところで悪いが、お前らの事務所潰つぶすぞ」

「あうっ」

　緋奈はミウルスを振ふり払はらって立ち上がり、メリーサと呼ばれた美女を睨にらみ付ける。

「…強がりもそこまでよ」

　メリーサが手を掲かかげると、ミウルスたちはいつの間にか、不気味な集団に囲まれていた。本当に、いつの間にか…。

（危ない……何とかしないと……！）

　緋奈はそれらに向けて挑ちよう戦せん的な笑みさえ浮うかべているが、由香利は可哀相に、言い知れぬ恐きよう怖ふに膝ひざを震ふるわせている。

「大だい丈じよう夫ぶだって。これもほら、デパートの屋上でよくやってるだろ。着ぐるみのあれだよ」

「彼らは魔ま族ぞくです！　油断しないでくださいっ！」

「怪かい人じんだろ？」

「ま・ぞ・く！　それが人間の身体からだを乗っ取っているんですっ！」

　直後、メリーサが表情を強こわ張ばらせる。

「なぜそれを知っているの…！」

　応こたえるように、大おお袈げ裟さに身を翻ひるがえすミウルス。

「天界よりの正義の使者、ジャスティスエンジェル・ミウルス！　これ以上あなたたちの好きにはさせませんっ！」

　決まった……などと、ちょっぴり思ったりもする。

「天使っ!?　メリーサ様！」

　パパロンの問いかけに、メリーサが小さく頷うなずいた。

「者ども、我らトワイライトの初の生いけ贄にえだ！　やってしまえ！」

　魔族はパパロンの号令を受け、じりじりと包囲の輪を狭せばめてくる。

「緋奈っ、どうするの!?」

「任せとけって…」

「待ってください！」

　ミウルスの制止を聞かず、緋奈は魔族の一人に飛び掛かかった。か細い足を振り上げて、股こ間かん目め掛がけて革かわ靴ぐつのかかとを突つき刺さす。

「お…おいおい、いくら着ぐるみの上って言っても……」

　彼は何事もなかったように詰つめ寄ってくる。緋奈は一度間合いを取りなおし、再度飛び掛れるよう膝を曲げる。

「……プロレスラーでも入ってんのか？」

「彼らは魔力によって人間界に存在しているんです。退けるには魔力で対たい抗こうするしかありませんっ」

「……」

　それでももう一度…今度は別な一体の喉のど元もとを蹴けりつける緋奈。が、彼は呻うめきもしない。舌打ちしてから、また飛び退すさる。

「緋奈！　緋奈、どうしよう……」

　由香利の瞳ひとみが潤うるんでいた。それを見た緋奈の顔には、よりはっきりとした怒いかりが現れる。

「…心配すんなって。後でこいつらの人生、ぼろぼろにしてやるよ」

　そんな彼女へ、ミウルスは指輪を差し出した。白い座金に、綺き麗れいな青い石がはめ込まれている……簡素だが、綺麗な指輪。小さな希望。

「これを使ってください！」

「……変身アイテムとか言うなよ」

　思わず…といったように、彼女は口走った。

「事情を説明している暇ひまはありません！」

「…由香利、使ってみろ……って、だめか」

　彼女は恐怖に脅おびえ、雨に濡ぬれた子犬のように震えている。緋奈はそれを摘つまみ上げると、小さく失笑した。

「でもなぁ…こういうのって選ばれた人間がなるんじゃないのか？」

「いいから早く！　それしか方法がないんです！」

　大事の前の小事であろうと、助けられる二人を前にして逃にげられるはずがない。自分は正義の天使なのだ。

　信じよう──友人の涙なみだに、純じゆん粋すいな憤いきどおりを見せた彼女を。

　そして彼女は、自分の瞳をじっと見み据すえ…やがて、それを受け取った。

　緋奈は、指輪をはめた。







「なにっ!?」

　パパロンが驚おどろきに目を見開く。由香利は驚きにあっと息を吞のんだ。緋奈が、青白い光に包まれたのだ。

「ぐっ…！」

「いけない、パパロン！」

　メリーサが苦しみ始めたパパロンを抱だいて、光に背を向ける。包囲していた魔族も苦しみ悶もだえ、後退していく。

「緋奈っ！」

　由香利は思わず、光に向けて呼びかけた。その一方で、ミウルスは顔をほころばせていた。

「やったです！　やりましたーっ…！」

　やがて光は収まる。そこにいた緋奈は制服姿ではなくなっていた。

　黒を基調としたドレスに、地面を引きずりそうな白いマント。銀のティアラと、縁ふちの無いゴーグル。胸には青い宝玉。

　そして手にはステッキが握にぎられていた。おもちゃ屋さんで売っている魔ま法ほうのステッキをシャープに、長くした感じだ。

　と、緋奈は光が消え去ると同時にマントを翻ひるがえし、魔族へステッキの先せん端たんを向けた。

「エンジェルナイト・ラピティア！　天の光で射止めてあげる！」
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「きゃーっ！」

　由香利はミウルスとともに黄色い歓かん声せいを上げた。緋奈は元々顔が可愛かわいいので、真ま面じ目めな表情をするとこの上なく凜り々りしく、たまらなくカッコいいのだ。

「エンジェルナイト……ラピティア!?」

　うめくパパロンへ向けて、ノリノリの由香利とミウルスは向き直る。

「ラピティア、悪いやつらをやっつけて！」

「今です、ラピティア！　必殺のスター…」

　しかしラピティア…緋奈は声せい援えんも虚むなしく、がっくりと脱だつ力りよくして、地面に両手をついた。

「はっ!?　どうしたですか!?」

　信じられないというような、愕がく然ぜんとした面持ちの緋奈。変身が上手うまくいかなかったのだろうか──地面を凝ぎよう視ししたまま、ふるふると首を振ふる。

　一いち抹まつの不安が由香利の胸をよぎった。

　が。

「ふっ……」

「ふ？」

　緋奈の声に、聞き返すように、由香利。

　直後、彼女の手はぶるぶると震ふるえた。

　やがて──。

「ふざっけるなぁ！」

　緋奈が凄すさまじい形相で立ち上がった。さらに、力のあらん限りに地じ団だん太だを踏ふみ始める。

「だああああああああっ！」

「あの……ラピティア……あうっ」

　おそるおそる近付いたミウルスが、ものすごい勢いで振り払はらわれる。

「あたしは緋奈だっ！　与謝野緋奈！　関東与謝野会の跡あと取とりだっ！　ヤクザの娘むすめだ！　あんな恥はずかしいセリフが言えるかっ！　あんな決めポーズができるかっ！　こんな短いスカートがはけるかぁーっ！」
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　わめき散らす緋奈に、由香利とミウルスは呆ぼう然ぜんとしていた。それらをよそに、メリーサへ耳打ちするパパロン。

「メリーサ様、奴やつは天界の魔力とうまく融ゆう合ごう出来ていないのでは？　やるなら今のうちです！」

「確かに……」

　その一言だけで、パパロンは再ふたたび号令をかけた。

「者ども怯ひるむな！　天の尖せん兵ぺいを倒たおすのだ！」

　しかし皮肉にも、真っ先に反応したのは魔族ではなく、緋奈だった。その凶きよう悪あくな眼光は変身の光以上に魔族を退け、パパロンを射止める。

「毛ぇだぁまぁっ！」

　緋奈は疾しつ風ぶうとなり、一いつ瞬しゆんで彼の元に辿たどり着き、ステッキでそれを殴おう打だした。彼は悲鳴を上げる間もなく、軟なん式しきテニスのゴムボールのように変形すると、遥はるか彼方かなた…深い紅の空に吞み込まれていく。

「パパロンっ！」

　木々の隙すき間まから、それを目で追うメリーサ。そこへ緋奈の二撃目が降ってくる。

「てめえもだ！」

「くっ！」

　メリーサはすんでのところでそれをかわすと、霧きりのように姿をくらませ、消え去った。

「逃にがしたか」

　毒づき、つばを吐はく緋奈。残る魔族へ、地面一ひと蹴けりで十数メートルを滑かつ空くうする。

　ごんっ！

「あのぉ、あのですねぇ……」

　うろたえるミウルス。

　ごすっ！

「ラピティア聞いてますかぁ……？」

　がこん！

「そのステッキは魔力を照射するための媒ばい体たいで……」

　べきっ！

「殴なぐるための物では……あうう…」

　涙なみだ目めでおろおろするミウルスの言葉など、てんで耳に入らないのだろう。緋奈がステッキを振るたび、その口からは「死ね」という言葉が繰くり返し聞こえてきた。

　由香利は……いくら魔法使いのような格好をしていても……緋奈は緋奈だと、妙みように冷静に考えてしまった。







　結局緋奈は、二十三人いた魔ま族ぞくを全すべてステッキで撲ぼく殺さつした。天の魔力を持ったステッキと、エンジェルナイトのドレスに身を固めたからこそ為なし得た芸当だ。

「ぜい……ぜい…」

　ほつれた髪かみを上気した頰ほおに張り付かせ、肩かたで息をきる。辺りには、身体からだを乗っ取られていた人たちが黒装束姿で横たわっている。

「このひとたちみんな……蒸発事件に巻き込まれた……？」

　由香利が見回して、気味悪そうに呟つぶやいた。その誰だれもが黒装束と同時に、手首に奇き妙みような腕うで輪わをしている。

「やっぱりですか……」

　ミウルスが腕輪を摑つかんで少し力を込めると、それはもろくも崩くずれ去った。

「……何がやっぱりなんですか？」

「魔族は一人の科学者に力を与あたえたらしいのです。私が今、緋奈に力を与えたように。彼はその科学力…与えられた知力で、魔族の進出を容易にしているのです……」

「魔族の進出……？」

「そう……そうですね、あなたたちには一部始終を話しておいた方が良さそうです。でも、場所を移しましょう。人が来ないうちに」

「で、あたしはどうしたら戻もどれるんだ？」

「簡単なのです。胸の宝玉に手を当てて思えばいいんです。元に戻るって」

　あまりに呆あつ気けない返答で、緋奈は目付きを険しくする。だが頼たよれる方法が他ほかになく、言われた通りにした。

「お……」

　程なくして、元の制服姿に戻った。

「あーあ、もうやだぞ。次は由香利がやれ」

「えー……緋奈カッコよかったのに」

「あほ。そういう問題じゃない。それにお前の方が好きだろ」

「自分で変身しても自分のこと見れないもん」

「あのですねぇ、その指輪は一つしかないんです。それに今のであなたのデータを取り込んでしまったので、他の人には使えません」

「……もう嫌いやだ」

「世界の運命がかかっているんです」

　彼女の真しん摯しな眼まな差ざしと、今しがたの出来事とを照らし合わせれば、かなり現実味を帯びた話ではある。

「……でもあのセリフとポーズは何とかしろ。あとスカートも」

「それは無理です。あれらは私が授かった時点でインプットされてたのですよ」

「緋奈が自分で言ったんじゃなかったの？」

「あほ！　誰が自分で言うか！」

　丁度その時、足音が聞こえてきた。暗がりでよく見えないが、派手なスーツを着た男がひとり。向こうはまだ、こちらには気付いていないようだ。

「いけない、隠かくれなきゃ！」

　由香利が言うが、緋奈は馴な染じみ深いそのシルエットに安あん堵ど感かんを覚えた。

「おい堀井っ！　こっちだ！」

「お嬢じよう様さま！」

　はたと気付いた男が慌あわてて駆かけてくる。

　身の丈たけ二メートルはあろうかという巨きよ漢かん。腕には金のロレックス、首には金のネックレス。黒髪オールバックで、傍はたから見れば紛まぎれもないその筋の人間だ。

「お嬢様、こんなところで何を……」

　言いかけて、彼はそこら中に倒たおれている黒装束を見み渡わたす。そして滅め入いったように軽く嘆たん息そくした。

「お嬢様……またケンカですか？　にしちゃあ変わった奴やつらですね」

「ん？　ああ、まあな。お前は？」

「ええ、私は伸しん一いちの野や郎ろうを捜さがしてたんですが……」

　それを聞いた緋奈は、ぽんと手を打つ。

「そうだそうだ、どっかで見たと思ったんだよ」

　緋奈はつかつかと歩いて、うつ伏ぶせになっている黒装束のひとりを仰あお向むけに転がした。

「伸一ってコイツだよな」

「あっ…！」

　堀井は彼の足元にひざまずいた。

「このやろう、心配かけやがって……ええ、間ま違ちがいありません。しかし他の奴らもニュースで見た顔ばっかりですが……」

「救急車呼んでやれ。匿とく名めいだぞ」

「あ、はい……ですが一体なにが…」

「んなことどうでもいいんだよ。おら、さっさとしろ」

「はい」

　緋奈が繁しげみに入って鞄かばんを取ってくる間に、堀井は懐ふところから携けい帯たい電話を取り出し、咲枝公園に行方ゆくえ不明者が倒れている旨むねを述べていた。

　そして公園を出る道すがら、緋奈は由香利と堀井に、執しつ拗ように釘くぎを刺さした。

「お前も黙だまってろよ」

「はい、お嬢様の言いつけは会長の言いつけですから……ところでそちらは？」

「由香利だよ。知ってるだろ」

「こ……こんばんは」

「はい……どうも」

　どちらともなく、気まずい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。以前由香利が投げ飛ばしたことが効いてるらしい。居たたまれない様子の堀井は挨あい拶さつもそこそこに、話題を変えた。

「で……そちらの外人さんは？　昨夜ゆうべの？」

「はへっ？　はい、私はミウルスですぅ…」

「これはどうも、堀井です」

　二人の挨拶が終わるころ、四人は車道へ出た。路ろ肩かたには窓まで真っ黒いベンツが、エンジンをかけたまま停とめてある。それもそのはずで、こんなあからさまなベンツにちょっかいを出す命知らずがいるはずもない。

「由香利はもう帰った方がいいだろ？　送ってくよ」

「うん、ありがとう」

「お前は？　寝ねる場所とか、あるのか？」

「えーと…できれば緋奈と一いつ緒しよの方が動きが取り易やすいんですけど…」

「じゃあ家に泊とめてやるよ」

「え？　お邪じや魔まじゃないですか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。広いから」

「ご両親とか…」

「いいからさっさと乗れよ。腹減った」

　緋奈は由香利とミウルスを、広い後部座席へ押おし込んだ。







　メリーサは、見覚えのある毛並みをようやく見つけ、ほっと胸を撫なで下ろす。あの場所から、およそ五百メートル。ビルディングの屋上に、彼は転がっていた。

「こんな所まで……」

「め……メリーサさま……」

　元々真円だったパパロンのシルエットは、まだかなり歪ゆがんでいる。時間が経たてば治るだろうが……メリーサはようやく見つけた家臣を、そっと抱だき上げた。

「申し訳ありません……しかしなぜ見破られたのでしょうか。この作戦、今まで人間の女には完かん璧ぺきだったのに……」

　作戦とは……？

　女性がふわふわした丸っこい物（つまり可愛かわいいもの）に弱いということを利用したものだ。パパロンに心を許したところに魔ま法ほうをかけるので、通常よりもずっと少ない魔力で捕ほ獲かくすることができる──はずだった。

「私めに落ち度があったのでしょうか……いや、やはりミウルスと名乗ったあの女……」

　メリーサは、パパロンをいつものように肩に乗せ、その言葉を否定した。

「違うわね」

「と…申しますと…？」

「あの黒くろ髪かみの小こ娘むすめ……」

「は……」

「性格が悪いのよ」

「は……？」

　湿しめった夜風が、ふさふさした毛並みをなびかせた。

「しかし過去の事例から言って、我々魔族と対たい峙じしてきた人間というのは…」

「お前は真ま面じ目めなのね」

「ははっ、ありがたき…」

「褒ほめてないわ」

　その言葉もやがて夜風にかき消された。ひとりの美女と、ひとつの毛玉とともに。







　車は檜ひのきの看板が掲かかげられた道場の前で由香利を降おろし、そのまま緋奈の家に向かっていた。

「由香利はお嬢じよう様さまって感じでしたけど、緋奈がほんとにそうだったなんて意外なのです」

「ああ、普ふ通つうのお嬢様じゃないから」

　確かに、昨夜の彼女の取り巻きのことを考えると……少し、妙みようかもしれない。

「ふうん…堀井さんは執しつ事じなのですね？」

　その言葉を聞いた緋奈が、突とつ然ぜん噴ふき出す。彼女はそれからしばらく、息が続かなくなるまで笑い続けた。

「お嬢様、そりゃあんまりですよ」

「はぁ……はぁ……いやあ、わりい。でもなぁ…確かにあんまりな冗じよう談だんだよなぁ」

　さっぱりわけが分からないミウルスへ、緋奈が問い掛かけてくる。

「なあお前、堀井の格好見てなんにも思わないのか？」

「えっと……そう…ちょっと派手かもしれませんねぇ……」

　と、服装のセンスを真面目に見てみる。

「いや、そうじゃなくて……知らないのか？」

「しっ…失礼な……少しは勉強してきたのですよ」

　ミウルスは自分が人間界に慣れてないので、それを馬ば鹿かにされているのだと勘かん違ちがいしていた。

「ああ？　本当か？　これだけバリバリの人間見て気付かないなんてどうかしてるぞ。挙げ句の果てに、しっ…執事っ」

　と、再び笑い始める緋奈。ルームミラーに映った堀井は、なんとも情けない表情をしている。

「お嬢様、もう勘弁して下さい」

「お、おう……わりいわりい」

　そうこうするうちに、車は純和風な門構えの屋や敷しきに停とまった。門の脇わきに立っていた、黒いスーツの男二人が駆かけ寄ってきて、ドアを開ける。

「ご苦労様です」

「おう、ご苦労さん」

　緋奈とミウルスが車を降りる。二人の男は緋奈と一いつ緒しよにいたミウルスを見て啞あ然ぜんとするが、

「ぼけっとしてんな、車置いてこい！」

　堀井にどやされ、一人が入れ替かわりに運転席へ入った。それについてミウルスは問う。

「…厳しい家いえ柄がらなのですね？」

「ああ、厳しいぞ。下手打つと指が飛ぶからな」

　ミウルスは小首を傾かしげて考えた。

　彼女の言う、指が飛ぶとはなんの比ひ喩ゆなのか。この辺りのスラングかなにかだろうか。

　もちろんそれが比喩でもなんでもない、言葉通りの意味だとは、今のミウルスには知る由もなかったのである。

　緋奈がすたすたと門をくぐり、石いし畳だたみの続く庭先を歩いていく。ようやく辿たどり着いた玄げん関かんも、また広い。

「上がってくれ」

「はい、お邪じや魔ましますね」

　外見は和風だが、中に入れば一いつ般ぱんの住宅同様、和洋織り交ぜた造りになっていた。違ちがうのは柱から廊ろう下かの板一枚に至るまで、そのどれもが高級感に溢あふれていることだ。

　高級車に執事に門番、一等地に建つ立派なお屋敷を次々と見せつけられ、緋奈が紛まぎれもないお嬢様なのだとミウルスは確信した。

　と、彼女が途と中ちゆうのドアを開けた。それひとつにしても、分厚い一枚板である。

「じいちゃん、ただいま」

「緋奈か。お帰り」

　着流しの老人が緋奈の祖父なのだろう。口くち髭ひげは丁てい寧ねいに整えられ、豊かな白はく髪はつはきちっと撫なで付けられ、老いてますます盛んといった風ふう貌ぼうだ。艶つややかな革かわのソファにどっかり腰こし掛かけ、和服の若い女性に酌しやくをさせている。

「またケンカをしてきたのか？」

「違うよ。由香利と遊んでたんだ」

「おや、そっちの外人さんは誰だい」

　目が合ったミウルスは、ぺこりとおじぎをする。

「初めまして、ミウルスです」

「ほお、日本語がじょうずだね。たいしたもんだ…国はどこだい？」

「はへ？　ええ、えーっと……ソ連？　あうっ」

　ミウルスは緋奈に小こ突づかれた。

「かっかっかっ、ソ連か、そりゃあいい」

　彼は大して気にした様子もなく、上じよう機き嫌げんでグラスをあおる。

「今日から家に泊とめるから。いいだろ？」

　緋奈が聞くと、彼はなんとも人好きのする笑顔で頷うなずいた。

「ああ、緋奈の好きにしなさい。お嬢じようさん、いるものがあったら何でも言いなさいよ」

「はいぃ、ご親切いたみいります……」

　堀井は舎弟のことを知らせて来ると緋奈に耳打ちし、部へ屋やの中に入って行った。

「緋奈、若い奥おくさんなのですね」

　ミウルスは再さい婚こん相手だろうかと、声を潜ひそめて聞いた。しかし、

「静しず香かさんは妾めかけだぞ」

　と、さらりと言われ、困こん惑わくしてしまった。







　それから二人は家政婦の作った夕食を食べ、風ふ呂ろに入り……ミウルスは貸してもらった浴衣ゆかた姿で緋奈の部屋に入った。

　カーペットにパイプベッド、テレビ、ビデオ、ゲーム機……本ほん棚だなには少年向けの漫まん画が本ぼん。

　女の子らしいものと言えば鏡台くらいだが、化け粧しよう品ひんはなく、ドライヤーとブラシだけが無造作に置かれている。

「……随ずい分ぶんとさっぱりしてるのですね」

「ああ、由香利も前来たとき言ってたぞ」

　今まで見てきた緋奈の性格から鑑かんがみても、充じゆう分ぶん予想はできていたのだが…その主である彼女は髪かみを一本にまとめて簡単に縛しばり、パジャマ姿でベッドにあぐらをかいている。

「クッションでもベッドでも、好きなとこに座っていいぞ」

　言われて、ミウルスは高価そうな木製の机から椅い子すを出し、それに腰かけた。

「……変わってるな」

「正座は足が痛いのです」

「あぐらでいいのに」

　しかし浴衣なので、いくら女同士と言ってもそうはいかない。対して緋奈は、ごろりと横になった。

「で、一部始終話してくれるんだろ？」

「そうなのですが…それが話を聞く姿勢ですか？」

「カタいこと言うなって。あたしの家だぞ」

「あう…その代わりしっかり聞いてくださいね。最初に私が来た理由なのですが……」

　ミウルスは自分が落第したところから聖四天マリアクレセルに聞いた話……唯ゆい一いつ神が人間を滅ほろぼそうとしていることまで、包み隠かくさず打ち明けた。

　茶化されると思いきや、緋奈は真ま面じ目めな顔付きで聞いてくれたのだった。ミウルスは、そんなことを疑った自分にわずかでも恥はずかしさを感じて…代わりに、しっかりとこちらの目を見て頷いてくる緋奈に、心強さ……信しん頼らい感かんのようなものを覚え始めていた。

「……それ、ホントのことか？」

　一通り話し終えたところで、緋奈が眉まゆ根ねを寄せる。その表情は疑っているのではなく、憤いきどおりのようなものを感じているらしい。

「私だってショックだったのです」

「で、世界が危ないのは本当なんだな？」

「本当なのです。あなたも見たでしょう、彼女たちの力」

「ああ…光線出したり消えちまったり……人間業じゃないよな。それで、向こうについた科学者ってのは何もんだ？」

「何十年か前までは、ロボット工学の天才って言われてたらしいです。それ以外の分野でもすごい才覚があったらしいのですが、発想があんまり突とつ飛びで、異い端たん者しやだったのですね。結局学界から追放されて……」

「ははあ……学界に復ふく讐しゆうしてやるっていう、あれだな」

　したり顔で頷く緋奈。

「あう。よくわからないのです……」

「まあ、そういう思い込みの激しい奴やつはころっと騙だまされるからな。で……なんだっけ？」

　緋奈がゆっくりと起き上がってこちらに向いた。

「その科学者の存在が、魔ま族ぞくの進出を容易にしていることは間ま違ちがいないです。魔族が人間界に出現するには、莫ばく大だいな魔力が必要なのです。普ふ段だんはそれが魔王であっても、とてもひとりでは出てこれない……でもときどき時空が歪ゆがんで、少ない魔力で通過できるようになるのです」

「ふーん……」

「それでですね、歪み方が大きいと、あのメリーサみたいに強い魔族が出てこれるわけです」

「だったら弱い奴らもぞろぞろ出てこれるんじゃねえか？　穴が大きいんだから」

「下等な魔族は基本的な魔力がないから、時空そのものを越こえられないのです。偶ぐう然ぜんそれができても、日の光を浴びただけで簡単に消しよう滅めつしてしまうでしょう」

「……じゃあ、あいつらは？」

「さらわれた人たちが腕うで輪わをしてたでしょう？　それを使用することで、今までは不可能だった人間の乗っ取りが可能になったのです。そうなると弱い魔族でも、精神だけを人間の身体からだに移送して具現化出来るようになります。その媒ばい体たいとなっているのがあの腕輪。きっと科学者に作らせたのでしょう……」

「つまり……大きな穴が開いて、強い奴らはそのまま出てこれるようになった。弱い奴らも腕輪のおかげで、精神だけでもこっちにこれるようになった。人の体を使って」

「そうでーす！　その通りでーす！」

　ぱちぱちと拍はく手しゆして、ミウルスは顔をほころばせた。そしてちょっぴり感かん慨がいにふける。

（主よ、一いち夜や漬づけの勉強だったけど、うまく分かってもらえました……）

「どうして今なんだ？」

「はへ？　えーっ……とですね……大きな穴が開くのは周期的で、だいたい千年に一度なのです。千年期って言うのですけど」

「今年がそうなのか？」

「はい。それと…一万年ぶりに、魔神の封ふう印いんが弱まるのです」

「……それはやばそうだな」

「そう、魔族だけなら世界が滅びるようなことは無いのです。人間は今までも魔族とは戦ってきているのです……」

「今までも？」

「そうです。みんな知らないだけ。で、問題は彼らがこの期に魔神を復活させようとしている事。そして、魔族を倒たおしてそれを阻そ止しするのが、あなたと私の…使命」

『使命』という言葉に、ミウルスの胸が熱くなった。握にぎった手に、思わず力が入ってしまう。

「なんで九重市なんだよ。地球は広いのに」

「それは……えっとですね、ちょっとまって…」

　ミウルスは眉み間けんにしわを寄せて、記き憶おくを引っかきまわした。緋奈が疑わしげな目で見つめているのも気付かずに。

　やがて、ミウルスはぱんと手を合わせる。

「そうそう、千年期の穴が九重市の近くにできたのです。近くと言っても、そう…魔力的に時空をひとつ越えた近くなのです。多分、人間には理解出来ないと思うのですけど…」

　かくいうミウルスも、完全には把は握あくしていない。魔力的物理考察は、ミウルスの最も苦手とした科目である。

「いいよ、先に進めてくれ」

　内心ほっとしながら、ミウルスは話を続けた。

「で、魔神の封印された時空が、魔界との大穴ができた拍ひよう子しに、一いつ緒しよに引き寄せられちゃったのです。封印が弱まったこともあって」

　あっちからこっちへ、身み振ぶり手振りで必死に説明する。

「便乗したのか」

「そう、そんな感じに」

　かなり短くまとめる緋奈に、これまた呆あつ気けなく頷うなずくミウルス。この場に神族の誰だれかがいたら、間違いなくお小言を頂いただろう。

「…ちょっとまて。魔神を復活させるのに下したっ端ぱの魔族が必要なのか？　強い奴だけどんどん送って……」

「それがですね、魔ま族ぞくってみんな仲が良いわけじゃないらしいです。魔界にも国があるし、特に力を持った魔族は互たがいに牽けん制せいし合っているのです」

　緋奈は興味深げに、意外そうな顔をした。

「へえ…魔王がひとりいて、それに従ってるんじゃないのか」

「そう。魔王というのは魔界にある、魔族の国の王様のこと。それ以上は私もよく知らないですけど。話を戻もどすと…魔神の封印を解くのにエネルギーがいります。魔力とはまた別な…負のエネルギーですが」

「ああ、それはなんとなく分かるぞ。うらみつらみとか、悲しみとか、そんなのだろ」

「そうそう、それを集めるためですね。だから言う事を聞かせやすい、弱い魔族を呼び寄せたかった、と」

「でも…そうなると、そっちの方が人間は幸せなんじゃないか？　悪い部分を吸い取ってくれるんだから」

「その結果世界が滅ほろびたら元も子もないのです。それにさらわれた人たちは、その後もずーっと魔族に身体を取られたままなのです」

　ミウルスが指し摘てきすると、緋奈は短く呻うめいた。

「あたし、思いっきりぶっ叩たたいたけど…乗っ取られてた奴やつらって大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あのときの全すべてのダメージは、乗っ取っていた魔族の、魔界にある本体へいくから大丈夫。中身は人間ですが、外側は魔族です」

「なんだ、結局着ぐるみかよ……じゃあ魔力でないと倒せないって言ってたけど、殴なぐっただけで大丈夫だったのは？」

「叩いたときにステッキが、自動的に魔力を注入したみたいです。きっと、あなたの性格に合わせてカスタマイズされたのですね」

「みたいとかきっととか曖あい昧まいだな」

「私だって、天界の誰だって、あれを殴るのに使うなんて夢にも思ってませんよ。魔力を照射するためのものだって言ったじゃないですか」

「だったら魔法も使えるのか？　あの女みたいに、すごいやつ」

「あんな破は壊かい的な光線が出るわけないでしょう。魔族を消去するだけなのですよ…」

「なんだ、つまんねえの。やっぱ殴るしかねえか」

　ミウルスはうすうす気付き始めていた。いや、初めから分かっていたが、認めたくなかっただけなのだ……。

（間ま違ちがった人間を選んだのでしょうか……）

　それはともかく、泣いても笑っても、もう彼女に託たくすしかないという事実。そして彼女を信じようと思ったのは自分だ。ミウルスは、最終確認のつもりで緋奈に聞いた。

「……やってくれますよね？」

「やるよ、やるやる……結局はあいつらのせいだからな。カタにはめないと気が済まない……でもなあ……」

「でも……ですか？」

　緋奈はあぐらのまま、ぐったりと背を丸めた。そのまま、ぽてっと横に倒たおれる。

「……運が悪かったって考えていいか？」

「私もそう思うのです」

「お前はいいだろ。落第まぬがれるんだし」

「あう……」

　ミウルスは落第のことまで話したことを、痛く後こう悔かいした。
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　翌日。

　ミウルスを家に残したまま、緋奈は教室で寝ねていた。彼女は魔ま族ぞくの気配を感知すれば、すぐに携けい帯たい電話に連れん絡らくするということで……落第の彼女は戦う力を備えてないらしい。

「与謝野！」

　ごちん、という鈍にぶい衝しよう撃げきが頭の中に響ひびいた。

「……ああ？」

　寝ぼけ眼まなこをこすると、白いもやの奥おくが次第にはっきり見えてくる。鬼おにのような顔をした岩田先生が。

「おはようございます……ふあ……」

「ばかもん！　おはようはとっくに過ぎとる！」

「こんにちは」

　鬼の顔は眉まゆをハの字に、みるみる情けない顔になった。

「どうせ言うなら、私が教室に入ってきたときにしろ」

「へーい」

　気の抜ぬけた返事をして時計を見ると、やはり終業のチャイム手前だった。今日は土曜日なので、三時間目の終わりである。

「お前もケンカばっかりしとらんで、たまには人の役に立ったらどうだ。献けん血けつでもして血の気をだな……」

「あたしはだめだ。輸血したことあるから、献血できないんだ。あれ？　年ねん齢れいはどうだっけ……」

「……冗じよう談だんだ。まったく……」

　岩田先生は鼻息を荒あらくして教きよう卓たくに戻もどって行った。礼を終えると、土曜日ということもあっていつも以上の賑にぎわいを見せる。同時に、掃そう除じ当番を残してあっという間に人がいなくなった。

　緋奈も重たい鞄かばんを持ちあげると、部室には寄らずに早々に帰っていった。人間の世界に来たばかりというミウルスが、多少なりとも心配だったのだ。







「ヒナヒナおっそいな」

「先に帰っちゃったんじゃないかな。いつもなら僕ぼくたちよりも早く来てるし」

「そうだね。緋奈、気まぐれだから」

　三人は緋奈のいない部室に、長机を囲んでたたずんでいた。

「そう言えば与謝野さん、今日指輪持ってたよね」

　清次の言葉が、由香利をぎくりとさせる。

「なんやそれ、持ってたって。してたんとちゃうんか？」

「うん。朝に教室の前を通りかかったら、ぼーっとそれを眺ながめてたんだ」

「珍めずらしな……ゆかりん、なんか知ってるか？」

「え……私知らない…」

　おどおどした様子に秘密を嗅かぎ付けられたのか、圭一が身を乗り出してきた。彼は極めて神しん妙みような面持ちで、声をひそめる。

「男でもできたんか？」

「そんなんじゃないけど……」

「その言い方だと知っとるんやな？」

（しまった……）

　由香利は逃にげられないことを悟さとった。

（でも喋しやべったら緋奈に殺されるし）

　しかし、女の子の秘密を聞くなんて失礼じゃない……という鉄てつ壁ぺきの答えは浮うかばなかった。考えて、考えて、考え抜く。噓ではないが全体の事実を覆おおい隠かくせる回答を。

　そして。

「女の子からもらった……のかな？」

　破は壊かい力りよく絶大──。

　圭一が仰ぎよう天てんしつつ身を引いた。清次も似たような、驚おどろきの表情を見せている。

　あの顔立ちの良さとサバサバした性格。その上男への関心はこれっぽっちもないと来て……あまりにも、ありえない話ではなかった。

「そらまた……なんちゅうか……ごっついな……」

「う、うん……ほんとにあるんだね」

　清次の喉のどから、ごくりと生なま唾つばを吞のむ音が聞こえてくる。二人の反応を見て、これはこれで緋奈に殺されるかもしれないと思い、由香利は釈しやく明めいした。

「ごっ、誤解しないでね、緋奈がそういうのとかじゃなくって、なんて言うか、一方的に渡わたされたみたいで……」

　あたふたした説明も時すでに遅おそく、少年二人は深い何かを垣かい間ま見たような…そんな感じをうかがわせている。

「これ以上は詮せん索さくしない方がいいのかな」

「せやな。そっとしといたろ」

　取りあえずは引き下がった二人を見て、由香利は胸をなで下ろした。

　だが静せい寂じやくの中で、彼らはまだ複雑な表情をしており、いつまた話題に上るとも限らない。由香利は関心を他ほかへ移そうと考えた。

「ねえ、お腹空いたし……また皆みなで食べに行かない？」

「お…せやな。清次も行くやろ？」

「うん、いくいく」

　由香利は一いち抹まつの不安を抱かかえながら部室を出て、ショッピングモールに向かった。







　土曜日の午後ということもあって、アーケードには様々な制服の学生があちらこちらに見受けられる。恋こい人びと同士くっついて、手をつないで歩いている者も少なくないのだ。

　それらを疎うとましげに見つめながら、圭一は腕うで組ぐみした。

「飯も食ったし、これからどないする」

「鈴野君の家に行かない？」

　小こ柄がらな清次が、幼げな顔を上げてくる。由香利の方を見ると、

「私も行ってみたいな」

　と言って、彼女も表情を輝かがやかせる。

「…ゆかりんからその言葉が出るとは思わんかったわ」

「そうかな？　でも私、男の子の家って遊びに行ったことないから…興味あるんだけど」

「ま、ええわ。アパート俺おれひとりやし、なんなら泊とまってってもええで」

　冗じよう談だんめかして言うと、由香利がぽっと頰ほおを赤らめる。緋奈にも、この半分ほども可愛かわいげがあったなら。

「牧田君も一いつ緒しよならいいよ」

　つまり、二人きりはだめだという暗あん喩ゆなのだろう。しかしこちらとて、それを素で受けるほど子供ではない。

「ゆかりんてそういうのがええのんか？　進んでるなぁ」

「えっ？　えっ？」

　そこで清次が芸人よろしく、しっかりとツッコんでくれた。

「鈴野君が言うと冗談に聞こえないんだよ」

「ほうか？　まあええわ。俺、単車取って来るからここいらで待っとって」

　圭一は二人をその場に残し、少し離はなれた裏通りの、ゲームセンターの廃はい墟きよへ向かった。圭一は、いつもその駐ちゆう車しや場じようにバイクを停とめている。入り口には車両止めとしてポールに鎖くさりを渡してあるが、簡単に外せるのでほとんど意味はない。

（おう、あったあった。やっぱ俺の単車はいつ見てもカッコええなぁ）

　ちなみにこの廃墟は、夜になると圭一率いるチームの溜たまり場になるので全く人は近付かない。割れた酒瓶ぴんが散乱し、壁かべにどす黒い染みが残っているのも近きん隣りんの住民にはインパクトが強かったりする。

「ん……？」

　圭一は妙みような感覚を覚え、立ち止まった。軽い立ちくらみにも似た目め眩まい。一いつ瞬しゆん、空が暗転したような気がした──。

（……最近寝ね不ぶ足そくやしな）

　確かにおかしかったのだが、あまりに一瞬だったので気のせいとしか思えなかった。

　ともかくバイクにキーを挿さし込んで、イグニションを回そうとする。

（ん？　ケンカか？）

　建物の中で喧けん騒そうと、ガラスの割れる音がした。圭一は近くに（常備して）あった鉄パイプを拾い上げ、うきうきと窓に近付いて行く。緋奈には『汚きたないケンカ』と言っておきながら、である。そして暴れられるなら他人のケンカにも平気で割り込んでいくのだ──緋奈の身内のような方々は除いて。

　と、窓から見える人ひと影かげに覚えがあって、圭一は立ち止まった。自分と同じ九重第二の水色のブレザーに、膝ひざまで覆おおう長めのスカート。なにより特とく徴ちよう的な、日本人形のような、黒いストレートロングヘア。

（……ヒナヒナやないか。なんや、ごっつ可愛い外人さんもおるし……しっかしなんで着ぐるみにケンカ売っとんねん）

　圭一は建物の中のそれが魔ま族ぞくだとはこれっぽっちも分かるはずなく……緋奈と同様に、戦隊ショーの怪かい人じんと勘かん違ちがいしていた。雰ふん囲い気きからして、あのマリモのお化けを担いでいる女が頭だろう。人間味のないエメラルドグリーンの髪かみが、なぜかよく似合っている。

（ヒナヒナの敵は俺の敵や）

　意を決して鉄パイプを握にぎり締しめ、邪じや魔まな窓を叩たたき割ろうとしたとき。

（ん…指輪ってあれか？）

　緋奈がそれをはめて、胸の前に抱だく。彼女の全身が、スバルに似た青白い光りに包まれた。それも驚おどろきだったのだが…その光が収まる頃ころ、なんとそこには、ファンタジーな格好をした緋奈が立っていた。

「エンジェルナイト・ラピティア！　天の光で射止めてあげる！」

「ぶっ！」

　圭一は噴ふき出した反作用でひっくり返り……そしてすぐにしゃがんで、身を潜ひそめる。

（な…なんやあいつ…特とく撮さつのバイトでもしとんのか……？　やったら出て行くのはまずいか……）
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「……いま、誰だれかいたよな？」

「そんなことより魔族をやっつけるです」

　眼前にたむろする魔族などそっちのけで、緋奈は駐車場に目付きを鋭するどくする。建物の中が薄うす暗ぐらい分、外は眩まぶしいくらいだ。

「この敷しき地ち内は魔族の領域に包まれてるのです。最初からこの中にいない限り、外部からの干かん渉しようは無理なのです」

「そういうことだ。我々の崇すう高こうなる目的を知るには、人間は愚おろかだからな！」

　パパロンが大おお仰ぎように言うが、

「昨日名乗ったりしてただろ。トワイライトとか先せん遣けん隊たいとか」

　と言葉を返すと、押おし黙だまった。

　寄ってきた魔族の一人をなぎ払はらう。どさっ…と彼が倒たおれ込むと、取り憑ついた魔族が消しよう滅めつした。そこから現れたのは、やはり黒ずくめの人間である。

「で、続きを教えてくれ。どうも気になる」

「ですから…領域の中にいないと見ることも聞くことも出来ないんですよ」

「マジックミラーか」

　さらにもう一人、地に沈しずめる。

「そんな感じ…で、いいのでしょうか？」

「なら、こいつらに感謝しねえとな…」

　にたり、とおぞましい笑みで魔族をねめつける。その炯けい眼がんに退く魔族へ、緋奈は一気に攻こう勢せいに転じた。ばたばたと倒される魔界の尖せん兵ぺいと、緋奈に馬ば鹿かにされたことも重なって、パパロンは悔くやしげに身を震ふるわせている。

「おのれラピティア…！」

「パパロン…引き上げるわよ」

　メリーサは極めて冷静な口調で言って、パパロンとともに姿を消した。







（消えた……消えたで…!?）

　頭だけ出して覗のぞいていた圭一は、驚きに目を見開いた。

「ちっくしょう、また逃にげやがった！」

　緋奈は忌いま々いましそうに、取り残されておろおろする怪人たちをこれでもかと蹴け散ちらしている。その一人が殴なぐり飛ばされ、こちらへ吹ふっ飛んできた。身をかがめてそれを避よけるが、粉々に砕くだけたガラス片が降り注ぐ。

（いたた……しかし不思議なもんやな…ヒナヒナが殴ると着ぐるみが脱ぬげよる）

　圭一は壁かべに背もたれ、隣となりに倒れる黒装束を眺ながめていた。そしてあることに気付き、ぎょっとする。

「これ…中野のおやじさんやないか…!?」

　がばと立ち上がり、しんとなった部へ屋やの中を見み渡わたした。

「……みんなズム朝で見た顔や…せや、ヒナヒナはどこ行った？　ヒナヒナっ！」

「ここだよ」

　彼女がいつの間にか、背後に立っていた。ぽーっとした感じの、金きん髪ぱつの少女も一いつ緒しよだ。

「お…おう……なんや恐こわい顔して……」

　緋奈はまだあの、ファンタジーなマント姿で……しかしヒーロー然とした格好に似合わず、ゴーグルの奥おくに見える双そう眸ぼうは攻こう撃げき色を宿している。

「見ぃたぁなぁ…！」

「なっ…何のことや…俺おれ知らんて……いや、ほんまによう似合っとる……わあっ！」

「人に向けちゃだめですよぉ！」

「止めるな、コイツ笑いやがった！」

　緋奈がステッキを振ふり下ろそうとしたとき、

「ラピ……じゃなかった、緋奈っ！」

　緋奈が、振り返るなり由香利を見て苦い顔をした。続けて…。

「え？　あれ与謝野さん？」

　建物の陰かげから現れた清次を見て、茫ぼう然ぜん自じ失しつの様相を訂ただす。圭一は今がチャンスと、緋奈を大きく迂う回かいして、二人の方へ駆かけ寄った。

「……おう清次、なんでここにおるんや？」

「鈴野君が遅おそいから捜さがしに来たんだよ。でも与謝野さん、それって一体…？」

　緋奈は質問に答えようとせず、すがるような瞳ひとみで金髪の少女に聞いた。

「……マジックミラーじゃなかったのか？」

「魔ま族ぞくを倒してしまいましたから」

　彼女がのほほんとした笑顔で言うと、緋奈は力無くその場に座り込んだ。







「役たたずめ……」

　エンベローペが苛いら立だたしげに椅い子すを蹴り、メリーサへ振り返る。メリーサは達観した様子で、エンベローペに事実を述べた。

「どだい無理なのよ。あの程度の下位魔族ではね」

「ならお前はどうだ？　魔法も使えないような相手にしっぽを巻いて逃げ帰ったくせに。それも二度も」

「……口に気を付けることね」

　メリーサは目の端はしをキッと吊つり上げる。エンベローペも負けずににじり寄ってくる。足元では、パパロンがはらはらとことの成り行きを見守っていた。

「メリーサ、誰だれがお前の指揮官か……忘れたわけではないだろうね？」

「無能な指揮官だとこちらが迷めい惑わくするのよ。今回の任務は人間の捕ほ獲かくのみ……ラピティアの討とう伐ばつは含ふくまれていなかったわ」

「よさんか……若者が見苦しいぞ」

　ぱしゅっ、と心ここ地ち好よい音を立て、鋼鉄のドアがスライドした。

「言っておくけど、私たちはあなたの十倍は長生きしているわ」

　ミスターＢはメリーサの言葉には関心を示さず、義足を引きずって部屋に入ってきた。

「Ｂ……もとはと言えば、お前があんな粗そ悪あくな腕うで輪わを作るからだろう」

　エンベローペに責任を問われながらも、Ｂが高笑いする。そのまま自分の椅子に腰こしをかけ、手元のコンソールに指を走らせ始めた。

「言ったはずじゃ、あれは試作品じゃとな。それを勝手に大量生産しおって」

「…だったら、あれ以上の物が出来るというのね？」

「ふん。それは貴様ら次第じゃな」

　メリーサは訝いぶかり、眉まゆ根ねを寄せた。

「どういうこと？」

「これを見よ」

　Ｂが一つのボタンを押おすと、前方の壁へき面めんにスクリーンが現われた。そこには人型と、幾いくつかのグラフが示されている。

「貴様らの言う、下位魔族の魔力でこれ以上腕輪の精度を上げても……」

　さらにコンソールを操作して、別なグラフを映し出す。その中では、先ほどのグラフのひとつが振り切れて、人型が赤く点てん滅めつしていた。

「腕輪の出力に耐たえられず、魔界にある本体が消滅する」

　それを聞き、パパロンがＢの前に進み出た。

「それはつまり、人体への乗っ取りは既すでに限界だったということか？」

「そうじゃ。この作戦に、もう意味はない。人間をさらうなら、負のエネルギーとやらの抽ちゆう出しゆつに専念した方が利口じゃな。もっとも……」

　Ｂが椅子を回転させ、三人に身体からだを向ける。

「それも、私の開発したプローブ・Ｓで賄まかなえるがな」

「完成したのか！」

　興奮した声色のパパロンに対し、Ｂはさも当たり前といった風ふ情ぜいで頷うなずいた。

「もう作動しておる……後は放っておいてもエネルギーは集まってくるわ」

　それを聞いたエンベローペは、楽しげに微笑ほほえんだ。それに比べてメリーサは、さして感じ入った様子も見せない。

「だからと言って、ラピティアの驚きよう異いがなくなったわけではないわ」

「確かに……それはメリーサの言う通りだね。それについてはどうなの？」

　Ｂの哄こう笑しようがからからと響ひびいた。それが止やむ頃ころ、彼の白衣のポケットから一枚の光ディスクがつまみ出されていた。

「それは…？」

「Ｍ・プログラム……その完成版じゃ」

　くくく……と低い笑いが彼の喉のどから聞こえてきた。つられたように、エンベローペも艶つやっぽい笑みを一層深める。

「次は私が出る」

　エンベローペが意味深な視線を向けてくる。メリーサもそのディスクの内容は知っていたが…いや、合わせてラピティアの性格を知っていたからこそ、背を向けた。

「うまく行けばいいけどね」

「……どういう意味だ？」

「ラピティアはこれまで魔族が対立してきた、どんな人間とも違ちがうのよ。そう…あなたが逃にげ帰る番……ってこと」

　メリーサはパパロンを抱かかえ上げると、その場から姿を消した。







　圭一の部へ屋やはアパートの二階にある。独り暮らしの割には台所まで綺き麗れいに片付けられて、こざっぱりとしたものだ。

　そんな部屋に各々腰を下ろし、圭一と清次、昨日は説明を受けられなかった由香利も、ミウルスからことの成り行きを聞いていた。

「しっかしなー。よりによってヒナヒナが魔法少女かい。いくら戦せん闘とう力りよくがあるからって…みゅーちゃんもよう調べなあかんて」

　今までこんな呼び方をされたことがなかったミウルスは、くすぐったいような感じを覚えていた。

「でも、与謝野さんカッコよかったよ」

「牧田君もそう思うよね。私もそう」

　由香利と清次の二人は世界の驚異にはあまり関心なく、その話題で持ち切りだ。

「そうなんです！　可愛かわいい顔してるから余計似合うのです………性格が良ければ」

　しかし緋奈は最後の方の、ぼそっとした呟つぶやきを聞き逃のがしてはくれなかった。

「ほーう、落第を救ってやる恩人を何だと思ってんだ？」

「あう。ごめんなさい……」

「そういじめんなて。みゅーちゃんも大変やな。よっしゃ、今日は俺おれが晩飯ごちそうしたるわ」

「お前……料理なんかできるのか？」

　立ち上がった圭一を、意外そうに見やる緋奈。

「伊達だて酔すい狂きようで独り暮らししとらんわ。どこぞのドラ娘むすめとちゃうわい」

「あたしだって目玉焼きぐらいは作れるぞ！」

「ど・あ・ほ。そんなん人間の最低条件や。あんなんも作れん奴やつ人間て呼べるか？　なあ、清次かて料理できるやろ？」

「うん……ケーキとかシュークリームとか、お菓か子しは得意だよ」

　女性陣じん一同ショック。シュークリームは膨ふくらませるのが難しいのだ。それがたとえ天界であっても……。

「見てみいこのしとやかさ。女やったら絶対俺の嫁よめにしたるわ」

「あんまり嬉うれしくないけど……」

「よっしゃ清次、買い出しに付き合うてや。ヒナヒナたちはくつろいでたらええし」

　圭一は清次を引き連れ、軽やかな足取りで出て行った。




「人間界の男の子ってスゴイのですねぇ。私もシュークリームは作れません……あ、でも、由香利なんかそういうの得意でしょう？」

「私……人間以下……」

　消え入りそうな声と、下を向く悲しげな眼まな差ざし……それはミウルスはもちろん、緋奈の胸にさえ、深々と突つき刺ささったようだ。

「ようし、由香利。あたしが敵を討ってやるよ」

「え……どうするの？」

　うつむき加減な緋奈の顔。その双そう眸ぼうに光が灯ともる。それも、よどみきった邪じや悪あくな光だ。

「レェッツ・トレジャー・ハンティィング……」

　緋奈はくすくすと含ふくみ笑いしはじめ……おもむろにベッドの敷しき布ふをまくり上げる。

「ちょっと緋奈、何してるの？」

「野や郎ろうの部屋で探すって言ったら、アレに決まってんだろ」

「へそくりですね…！」

　がしっと拳こぶしを握にぎるミウルスを、こつんと小突く緋奈。

「あう……」

「エロ本だ、エロ本！……ま、あの年だったらウラビの五、六本はあるだろうな」

「ウラビ…とは、なんでしょう？」

「…何にも知らねえんだな。由香利、教えてやれ」

「なっ、何で私に振ふるわけ!?」

「なんだよ、ネコ被かぶって」

「ちっ、違ちがうもん。本当に知らないもん……」

「仕方ねえなぁ。いいか、ミウルス」

　緋奈はミウルスの肩かたを抱だき寄せると、耳元でぼそぼそと囁ささやいた。

「……というわけだ」

　少しして、ぽーっとしていたミウルスの瞳ひとみに、強い光が宿りはじめる。

「う～ふ～ふ～ふ～ふ～…」

　ミウルスは何やら意味不明な笑い声を残し、のそのそとベッドの下に潜もぐり込んで行った。由香利はひとりおたおたしている。

「ねえ、人の部屋を勝手に調べるなんてよくないよ…」

「あほ、お前も手伝え。ほらほら…」

「え…ええ……？」

「由香利、ウラビ見たくないのですか？」

　収しゆう穫かくのなかったミウルスが、ベッドの下からひょっこり顔を出す。由香利は難しそうな顔をしていた。

「うらびってなんなの？」

「裏ビデオだよ」

「それって…その…見えるっていう……あれ？」

「あれ」

「あれでーす」

　そして言葉はいらなくなる。三人の可か憐れんなトレジャーハンターは、黙もく々もくと獲え物ものを求め始めた。何だかんだ言って、由香利もしっかりと知っているのであった。







「おーし、着いたで」

　バイクを降りた圭一はゴーグルを首にかけて、半はん帽ぼうタイプのヘルメットをシートに置く。清次もヘルメットを脱ぬごうと、あごひもをごそごそやっていた。

「鈴野君ってちゃんとヘルメットしてるから偉えらいよね」

「ああ、メットはケンカのときに守って良し殴なぐって良しやからな」

　若さゆえに、転ぶなんてこれっぽっちも思ってない。清次は乾かわいた笑い声を上げながら、バイクを降りた。







「ミウルス、あったか？」

「ないでーす…」

「由香利は？」

「ないよぉ……」

　緋奈は苛いら立だたしげに、部屋の中を見み渡わたした。さっぱりしているだけに隠かくし場所が少ない。それだけ手て詰づまりも早くなる。

　押おし入れから出てきたのはバイクのパーツばかりだし、テレビのラックに入っていたビデオテープは全すべてチェックした。

「これだけ探してもないってことは、初めから持ってないんじゃない？」

「そんなはずはないんだ……」

「何を根こん拠きよにそんなことを言うのです？」

「奴やつが男である限りは、ある！」

　力強く言い残し、緋奈は台所へと向かった。







「おっ、牛肉安いやんか」

「チンジャオロースとかいいんじゃない？」

　スチロールのパックを手に取る圭一と、カートを押しながら寄り添そう清次。二人ともそこそこ楽しそうだった。

　ただ、楽しそうなだけに……。

　制服の少年二人の買い物姿に、奥おく様さま方は時折好こう奇きの視線を向けていた。







「やろう…なめやがって。どこに隠した……？」

　緋奈は腕うで組ぐみをして立ち尽つくし、ぱたぱたと爪つま先さきを鳴らす。

「誰もなめてはいないと思うんだけど……」

「あったー！　ありましたーっ！」

　リビングから、押し入れに頭を突つっ込んだミウルスの声。

「でかした！」

「やったぁ！」

　二人は喜び勇んでそこに駆かけ寄る。ミウルスは数冊の、成人向け雑誌を手にしていた。

「……雑誌？」

　がっくりと肩かたを落とす由香利。

「あう…違ちがうですか……」

　由香利は肩をすくめ、首を振ふった。

　今の彼女の辞書には、『裏』の一字しか載のっていない。普ふ通つうの女の子でありたいという自制心を好奇心が打ち崩くずし、先走っているのだ。

「違うのミウルスさん……これじゃあ…」

「待て……これはフェイクだ」

　緋奈の目が鋭するどく輝かがやく。

　別に誰だれがピンチとか世界が危ないとか、そういうわけではないのだが…やたら頼たのもしい緋奈。

「見てみろ……どれもスタンダードな雑誌ばかりだ」

「フェイク……カムフラージュ？」

　真しん剣けんな顔付きで、並べられた成人向け雑誌を観察する由香利。

「それはどういうことでしょう……？」

「とろいな。これだからアマチュアは…」

　緋奈は呆あきれ顔でミウルスに言った。

　そしてプロ・与謝野緋奈は語る。

「こうやって獲え物ものを見つけたと相手に勘かん違ちがいさせるんだ。素人しろうとはそこで探たん索さくをやめる。だがこんなコンビニにでも置いてあるような物、隠す必要があると思うか？　いや、断じてない！」

　反語を放ちつつも緋奈は押し入れを覗のぞき込んだ。へこんだタンクやキャブレターや…バイクのパーツがごろごろと転がっている。

「このブツはどこにあった？」

「えっと……ここの部分が外れるのですが……」

　薄うす暗ぐらく、ぱっと見ても分からないが……暗がりに目が慣れれば、微び妙みように違い和わ感かんがある。丁てい寧ねいに捜さがせば、発見はそれほど難しくないだろう。底そこ敷じきの板を外すと、三十センチ四方の穴が開く。

「ここに置いてありました」

「……ったく、フェイクだけで手間取らせやがって。しかしうかつだったな」

　緋奈は自分の未熟さに舌打ちした。

「でもこれでアウトだ。圭一のやろう、墓穴を掘ほりやがった」

「カムフラージュは巧こう妙みようにすることで、むしろそれが不自然になる…そしてそれがカムフラージュと分かった以上……」

「本命は、ある！」

　由香利の笑みに、緋奈も笑みで答えた。

「奴やつにとって、鬼おにが出るか蛇じやが出るか……」

　緋奈は心底楽しげに、その穴に手を入れた。腹ばいになって、上からは死角となる部分まで手を伸のばす。

　緋奈は、笑った。

「鈴野圭一、落ちたぁっ！」







「……鈴野君、どうしたの？」

「あ……いや、なんか寒気がしよった」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「おう、なんともあらへんわ。で…メインディッシュは何にする？」

　二人は未いまだ買い物を終えていなかった。







「ほほう、ノートパソコンに美少女ゲームか。こりゃあチームの頭としては恥はずかしいな」

　緋奈は数枚のＣＤロムを眺ながめながらせせら笑った。

「ねえねえ、早く観ようよ」

　由香利がテレビの前でリモコンを持ち、うずうずしている。ビデオデッキに入っているのは裏と思わしきテープだ。実物を前にした由香利の好こう奇き心しんは、先走ると言うより──爆ばく走そうしていた。

「でも……帰って来る前にしまっておいた方がいいのではないでしょうか……？」

「……それもそうだね。鈴野君、怒おこると恐こわいし」

　ミウルスに現実を突つき付けられて、由香利も興奮がちょっぴり冷めたようだ。だが緋奈は、それをよしとはしなかった。

「いいか、いくらこの部屋の主あるじが圭一であっても……主導権はどっちにある？」

　答えはひとつ。

「…私たち」

　二人はもう、一人前のトレジャーハンターになっていた。それを感じた緋奈は余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる。

「聞くところによれば、こういったブツを見つけた母親は、目立つ場所に整理して置いておくという……」

　おおっ…と二人は感心した様子だ。

「じゃあじゃあ、私たちが圭一の母親に成り代わってあげるのですね？」

「鈴野君、びっくりするかな？」

　しかしながら、緋奈のトレジャーハンターの血はまだ収まらない。どうもしっくりこないのだ。何かを如によ実じつに訴うつたえかけている。

　そして、じっと押おし入れの中を凝ぎよう視しする。

「どうしたの？」

「奴はあたしの髪かみを嗅かいで一発抜ぬこうとした程のマニアだ…」

　真実は歪ゆがめて伝えられ、大衆の心を惑まどわせた。ミウルスには理解できなかったようだが、熱心に聞き入る由香利に合わせ、頷うなずいている。

「この程度で奴は満足しているのか…？」

「どういうこと？」

「うーん……まあいいか。なんかもう面めん倒どうになってきた。準備はいいか？」

　二人は静かに頷く。

　緋奈は口元を歪めた。

「由香利、よく見ておけ。これがお前を、人間以下とののしった男の正体だ！」

　そして、悲運の再生ボタンが押された……！







「すっかり遅おそなってしもたの」

「うん、待ってるだろうね」

　二人は買い物袋ぶくろを手にぶら下げて部屋にあがった。圭一は三人の笑顔を期待しつつ、リビングの引き戸を開ける。

「ただいま。今ごっつうまいもん作ったるわ」

　返事はない。由香利とミウルスが正座してテレビにかじりつき、緋奈はベッドの上にうつ伏ぶせになっている。

「二人とも何見て……」

　言いかけて、圭一はあんぐりと口を開け、買い物袋を取り落とした。

「どうし…ぶっ！」

　遅おくれて入ってきた清次が仰のけ反ぞる。

　テレビの画面には、あられもない格好の男女が絡からみ合っていた。そしてそれは、しかるべき画像処理が施ほどこされていなかった。

　そう、それだけのことなのだが…。

「お帰り。遅かったな」

　振ふり返りもせず、緋奈が言った。

「ヒナヒナ、お前何して……て、うわっ!?」

　圭一は驚きよう嘆たんした。

　緋奈が操っているのは門外不出のパソコンである。画面には見覚えのあるアニメ絵の女の子。

「な…なんなんや……って、うおわ!?」

　さらに後あと退ずさってしまう。

　テーブルの上には、安っぽいラベルの貼はられた数本のビデオテープとＣＤロム。

（ヒナヒナや……ぜぇったいヒナヒナや……こいつの性格忘れとったわ…）

　しかし時すでに遅し。

　清次はいつの間にかミウルスの隣となりに正座して、画面に釘くぎ付づけになっている。そして、多少前かがみな気もする。

　圭一ははたと思い出し、慌あわてて押し入れを引き開けた。穴は塞ふさがり、バイクのパーッが最後に見たときと全く同じに片付けてある。

　何と心こころ憎にくい演出だろう。

　だがしかし、圭一は平静を装った。あるのはビデオテープとパソコンのみ。

（大だい丈じよう夫ぶや……さすがにあれには気付かへんかったな……）

　そこでビデオが終わった。

「はふう……」

　テレビの前にいた三人が三人とも、赤い顔で妙みような溜ため息いきを吐つく。

「……あ、圭一遅かったですね」

「鈴野君お帰りなさい」

　何という……何という心憎い演出か…！

　責めるでもなく、無視するでもなく……友達としてのごく普ふ通つうの反応だった。しかも芝しば居いっ気けなしに、本当に普通の笑顔なのだ！

（負けるな俺おれ…頑がん張ばれ俺っ…）

「お…おう、これからうまいもんぎょうさん作ったるさかい、待っとってや…」

　たとえ十倍の数の相手に囲まれても、一歩も退かなかった男の声が……震ふるえた。

「えーと、これは見たよね」

「これが面おも白しろそうなのです。二十三歳若わか奥おく様さまのおもちゃ責め」

「こっちは？　女子大生局部ドアップ、溢あふれる体液…」

　げに恐おそろしきは女なり。

「せ…清次、頼たのむ……手伝ってくれ……」

「え……う、うん」

　興奮冷めやらぬ清次はしかし、顔を真まっ赤かにしたまま正座すら崩くずせずにいた。

「ああ清次、お前ほんまええやっちゃ……そのまま座っとってくれ……」

「こういうのも結構面白いな。絵も綺き麗れいだし」

　パソコンの電源を落とした緋奈が、おもむろに起き上がる。

「圭一、お前お姉さんタイプがいいのか？」

　それはビデオの内容から容易に推察できるだろう。すでにビデオデッキには新たなテープがセットされ、画面ではそれらしい年ねん齢れいの女性が服を脱ぬがされているところだ。

「清美先生にもおんなじことさせようとか思ってるのか？　ええ？」

　この状じよう況きようにおける場合の普通の対応をしてくれるだけ、他ほかの二人よりはよかった。

　むしろ、ありがたかった。

「ちゃうねん、これな……」

「仲間から借りた物をあんな奥深くに封ふう印いんしねえよな、普通」

　あっさりとこちらの言葉を読んでくる緋奈。元よりパニック状態の圭一は、二の句も継つげなくなってしまう。

「ほれほれどうした？　言い訳はもう終わりか？　ああ？」

「う……くそっ、なんでそないに偉えらそやねん。ここは俺の家やで」

「だから？」

「だから、勝手に物色すな」

「それで？」

「お前かてそんなんされたら嫌いややろ！」

「で？」

「……すまん、もう堪かん忍にんしてくれ……」

「あとは？」

「どないせいっちゅうんじゃ！」

　圭一はとうとう声を荒あらげる。それを聞いた由香利が振ふり返った。犯罪者となった息子を説得する母親のような、切ない眼まな差ざしで。

「鈴野君、開き直るなんてよくないよ」

「おいおい、堪忍してくれ……ゆかりんはそんな子やないやろ。せや、ヒナヒナに騙だまされてんねん」

「私のことは気にしないで。目玉焼きも作れない人間……あっ、ごめん、人じゃなかったのよね……」

　由香利は俯うつむき、とても寂さびしそうに呟つぶやいた。

「…いっ…いや、ちゃう！　ちゃうねんて！　みゅーちゃん、みゅーちゃん天使様やん！　なんか言ったって！」

　慌あわてふためく圭一に呼ばれて、ミウルスが振り向いた。まさしく天使の笑顔で。

「あなたのこれからの人生は私たちが掌しよう握あくしておりますから……犬……って感じですか？」

　意訳──口外されたくなければ犬になれ。

　一応、天使様のお言葉である。

　圭一は己への羞しゆう恥ち心しんと、それ以上に女という種族への恐きよう怖ふに耐たえられず…ひざまずき、頭を下げた。

「……悪かった、俺が悪かったぁ……もう許してくれ、このとおりや……」

「最初からそう言えばいいんですよ。ねえ、由香利」

「そうだよ、男の子ってこういうの好きなんだから、仕方ないよね」

　二人はおかしそうに微笑ほほえんだ。その笑顔がとても眩まぶしく……二人が女神に見えた。

「ああ……許してくれるんか。こんな俺を……」

「おなか空きましたから、美味おいしいもの作ってくださーい」

「うん、とびっきり美味しいの」

「お…おう、まかしとき。清次ほれ、いつまで見とんねん。後でなんぼでも貸したるさかい、手伝ってや」

　圭一は清次の腕うでをつかんで台所へ向かおうとしたが、そこに緋奈が声をかけてくる。

　いつもより、かなり違ちがう様子で。

「圭一くーん、もう隠かくしてないよねー？」

　心臓が跳はね上がる。

　いや、『あの緋奈』の、女の子らしい仕草と口調にあてられたこともあったのだが…。

「あほう、気持ち悪い喋しやべり方すな。もう逆さに振っても鼻血も出んわ」

　そうだ、見つかるはずがない……。

「ほんとに～？」

「当たり前や」

「え～、アヤしいなぁ」

　しつこい……しかしここで動どう揺ようはできない。死は臆おく病びよう者ものに食らいつくのだ……！

「おう、なんなら探してみい。まだ隠したったらお前らの犬になったるわ！」

「ふーん……じゃあこれなーんだ？」

　緋奈はとびっきりの笑顔で、制服の胸ポケットから数枚の写真を取り出した。一番上になっているのは、後ろ向きの緋奈の写真だ。場所は学校の昇しよう降こう口ぐち。それはかなりのローアングルで撮さつ影えいされており、結果として……。

「…………」

　敗者は、言葉を持たない。

　写真は緋奈だけではなかった。由香利、清美先生、その他……。

　それらが緋奈の手の内に収まっていた。

「おい犬、これはなんだ？」

　声は一変、ドスの効きいたものになっていた。しかしそれ以上に大きく聞こえるのは、自分の中の何かが壊こわれていく音……。

「吐はいた唾つばぁ吞めねーぞ、犬」

「………」

「へこんだタンクに穴開けて隠すとは考えたな、犬」

「…………」

「でもしょせんは犬いぬ知ぢ恵え。な、犬」

「……………」

「リサイクルはもう少し上手にやらなきゃな……そうだろ!?」

　圭一は黙もくしたまま、死のうと考えた。

　だが、そのまま死ぬかと思うほどの目に遭あって、それは考え直した。







　八時を過ぎた頃ころ、四人はそれぞれ、出された皿を綺き麗れいにたいらげていた。圭一だけが、あまり箸はしが進んでいない。

「あー、食った食った。犬、茶ぁ出せ、茶」

　楊よう枝じをはすに咥くわえて、湯飲みを突つき出す。

　圭一は犬としての名前を付けられることもなく、無む為いな時を過ごしている。緋奈にしてみれば、かなりいい気味であった。

「中学生じゃあるまいし、巧こう妙みように隠しやがって。その方がかえって恥はずかしいんだぞ」

「緋奈、それくらいにしてあげたら？」

「ん？　そうだな。反省はしているしな」

「ええねん。俺おれなんて犬でええねん。みんな俺が悪いねん…」

　すっかりしょげ返り、震ふるえる手で、湯飲みに急きゆう須すを傾かたむける。

「いじけるなよ」

「ありがとう、ヒナヒナは優しいなぁ……」

「おいおい、顔に死相が出てるぞ」

「へへ……」

　圭一は涙なみだぐむ目で、シャレにならないほど寂さびしげな笑みをこぼした。

「おーい、いい加減にしねえと……チームの連中にバラすぞ」

「いやぁ、帰ってきたで。ほんま」

　どこから帰ってきたのか。

　言ってから、しゃきしゃきと残りの料理を食べ始める圭一。そしてすぐに食べ終わる。

「くったくった。やっぱ自分で作った飯はうまいなぁ」

　緋奈は呆あきれながら湯飲みをすすった。

　そのとき急にミウルスが立ち上がり、キッと窓の外を向く。普ふ段だんの呆ほけた目ではなく、魔ま族ぞくに対たい峙じしたときのそれだ。

「どうしたの？」

　清次の声には振ふり向かず、じっと外を睨にらみ付け…やがて目を閉じる。

「魔族です…気を付けてください」

　刹せつ那な、その場にいた全員に違い和わ感かんが残った。

　しかし同時に魔族の気配も失うせたらしく…ミウルスが目を開け、拍ひよう子し抜ぬけしたように頭を搔かいている。

「きゃっ」

　突とつ如じよ、小さな悲鳴を上げた由香利。一同が彼女の視線を追うと、部屋の壁かべに赤い光が浮うかび上がっていた。ぼんやりと……しかし次第に点々と収束して、何らかの記号の羅ら列れつになっていく。

「文字…なのかな？」

　由香利の呟つぶやきに、壁に向かって頷うなずくミウルス。

「なんて書いてんねや？」

「…読みますね」

　ミウルスは小さく咳せき払ばらいをして、それを読み上げ始めた。

「親愛なるエンジェルナイト・ラピティアヘ……貴様との対決の場を用意させてもらった。今夜零れい時じ、美み浜はま埠ふ頭とうにて待つ。それまでに現われない場合は、用意した人質の命を保証しない。

　　　　トワイライト隊長・エンベローペ」

　ミウルスの声の余よ韻いんに引きずられるように、文字は儚はかなく消えていった。

「分かった分かった、さっさと行こう」

「待ってください、これは罠わなですよ！」

　しかし状じよう況きようが分からなければ、いくら考えたところで二束三文の値打ちもないのだ。

　緋奈は湯飲みに残ったお茶を飲み干し、さっさと玄げん関かんへ向かった。







　美浜埠頭は九重市内にあって、市の流通産業や工業の要でもある。

　今は五十トン吊づりの巨きよ大だいなクレーンやフォークリフトが巨体を休め、再ふたたび稼か動どうする朝を待っていた。無数の、色とりどりのコンテナが迷路のように道を入り組ませ、そこを抜けると倉庫が並なみ居る。

「埠頭って言っても広いんだけどなぁ……どこに行けばいいんだよ」

　緋奈はそのまま帰れるように鞄かばんを持ってきていた。圭一は木刀を携たずさえ、戦せん闘とう準備を整えている。

「ま、向こうはこっちの行動を把は握あくしとるようやし……そのうち何か起こるやろ」

　ここに入ってからと言うもの、全く人の気配がない。明かりといえば夜空に浮かぶ満月がひとつ。しかし目が慣れれば、それも眩まぶしく思えるほどの名月であった。

　一同は程よい潮の香かおりを浴びながら、ゆっくりと歩みを進める。

「ねえ、なんだかドキドキするね」

「うん」

　由香利と清次が遊園地に来た子供のように、期待に胸を膨ふくらませていた。ちなみに戦う用意などしていない、ただの野次馬である。

「遊びに来てるわけじゃありませんよ」

　もちろんミウルスは制止したのだがいくら言っても聞いてくれず、緋奈が面めん倒どうだと言って承しよう諾だくした。圭一と由香利は身を守る術があり、万が一は清次を守るという条件付きでの了りよう承しようだった。

「やっぱり帰った方がいいです」

「ここまで来て帰れないよ」

　由香利がそう言った直後、聞きなれない、冷たい声色が倉庫街に響ひびき渡わたる。

「そのとおり」

　声の主は月明かりを背に、倉庫の上に立っていた。豪ごう奢しやな朱しゆのマントを夜風にたなびかせる、青い髪かみの美女。手首には、捕とらわれた人たちがしていたのとよく似た腕うで輪わがはめられていた。

「エンジェルナイト・ラピティア……生きてここから帰ろうなど思わないことだ」

「あなたがエンベローペですか!?」

　ミウルスは魔女へ向けて、必要以上に声を大きくした。

「そのとおり……初めに言っておく。私はメリーサのように甘あまくはない」

「やっぱ……こないだとは別の姉ちゃんやな」

「なんだ、毛玉はいねえのか」

　少しつまらなそうな顔をする緋奈。

「ま、いいや。とっとと人質返せ」

「ふふ…そうだね。では返してやろうか」

　エンベローペが手を挙げ、しゃんっ、と腕輪を鳴らす。それに反応してか、彼女の立つ倉庫がゆっくりと開口する。次いで、向かいの倉庫もシャッターを上げていく。

「なんや……？」

　それぞれの倉庫の暗がりから、ぞろぞろと人が現われる。スーツ、作業服、私服…見たところ何の脈みやく絡らくもない彼ら……しかし一様に空うつろな目で、ゆっくりと緋奈たちを取り囲んでいく。こちらの呼びかけには一切答えず、どう考えても普ふ通つうではない。

「何をしたのですかっ!?」

「縛しばり付けるのも面倒だから、暗示をかけさせてもらった。今は私の操り人形…」

　エンベローペは赤い舌で、同様の唇くちびるをちろりと湿しめした。

「それも戦う人形だ」

「殴なぐれば元に戻もどるんだろ」

　やる気満々の緋奈の言葉を、ミウルスが否定する。

「待って、この人たちは操られているだけです。これまでの魔ま族ぞくとは違ちがうんですっ」

「その通り。もし戦えば、それはそのまま人間を傷つけることになる。だが…そんなことがお前たちにできるかな？」

「卑ひ怯きよう者もの！」

　正義感に駆かられた由香利の声が、嘲ちよう笑しようで返された。操られた人々は、エンベローペの命令を今か今かと待ち受けている。

「むむ……これじゃあ手も足も出せません……」

「いい気味だね……さあ、かかれ。まずは黒髪の女からだ」

　緋奈の前に立っていた、私服の若い男が一人、ゆったりとした足取りで緋奈に近付いてくる。男は両手を組み合わせると、高々とそれを振ふり上げた。

「緋奈っ！」

　ミウルスが叫さけび、由香利が目を覆おおう。

　そして、どつん…という鈍にぶい音が静せい寂じやくに響き、夜風にかき消された。

「なっ…」

「はへっ？」

　エンベローペがぽかんと口を開けた。ミウルスも同様だ。緋奈の爪つま先さきは鈍い音とともに、容よう赦しやなく男の股こ間かんにめり込んでいた。男は腕を上げた姿勢のまま白目を剝むいて、仰あお向むけに倒たおれる。

　また別な男が近付いてくる。緋奈は鉄板入りの鞄かばん…その角で、男のこめかみを打ち抜ぬいた。彼もやっぱり、力なくくずおれる。

「こりゃいいや。次はどいつにするかな」

　緋奈は受け身をやめて、笑いながら集団の中に躍おどり込んでいった。その攻こう撃げきは頭部を中心に的確に急所を狙ねらい、確実にしとめていく。

「うっわ、めっちゃおもろいやん！　俺おれも混ぜて！」

　つられた圭一が、木刀を振り回して暴れ始めた。

「おう、清次もやらんか？」

　さわやかな笑顔で聞く圭一に、

「僕ぼくはいいよ……」

　と、青い顔で首を振る清次。

「待ちなさい！」

　と言ったのはミウルスであり、エンベローペでもあった。なんと天使と魔族の意見が一いつ致ちした貴重な瞬しゆん間かんだったのだが……もちろん誰も、そんなことに気付きはしない。

「あなたたち、良心の呵か責しやくとかないですか!?」

「あーあ、つらいのう。むっちゃ悲しいわ」

「そうだな、人間ほんとに悲しいと笑い出すって言うからな」

　かなり投げやりに言って、二人は笑いながら、次々と『人間』を倒していった。

「……なんだ、もう終わりかよ」

　つまらなそうに、地面に唾つばする緋奈。

「おーい姉ちゃん。他ほかにおらへんのんか？」

　圭一が倉庫を見上げたが、そこにエンベローペの姿はない。丸い月だけが惨さん劇げきの場を見下ろしていた。

「あれ……？　姉ちゃんどこ行ったん」

「あなたたちがバカ騒さわぎしている間に逃にげちゃいましたっ！　もうもう、敵の司令官をやっつけるチャンスだったんですよっ！」

「手も足も出ないって言ってただろ？」

「いや、そんな話は後や！」

　顔付きを厳しくした圭一。倉庫の角に、揺ゆらめく明かり…警備員が巡じゆん回かいしてきたのだ。全員それを悟さとって、一目散にダッシュする。

「誰だれだ！　誰かいるのか…うわあっ！」

　警備員は数十人の人間が折り重なり、あるいは流血して倒れているのを目もく撃げきし、悲鳴を上げた。彼の無線での会話を背中で聞きながら、猛もう然ぜんと走り続ける。

「くっそう、あいつら逃げた途と端たんにこれだ！」

「捕つかまったら、はあはあ、どうなるのかな」

「補導、逮たい捕ほ、停学、退学……状じよう況きようから言ってええ目には遭あわんな」

「お前木刀捨てろ！　怪あやしすぎるぞ！」

「あほ、高いんやぞ、お前こそ鉄板捨てぇ！」

「はあっ、はあっ、顔、見られたかな」

「牧田君、いいから走って走って！」

「みゅーちゃんの魔ま法ほうで何とかならんのか!?」

「だめでーすっ！　私はアドバイスしか出来ませーんっ！」

「それ以前になんにもできないんだろ！」

「悪かったですっ、どうせ落第天使でーす！」

　走りつづけること数分。

　資材搬はん入にゆう用のゲートが見えてきた。あの遮しや断だん機きを越こえれば公道だ。だがそこに新たな警備員が一人、警棒を構えて立ちはだかる。

「止まれ！　お前たちどこの学校だ！」

「九重第二だ馬ば鹿かやろう！」

　すこぶる苛いら立だっていた緋奈は勢いを緩ゆるめることなく、警備員の眉み間けんに鞄を叩たたき付けた。







「一体何なのだあいつらは！」

　すこぶる苛立っていたエンベローペは、またしても椅い子すを蹴けり飛ばす。

「分かったかしら？」

「ああ、よく分かった……だが…」

　エンベローペは腕うで輪わを床ゆかに叩き付けた。それはガラスにも似た悲鳴を上げて、簡単に壊こわれてしまう。

「こんな物、まるで役に立たないではないか。能力は人間のまま…いいや、あの動きの遅おそさはそれ以下だ」

「そうね。私も見ていたけど、普ふ通つうの運動能力なら数だけでも圧あつ倒とうできたわ」

「愚おろか者め、欲張って大量の人間を操るからじゃ…加減というものを知らんのか」

「それを可能にするのがお前の役目」

「貴様の魔力では無理じゃ」

「分かってないようだね…お前の失敗だということを」

「ならばわしを選んだ貴様の責任じゃ」

　エンベローペは一いつ瞬しゆんにしてＢの喉のど輪わを摑つかみ上げた。つややかな鋭するどい爪つめは老いた皮ひ膚ふに食い込み、血を滲にじませる。

「人間のクセに……口を慎つつしめ！」

　そのまま壁かべに投げつける。彼は首を絞しめられたことと、強く背中を打ったことで激しくむせた。しかしそれが収まるとふらふら立ち上がり、言った。

「その人間に頼たよっているのは誰じゃ……魔族ごときが付け上がるな！」

　飽あくまでも不ふ遜そんな物言いに、エンベローペは目の端はしを吊つり上げる。妖よう艶えんな美女はそれだけで鬼き女じよと化し……無言のまま、手の平をＢへ向けた。その腕に赤い電光がヘビの如ごとくまとわりつき、ちりちりと空気を焦こげ付かせる。

「お前の代わりなどいくらでもいる」

　と…それをメリーサが唐とう突とつに、背後から抱だきしめてきた。そして差し出した腕に手が重ねられる。返り見たその目は、冷たい光を放っていた。

「な……なにをする…！」

「つまらないことでしょう。たかが人間……本気になってどうするの？」

「分かっている！」

　まとわりついたメリーサを振ふりほどく。

　昔から、この澄すました視線が気に入らなかった。

「つまらん話ならよそでやってくれぬか。わしにはやることがある」

「機械人形のことだね」

「ロボットと呼べ」

　Ｂは言って、椅子に腰こしを下ろした。

「貴様らの集めたデータが正しければ、ラピティアは魔力、体力ともに超ちよう人じん的な能力を有していることになる……が、わしがこれを完成させれば、たとえ戦車であっても勝てはせぬのじゃ」

「ならば魔力はどうだ？　ラピティアの天の魔力……真に目覚めれば、私たちの魔力すら凌りよう駕がしてもおかしくない」

　それを懸け念ねんして、エンベローペも早々に引き上げてきたのだ。それについてＢは言う。

「お前たちはこれ以上事を起こすな」

「黙だまって見ていろと？」

「ちまちま攻こう撃げきしておってもらちがあかぬ。むしろそれを元に経験を積み、奴やつがパワーアップするかもしれぬ。わしがこれを完成させるまで待つのじゃ」

　得心したエンベローペは頷うなずいた。

「いきなり最終決戦に持ち込むんだね」

　メリーサもその真意を理解したらしく、瞳ひとみを微笑ほほえませる。

「なるほどね……それなら確かに」

「貴様らも舞ぶ台たいの準備をしておけ。役者ももう、揃そろっておるのだろう」

　言い終える頃ころには、二人は姿を消していた。Ｂはそれから、呻うめくようにして嘆たん息そくする。

（謎なぞじゃ……）

　彼女たちが魔力と称しようするエネルギーの、物理的事象への作用。それは一方的なものであり……物理的な事象が魔力に作用することはない。それは研究の結果、明らかになった。

　例えばエンベローペやメリーサのように、ある一定以上の力量をもってすれば、この世界ではほぼ絶対とされる時間と空間、それさえもねじ曲げ、先のように忽こつ然ぜんと消えることも出来る。それを理解することは、今のＢの頭脳をもってすれば、言わば簡単なクロスワードパズルを解くようなものであった。

「しかし……」

　そう。しかし、その英知をもってしても解けない謎が、ひとつある。

　それはあまりに単純で……だからこそ常識の一部とも成り得るもので、いざ論理的に整理しようとすると途と端たんに不可解になる。その難しさを例えるなら……そう、１＋１がなぜ２になるのかを証明せよ、という問いに等しい。

　それが決まりだと言ってしまえばそれまでだ。しかしそれがまかり通るなら、科学者というものはこの世に必要ないではないか。

　Ｂが再び嘆息しようとした、その時。

　ぱしゅん──。

　研究室のドアがスライドし、彼が入ってきた。

　音もなく。

　滑すべるように。

　転がるように──。







「Ｂ、メリーサ様がどちらへおいでか……」

　パパロンはそこで言葉を切った。

　いつもはむっつりとしているだけの目の前の科学者が、言い知れぬ不気味な笑みを湛たたえている。

「な……なんだ……」

　ぴん、と毛先を尖とがらせて、パパロンは身じろぎした。

「……やはり、それしかないのか……？」

「な……何がだ…？」

「ううむ……止やむを……得ぬか」

　Ｂの濁にごった瞳はまっすぐにパパロンを向いていた。しかし発せられる言葉は、自分に向けられたものではない。

　いや、一番最後の一言だけは──。

「……そこで待っておれ」

　確かに、自分に向けられたものだった。







　数分が経過した。

　主であるメリーサはどこかに出かけているようで、彼女に呼ばれる気配もない。となると、パパロンは別段することもないのである。それでＢに言われるままに、研究室にたたずんでいたわけだが。

「待たせたな」

　いつものように鉄てつ扉ぴが開く。そしてＢが現れたと同時、

「うおっ…!?」

　パパロンはたじろいだ。

　たとえるならば、完全武装という言葉が相応ふさわしいだろう。背中に鋼鉄のランドセルを担ぎ、右手にハサミのような、左手にはナイフにも似た凶きよう悪あくな機械を携たずさえている。そしていつもの義足は、より人間らしい…しかし金属の光こう沢たくを持つものに代わっていた。

「わしは本来工学者でな……こういった作業は不慣れなのだが」

　がしゃん、とＢの義足が、重々しい音を立てて踏ふみ出す。

「ど…どういった作業だ？」

「しかし生物の構造をロボットに応用するために、簡単な臨りん床しよう実験は何度か……」

「いや……だからなんなのだ……？」

「なに、質問と応答だけで成り立つ命題など存在はせぬ。科学とはすべからく実験による証明の上にあるのじゃ」
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　がしゃん。

「き、貴様……いったい何を……？」

「つまり──なぜ貴様が歩けるのか、気になったものでな」

　がしゃん。

　すぐ目の前までやってきた科学者を見上げ、パパロンは目を瞬またたかせた。

「……ふ、ふははっ、なんだそんなことか。簡単だ、教えてやろう……」

「いや、かまわぬ」

　再びぱちくりするパパロン。

「……知りたいのではないのか？」

「質問と応答だけで成り立つ命題など存在せぬ」

　がしゃん！

　ひときわ大きく聞こえた足音に、パパロンははっとなった。

「なっ…まさか、貴様……！」

「可能な限り原形はとどめるつもりじゃ」

　その婉えん曲きよくな物言いがなにを意味するのか……分からないパパロンではない。Ｂの笑顔に反応するように、巨きよ大だいなハサミがばしん、ばしんと開閉する。

「くかか…大人おとなしくしておれよ。全すべてはわしの知識欲のためじゃ……」

　ずどうっ！

　その音に対してパパロンは、本能的に身をよじっていた。ふとみやると、今まで自分がいた床ゆかに、射出されたナイフが突つき刺ささっている。いよいよパパロンは全身を総毛立たせ、緑色のウニのようになった。

「う、うおおおっ！」

　気合とともに、パパロンはＢの脇わきをすり抜ぬけダッシュする。

「逃のがすかぁっ！」

　Ｂの背負ったランドセルががばっと開く。そこから現れたのは、金属製の無数のアームだ。それらの先せん端たんに付いた二本の爪つめが、パパロンの動きをトレースして伸のびてくる。

　どがっ！　どかかっ！

　パパロンの軌き跡せきを追うように、アームは次々と床へ突き刺さっていく。

「待たぬかっ！」

「待つかっ！」

　似通った気勢で言葉を返し、研究室を飛び出すパパロン。こんな姿であっても足（？）の速さには自信があるのだ。そして相手は義足である──。

　がしゃしゃしゃしゃしゃっ！

（は……はやいっ!?）

　が、義足であるが故に速かった。足が先行するような奇き妙みような走りではあったが、研究所の複雑に入り組んだ廊ろう下かを猛もう然ぜんと突き進んでくる。

「ふははははっ、見たか！　このスーパー・Ｂ・フットの威い力りよくを！」

　その義足の名前らしいのだが……それをねめつけつつ、パパロンも言い返した。

「抜かせっ、私とて魔ま界かいでは、疾しつ風ぷう迅じん雷らいのパパロンと……がはぁっ！」

　背中に目は、付いていない。

　結果、追つい跡せき者しやを見やっていたパパロンは全速力で壁かべに激げき突とつした。

「ぐおぉ……う・か・つ……」

「ふはははっ！　愚おろかっ！　愚かなりっ！」

　狂きよう気きの科学者は義足から蒸気のようなものを巻き上げつつ、疾走してくる。ハサミが、ナイフが、アームが、全て自分を向いている。

（くっ、メリーサさまっ……！）

　パパロンが覚かく悟ごを決めた刹せつ那な。

「ふおっ!?」

　ひゅっ、ごっ！

　風切り音がして、鈍にぶい音がした。

　あまりに一いつ瞬しゆんで分からなかったが……パパロンが振ふり返ると、Ｂは今しがたパパロンのぶつかった壁にへばりついていた。そして義足から、ぼふっ、という破は裂れつ音おんのようなものが聞こえ──濃こい白はく煙えんが立ち昇のぼった。

「結局……」

　パパロンの全身から、いやな汗あせがどっと噴ふん出しゆつした。

「こいつは何がしたかったのだ……？」

　単に義足が暴走し、勢いのまま壁にぶつかっただけなのだが──。

「何をしているの？」

　聞き慣れた快い声色に、パパロンは大きな安あん堵どを覚える。空間を飛んで現れた主は、その惨さん状じようを見ても泰たい然ぜんとしたものだ。

「……どうしたの？」

「メリーサ様、人間は……人間は、侮あなどりがたい存在です！　ラピティアに限ったことではありません！　純じゆん粋すいな力の強さではなく……様々な意味で恐おそろしい存在かと！」

　パパロンは耐たえ難い恐きよう怖ふを吐はき出すように、一気にまくし立てた。そして彼女は汗だくのパパロンと、形容しがたい状態の科学者を交こう互ごに見て、呟つぶやく。

「パパロン」

「はっ！」

「退たい屈くつなのは分かるけど、人間と遊ぶのはほどほどになさい」

　それだけ言うと、彼女は再び消えてしまった。

「はぁ……」

　パパロンの気の抜けた返事が、白煙とともに虚こ空くうを漂ただよった。
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「ほらそこ！　あくびなんかしないの」

「へーい」

　緋奈は涙なみだ目めを擦こすった。

　美浜埠ふ頭とう脱だつ出しゆつから二週間と少し……魔ま族ぞくの動きは一切途と絶だえている。行ゆく方え不明になった人々は緋奈が解放した他ほかにも、この二週間で全員発見されていた。ただ、誰だれもがその時の記き憶おくを失っており、警察の方も全く捜そう査さが進まない。犯人、原因、目的とも不明。あまりの不可解さにワイドショーのネタは、元通り芸能人がメインになっていた。

　いや、ＵＦＯ説やらなにやら唱えている人が若干名ゲストに来ていたりはするのだが……それもじきに収まるだろう。埠頭での一件も、やはり全員が記憶を失っていたらしい。警察は蒸発事件との関連性を指し摘てきし、緋奈たちは偶ぐう然ぜん現場に通りかかった不良グループとみなされたようで、あれから音おと沙さ汰たはない。

「……ということで、そろそろ何らかの活動をしないと文芸部は廃はい部ぶになってしまいます」

　清美先生は窓際の椅い子すに腰こしをかけていた。その他のメンバーはいつも通り、長机を挟はさんだ格好で座っている。

「与謝野さん、聞いてるの？」

「へーい」

　清美先生はその他の幽ゆう霊れい部員にも声をかけたそうだが、集まったのは結局、緋奈たち四人だけだった。

「そう言えばあなたたち、近ちか頃ごろは岩田先生に怒おこられてないんですって？」

「おう、清美先生泣かしたら悪いなぁ思てん」

「誰も泣いたりしません」

「なら暴れたろ」

「そうだな。ほとぼりも冷めてきたし……」

「……え？　ちょっと、ひょっとして…美浜埠頭にいた高校生ってあなたたち？」

　緋奈は『やってしまった』という顔で、清美先生とは正反対の方を向く。しかし、それが格好の証しよう拠こになったらしい。

「隠かくしても駄だ目めよ。警察の人から聞いた話とあなたたちの特とく徴ちよう、ぴったり一いつ致ちしてるんだから……しかも九重第二だって名乗ったんでしょ？」

　清美先生が四人の顔を見み渡わたしたが、誰一人目を合わそうとはしない。

「…ここだけの話だけど」

　答える者はない。しかし彼女は続けた。

「あなたたち、事件現場を見たの？」

「見とらんて。行ってへんし」

「……別に怒ったりしないから。警察の人たちも、注意してくれって言いに来ただけなのよ。ね、教えて。どんなだったの？」

　清美先生は芸能人のスキャンダルや近所の噂うわさなんかが好きな人種であった。

「先生。私稽けい古こがあるからもう帰らないと」

　由香利が突とつ然ぜん、慌あわてた様子で立ち上がる。かなり不自然に。つられて圭一も席を立った。

「俺おれも夕飯作らな」

「若い衆の通夜があったんだ」

「みえみえの噓うそはいけません」

　と言って聞くはずもなく、三人はそれぞれ廊ろう下かへと向かう。清次は一人出で遅おくれて、必死に言い訳を考えていた。

　可哀かわい相そうに……と、緋奈は思った。

　いやいや、そんな悠ゆう長ちように構えられない。気の弱い清次のことだ、このままだと喋しやべってしまうかもしれない。

「部長の牧田君には、今後の活動についてまだお話があります。残ってて下さい」

　案の定、清次は撃げき墜ついされた。

　緋奈はそこでふと思い付く。

「清次、話してやってもいいぞ」

　驚おどろいたのは自分を除いた三人。

「ヒナヒナ、そんなん……」

「いいか、ありのまま話してやれ。じゃ」

　緋奈はすたすたと部室から出て行った。その意味を理解した清次の顔が、ぱっと明るくなる。

「清美先生、さいなら」

「お疲つかれ様でしたぁ」

　圭一と由香利もなにか思い当たったように、表情を明るくして部室を後にした。







　ばかばかしい空想であると……。

　そう、ありのままに話せば呆あきれて解放してくれるはずだ。

　そのはずだった……。

「それで？　それからどうしたの？」

　ところがこの先生、信じ込んでしまった。鵜う吞のみにはしていないと思うが、随ずい分ぶんと熱心に聞いてくる。

　清次はその瞳ひとみから逃のがれるように、くるりと視線をめぐらせた。棒状の蛍けい光こう灯とうが、煌こう々こうと灯ともる部室。壁かべ掛かけ時計は八時を過ぎていた。校内に残っているのは見回りの岩田先生、川島先生、清美先生……そして彼女に捕つかまった自分のみ。

　清次も清美先生は親しみやすく好きなので、別に嫌いやでは無い。どれくらい親しみやすいかと言えば、この前は購こう買ばいで、生徒に混ざってアンパン争そう奪だつ戦せんを繰くり広げていた。しかも柔じゆう道どう部ぶの男子に勝利して、飛び上がって喜んでいた。

　……そこがまた可愛かわいかったり。

　そして、なにより美人だ。

　ナンパゲームのように、師弟間の恋れん愛あいは成立しないものだろうか──清次はしばし妄もう想そうしてみた。だが、圭一を始めとしてライバルが多すぎる。現実とは違ちがうからゲームなのだ。

「どうしたの？　にやにやしたりがっかりしたり」

「ううん、なんでもないよ……それより、見回りはいいの？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ。岩田先生にさっき伝えてきたの。で、続きは？」

　きらきらと目を輝かがやかせる清美先生に、清次は心底困り果てた。

「続きって言っても……それから何にも起こってないから……」

「その手には乗りません。明日は第二土曜日でお休みでしょ。ゆっくりしていけばいいじゃない。私が車で送ってあげるから」

　どうも勘かん違ちがいしているらしいが……清美先生と二人っきりでドライブというのも、おつなものがある。一説によれば、月の光は女性を狂くるわす魔ま力りよくがあるという……。

　清次は窓から夜空を見上げた。

　残念ながら、今日は新月だった。

　だが、諦あきらめることもない。

　よくよく考えれば、この先生と二人きりになるということがまずありえないことなのだ。

　よもやこれは、神の啓けい示じなのか──？

　清次は緊きん張ちように息苦しさを覚えた。一気に顔が熱くなっていくのが分かる。

　告白？

　告白でいいじゃないか。デートに誘さそったとてはぐらかされるだけだろう。ならばたった一言、言えばいい。その言葉なら、よもや冗じよう談だんと受け取りはしないだろう。

「せ、先生……」

「？　どうしたの、今度は真しん剣けんな顔して」

「好き……」

　はっと身をすくめて、目を瞬またたかせる清美先生。

「……な下着の色とか」

　──清次は心の中で、それはもう号泣していた。いくら土ど壇たん場ばで引き返すにしても、それはないだろうと…すき焼き、スキー、好きな食べ物…いくらでもごまかす言葉はあったのに。

「あ、あはは……やだわ、牧田君てば……」

　ほんのり赤い頰ほおをして、パタパタと手を振ふる清美先生。それを冗談と取ってくれれば幸いだったが、

「──生徒指導室とか行ってみたいの？」

　そんなことを笑顔で言われたところで、返すリアクションがあるはずもなし。

　清次が涙なみだぐみながら、パサパサに乾かわいた笑い声を上げる中で──何の脈みやく絡らくもなく、部屋の明かりが消えた。何事かと考える間もなく、清次は暗くら闇やみに昏こん倒とうしていた。

[image: ]







　同じ頃ころ、緋奈の部へ屋やで。

「なーんにも起きないな」

　緋奈はベッドの上でうつ伏ぶせになり、テレビ画面を眺ながめていた。

「ちゃんと魔族を探知してるのか？」

「しようと思わなくても分かるんでーす。魔族の気配はすっごく不ふ愉ゆ快かいになりますから」

　レースゲームをプレイするミウルスの目は、喋しやべりながらも、片時も画面から離はなれることはない。のんきな口調と裏腹に、その眼まな差ざしは鬼き気き迫せまるものがあった。

「やっぱりこっちから攻せめよう」

「だめでーす」

「この落第天使」

　要するに、ミウルスの能力ではそこまでの捜そう索さくは出来ないらしいのだ。

「いーやーーっ！　スリップでーすっ！　トラクションがなくなりましたーっ！」

　ミウルスの操作する車がずるずると横よこ滑すべりして、コースアウトした。そのままフェンスにぶつかって、ガツンと鈍にぶい音を立てる。

「な……なんなのですかここのカーブはーっ！　ちょっと厳しすぎませんかーっ!?」

「……あのなぁ、ゲームばっかりしてないで少しは努力しろよ」

　メニュー画面に戻もどってから、ミウルスはようやくこちらを向いた。普ふ段だんの、ぽーっとした目に戻っている。

「そんなこと言われても、こうもなりを潜ひそめられたら努力のしようがありません……」

「ふーん。まあそれはいいけどな……」

「なんでしょう？」

「あたしもクリアしてないゲームをクリアするなよ」

「家にいてもヒマでーす」

　あっけらかんとするミウルスに、緋奈はぴしゃりと言った。

「出かけろ」

「私は、天界でも指折りの超ちよう々ちようインドア派なのです」

　視線をテレビに戻して、自じ慢まんにもならないことをさも自慢げに。しかし切り替かわった画面を見た緋奈は、驚おどろきの声を上げた。

「……おい、いつの間にこんなベストラップを出しやがった」

「いーえ、まだまだなのです。あのカーブ……憎にくき逆バンクを克こく服ふくすれば、あとコンマ五秒は…」

　スピーカーから、再びスキール音が聞こえてくる。彼女の操縦する車は縁えん石せきをぎりぎりまで使用して、アクセルワークを駆く使しして疾しつ走そうしていく。

　はっきり言って、速い。

（……どうりで勝てないわけだ）

　緋奈は昨日対戦し、こてんぱんにやられたことを思い出す。

「あぅ……」

　ミウルスが間の抜ぬけた声を出した。しかし画面を見ても、車がぶつかったというわけではない。

「なんだ？」

「魔ま族ぞく……」

　呟つぶやきつつ、このコーナーは自分のものとばかりに、慣性ドリフトで攻めていく。

　鬼おに走りだ。

「あほ！　いつまでやってんだよ、いくぞ！」

「まってくださーい、もう少しぃ…あ～っ！」

　腕うでを摑つかまれたミウルスはコースアウトして、魔族を探知したとき以上に大きな悲鳴を上げる。呆あきれ返った緋奈は、ミウルスの頭を強したたかに殴なぐりつけた。

「あう…」

「そんなんだから落第するんだぞ」

「あうう……そ、そうなのですね……」

　いじけたミウルスが直後に、だんだんと真しん剣けんな顔付きになっていく。さらに何かを感じ取ったようだ。

「……どうした？」

「すごい魔力です……エンベローペやメリーサみたいなのが、何人か集まっているみたいです。今回は用心した方がいいですよ」

　ふと、緋奈は違い和わ感かんを感じた。圭一の家で起きたのと、同様の感覚だ。

「な、今の……」

　ミウルスは緋奈の言葉に頷うなずきながらも、壁へき面めんのひとつを見つめていた。

　いつの間にやら……あの時と同じ、赤い光。そこから浮うかび出てきたのは、やはり見たこともない文字の羅ら列れつ。

「なんだって？」

「えーと……エンジェルナイト・ラピティア、天使ミウルスに最後の決戦を申し込む。九重第二高校にて待つ……なお、今回の人質は特別であることを付け加える。

　　　　トワイライト隊長・エンベローペ」

　そして消えゆく文字を見送ったミウルスが、重い溜ため息いきを吐ついた。

「今回も罠わながあるはずです。感じる魔力からすれば、小手先の細工は通用しませんよ…」

「最近何も事件が起きなかったのは、今日のための準備期間だったんだな」

　緋奈は少し考え、意を決して顔を上げた。

「ちょっと待っててくれ。あたしも準備してくる」

「準備って……そのままでいいじゃないですか」

　緋奈はいつも通りの制服姿だ。だが、準備と言っても着き替がえたりするわけではない。

「すぐだから玄げん関かんで待っててくれよ」

　緋奈はそう言い残し、部へ屋やを出ていった。







「ほんとにここなのか？」

　私立九重第二高等学校。

　そう書かれたプレートのある校門を乗り越こえて、緋奈とミウルスは暗くら闇やみのグラウンドに立っていた。

　今夜は新月、近くの街灯の微かすかな光によって、白い校舎は不気味な灰色に染められている。一面に真っ黒い長方形がぽつぽつと口を開け…中には消しよう火か栓せんの赤い光りを帯びた窓もある。夜風は涼すずしかったが湿しつ気けを帯び、正直あまり心ここ地ち好よいものではない。

「間ま違ちがいないです。あの中からすごい魔力を感じます」

「そう言えば見回りの先生はどうなってんだ？」

「一番確率が高いのは……人質です。それなら特別という意味も納なつ得とくできます」

「…いい加減、ムカついてきたぞ」

「冷静に！　決戦なんて言うくらいです、命の保障は全然ありません」

「でもチャンスじゃねえか。ボスキャラは自分の手で片を付けたがるからな。あの青い髪かみの女も、必ずでしゃばってくるはずだ」

　緋奈が眉まゆをそびやかしたまま、口元に笑みを浮かべた。ミウルスは臆おくすることを知らないこの少女に、頼たのもしさを感じずにはいられない。

「そうなると、私たちの付き合いも今日が最後になるのでしょうか？」

　ミウルスも寂さびしげにではなく、言ってみた。

「友達だろ。遊びに来てくれよ」

　ミウルスは、じんと胸が熱くなるのを感じた。そして二人は校舎へ向けて歩き出す。歩むごとに、グラウンドの土音が大きく響ひびく。

「ところで緋奈、この袋ふくろの中に何が入ってるんですか？　すっごく重たいです」

　ミウルスが提げているのは大手デパートの紙袋なのだが、中には新聞紙にくるまれた何かが、いくつか入っている。

　それがかなりの重量物……鉄のような物らしく、片手で持っていると手がだるくなってしまうのだ。ミウルスは持ち手をかえたり両手で抱かかえたりしながら歩いていた。

「ただの保険だよ」

　そして校門から玄関までの中ほどに達したとき、それは起こった。

「なんだっ!?」

　きんっ……という鋭するどい音が、直接脳裏に突つき刺ささり、焼け付く。緋奈はたまらず、耳を覆おおって膝ひざをついた。

「落ち着いてください、魔ま族ぞくの領域に侵おかされているだけです…！」

　そんな言葉も、今の緋奈にはぼんやりとして聞き取りづらい。

「今までこんなことはなかっただろ！」

「より強力な……いいえ、これはっ…」

　そこでミウルスの言葉が聞こえなくなり、刹せつ那な、夜の帳とばりはより黒い光りに覆われた。やがて耳鳴りが治まり、緋奈はゆっくりと目を開ける。

「な…なんだ……？」

　夜ではなかった。しかし昼でもなく、夕暮れでも朝方でもない。

　夜空は赤と緑のマーブル色の空に置き換かえられていた。それらは絶えず混ざり合い、より複雑な色しき彩さいとなり、溶とけ、再び朱しゆに、緑にその身を染める。もう街の明かりはない。遠方に見えていたビル、山…近くにあった家々さえ、その空のようなものに遮さえぎられて見えなくなっていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ…それよりどうなったんだ？」

「やつらはきっと、この学校ごと異空間に放り込んだのです。領域を発生させるのとは逆に、場所自体を取り込んだみたいですね」

　それを聞いてから、もう一度辺りを眺ながめた。空の色に吸い込まれそうになりながら…屋上に目を止める。

「あれ……なんだ？」

　緋奈はその場所を指差す。屋上のさらに上空に、どす黒い穴が開いていた。直径十数メートルはあろうかというそれは、渦うず巻まいて何かを取り込もうとしているようにも、吐はき出しているようにも見える。そしてその真下…給水塔とうの脇わきあたりに、巨きよ大だいな機械が置いてあった。灰色に塗と色しよくされ、本体の、ボイラーのタンクにも見える部分から、幾いくつものパイプが黒い穴に向けて伸のびている。

　耳を澄すませばそこから、うおんうおんという唸うなりが聞こえてきた。機械か、それとも穴からか……不気味な鳴動だ。

「まさか……魔神の封ふう印いんされた空間ですか？」

　ミウルスが呟つぶやく。そして彼女は一度目を閉じ…すぐまたそれを見み据すえ、言った。

「魔族なんか比べ物にならない力を感じます…そうです、あれが次元の歪み…！」

「じゃあ、あのポンコツな機械はなんだ？」

「教えてやろう！」

　声は唐とう突とつに、校庭用のスピーカーから聞こえてきた。同じくして屋上に、白衣を着流す老人が現われる。

「あなたは誰だれですか！」

「わしはトワイライトの技術総そう監かん。名は、ミスターＢ…とだけ言っておこう」

「何がミスターだ、かっこ付けやがって。いい歳こいて恥はずかしくねえのか！」

「うるさい！　全く、聞いた以上に性格の悪い娘むすめじゃな！」

「あんまり怒おこるとぽっくり逝いっちまうぞ！」

「黙だまれ！　わしは世界を制するまでは死なぬ！」

「そりゃ良かったな！　で、あのポンコツはなんだ？」

　ぎりぎりと歯ぎしりする音が、彼の襟えり元もとにあるピンマイクを通して聞こえてきた。

「ポンコツではない！　わしが発明したプローブ・Ｓじゃ！」

「はいはい、それで何が出来るんだ？」

「ぬぬ…聞け、小娘！　これは人間に渦巻く負のエネルギーを蓄ちく積せきし、あの覇は者しやの扉とびらを開けるためのマシンじゃ！」

「はしゃ…異次元ドアじゃだめなのか？」

「名前などどうでもよい！」

「それもそうだな。で、異次元ドアはもう開くのか？」

「そうだ。開く」

　Ｂの傍かたわらに現われたのはエンベローペだ。

「この建物の中に、人質を用意させてもらった。お前たちもよく知っている人間…そして、各階には上位の魔族がその人質を守っている。もしも無視すれば、彼らの命はないと思うんだね」

「それはつまり、私は屋上まで昇のぼっていかなきゃならないってことか？」

「……」

　エンベローペ他ほか、沈ちん黙もく。

　少しして、ミウルスが怒り顔で緋奈の耳元に怒ど鳴なった。

「あのですね、あの異次元ドアを封ふう鎖さすれば任務完かん了りようなんですっ！　世界は救われるんですっ！　それ以前にあいつらを倒たおさないと帰れないんですっ！」

「ああ、わかったわかった、冗じよう談だんだよ……しかしまどろっこしいな。お前らいっぺんにかかってきたらどうだよ？　怖こわいのか？」

　緋奈は尊大に中指を立て、ちょいちょいと招いて見せる。しかしエンベローペは挑ちよう発はつに乗ることなく、冷笑をたたえるに留とどまった。

「そうだね…怖い。だからメリーサたちに貴様を弱らせる。もし万が一、ここまで来れたら私が相手をしてあげるけどね」

「なんだ、それだけか……」

「自分の立場…わかってるのか？」

「ああ。あたしはかごの鳥ってわけだな。しかもその中には、キツネやらヘビやらが一いつ緒しよに入ってる」

「そう…いいことを言う。その性格、度胸…人間にしておくのは勿もつ体たいないくらいだ」

「言っておくけど仲間にはなんねえぞ。魔ま王おうの椅い子すを用意してくれるんなら別だけどな」

「主にならなると？　ふふ…せいぜい強がっておくといい」

　消えようと霞かすみ始めたエンベローペに、緋奈は吐はき捨てた。

「上等だ。人間の恐おそろしさ、見せてやるよ」







　いつも何の気無しに出入りする玄げん関かんだが、違ちがうと言えば、今日は土足で上がり込んだことだろう。廊ろう下かと靴くつ裏うらの間に、じゃしじゃしする砂の感かん触しよくがあった。

「土足って一度、堂々とやってみたかったんだよな」

「何のんきなことを言ってるですか」

　暗い廊下に二人の声が響ひびき渡わたり、かえって寂さびしげな雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

　右へ行けばすぐに体育館と部室棟とうだし、左なら職員室や保健室を通り過ぎて購こう買ばいと食堂に辿たどり着く。

　しかし二千人弱を一手に吞のみ込む校舎の、その教室をひとつひとつ見て回るのはなかなか骨が折れそうだ。次元の扉が開くまでの時間稼かせぎもあるのだろう。

「……片かたっ端ぱしから…か？」

「うーん…それしかないですねぇ」

　緋奈はまず、一番近い体育館へと向かった。

　鉄製の重い扉をぐいっと引く。ローラーが音を立てつつ、だだっ広い木目の床ゆかと、重たいカーテンを纏まとったステージとが視界いっぱいに広がっていく。

　いきなり当たりだった。岩田先生がバスケットゴールからロープのようなもので吊つり下げられ、川島先生がその下にたたずんでいる。

「来るな与謝野！」

　岩田先生が怒鳴った。そして体育館の中央に鎮ちん座ざまします、丸いシルエット…憎にくいアイツが哄こう笑しようする！

「はっはっはっ、よく来たな、天界の……」

「くそじじい、手間ぁかけさせんな！」

「ばかもん！　来るなと言っとるだろう！」

「んだとコラ、棺かん桶おけたたっこむぞ！」

　体育館中をわんわんと響く怒鳴り声の応おう酬しゆうに、パパロンも声を張り上げる。

「貴様ら、人の話を聞けーっ！」

　緋奈はそこでやっと、パパロンを見やった。

「毛玉が一丁前に口聞くなバーカ！　ジャージの裏にでも引っ付いてろ！」

「む、む、むっ……おのれっ…これを見てもまだその減らず口が叩たたけるか！」

　パパロンの目が怪あやしくきらめいた。

　と──。

「うわっ……うわわ…」

　バスケットゴールの下にいた川島先生が、こちらに向かって歩いてくる。しかし彼はひどく狼ろう狽ばいしていた。

「たっ、助けてくれ…！」

「どうしたネイチャー!?」

「う、うるさい！　体が…体が勝手に動くんだ…！」

　言われてみればなるほど、その動きは足取りひとつおぼつかず、ぎっこんぎっこん、ゼンマイ仕じ掛かけのおもちゃみたいだ。

　川島先生はそれに抗あらがっているのか首だけは進行方向と別を向き、行きたくないことを如によ実じつにアピールしていた。

「……ネイチャーって何ですか？」

　ミウルスがそれとなく聞いてくる。

「やろうヅラなんだ。ティーチャーと似てるから、今思い付いたんだけどな」

「俺おれの髪かみは地毛だ！…そんなことより、なんとかしてくれぇ…！」

　頭のことは反論しつつも、すっかり気が動転して情けない悲鳴を上げている。パパロンはそれを楽しげに聞きながら、どうだと言わんばかりに緋奈を仰あおぎ見た。

「今やこいつは私の意のままに動かすことができる。もちろんお前を攻こう撃げきさせることもな……先回と違って、今度はお前の恩師なのだ」

「緋奈、どうしましょう!?」

「そうだな……世界の平和のためだ。涙なみだを吞もう」

　緋奈はそっけなく述べると一変、ぎくしゃくする川島先生に向かって走り出した。薄うすら笑いを浮うかべながら。

「まて、与謝野……助けてくれるんじゃ…」

「死ねっ！」

「げはっ!?」

　鼻先を力いっぱい緋奈に蹴けられて、苦く悶もんの声を上げる川島先生。しかし操られているので、倒たおれることすら許されない。

「おお、やる気満々だな」

「ちっ、ちがふ…おふっ！」

「おらっ、死ね！　死ね！　死ねっ！　てめえひとりの命で世界が救われるんだ！」

　日ひ頃ごろのうっぷんを晴らすべく、これでもかと殴なぐり、蹴り、折る。意識せず、頰ほおが弛たるんだ。

「こら、与謝野やめんか！」

「緋奈っ！」

「貴様！　人間のクセに良心というものが無いのか!?」

　二人と一つからの叱しつ責せきをものともせず…顔を上げた緋奈はひとつのことをやり遂とげた、スッキリと明るい表情をしていた。

「ふう……てめえの死は無む駄だにはしない」

　結果、両りよう脚あしの骨を折られて物理的に立っていることが困難になった川島先生は、ボロ雑ぞう巾きんのようにその場に倒れている。別に死んではいないが意識もない。ボコボコという状態だ。

「……やり過ぎじゃないですか？」

「急所は外しといてやったから大だい丈じよう夫ぶだ。内臓もそんなにひどくないと思うし……可愛かわいい教え子を苦しめていることにショックで、気を失ったんだな」
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　無茶苦茶な理り屈くつをしたり顔で解説し、緋奈はゆっくりとパパロンに向き直った。その一方でパパロンは、ミウルスに向かって怒いかりを露あらわにする。

「貴様、どういう基準で人間を選んだのだ！」

　問われて、そつなく苦笑いをしているミウルスへ、緋奈は言った。

「ボケ老人を降ろしてやってくれ」

「オッケーでーす」

「う…ぬぬ……」

　緋奈がじりっと詰つめ寄ると、パパロンもじりじりっと後退する。彼はどうにかして隙すきをうかがおうと視線を巡めぐらせるが、しかし緋奈はそれを許さず、パパロンを壁かべ際ぎわまで追いつめる。

「申し訳ありませんメリーサ様…ここまでのようです…」

　パパロンがうそぶいたところで……

「もろたっ！」

　ずだんっ！

　なんと二階のギャラリー席から、制服姿の圭一が降ってきた。大きな音もあいまって、これには緋奈もびっくりする。

「お…お前……何してんだよ……」

「いや、家にいたら俺も先生みたく捕つかまってんけどな。こいつら基本的にあほやん。うまいことだまして食堂から逃にげてきたわ」

「ぎゅうぅ……」

　圭一の足元で、パパロンが情けない呻うめき声を上げた。

「コワっ…こいつまだ生きとんで」

　圭一は乗っけた足でぐいぐいとそれを押おし付ける。すっかり潰つぶれて玉ではなくなったパパロン。

「使えるな。持って行こう」







　幸い、保健室に魔ま族ぞくはいなかった。

　解放された岩田先生は川島先生を担ぐと、一目散にここまでやってきたのだ。

　今、川島先生はカーテンの仕切りの向こう、ベッドの上でふうふうと苦しげに喘あえぎ、岩田先生の手当てを受けている。

「ヒナヒナ、あそこまでやらんでもええやろ」

「あの場はああするしかなかった」

「そうですねぇ……過ぎたことですから、諦あきらめて貰もらいましょうか」

　ミウルスはすっぱりと過去を切り捨てた。だんだん緋奈色に染まりつつあるらしい。

「みゅーちゃんほんとに天使様なん？」

「失礼ですね」

「そうだぞ。落第してるから普ふ通つうの天使じゃないんだぞ」

「あう。それは言わないでください…」

「こらっ、怪け我が人にんのいる前でギャーギャー騒さわぐんじゃない」

　岩田先生が応急処置を終えてカーテンを開ける。と、ベッドの上には見事なミイラが完成されていた。

「鈴野、救急車は呼んだか？」

「あかんわ。携けい帯たいも学校のもつながらん」

「そうか……しかしお前たちが言ってることは本当なのか？」

「だったらこれはどう説明すんだよ」

　緋奈はぶら下げたパパロンを蹴けっ飛ばす。パパロンは岩田先生を縛しばっていたロープでくくられて、スイカか健康ボールのごとき扱あつかいだ。

「おのれラピティア…こんなことをしてただで済むと…ぎゅう」

　緋奈はパパロンを踏ふみつけた。どういうわけか、こうすると口がきけなくなるらしい。靴くつ底ぞこからばたばたもがく感かん触しよくが伝わってくる。

「な？」

「しかしだな……」

「あたしはこれから他ほかの人質も助けてこなきゃならないんだ。先生と圭一はここで待っててくれよ」

「なんでやねん。せっかく金属バット仕入れてきてんのに」

　圭一が体育用具室から発はつ掘くつしてきたそれで、自分の肩かたをとんとん叩たたく。

「生徒だけを危険な目に遭あわせるわけにはいかん。私も行くぞ」

　と、岩田先生がスーツの上着を脱ぬいだ。恰かつ幅ぷくの良い体型だが、その実中身は全すべて筋肉という、堅かた太ぶとりの柔じゆう道どうおやじである。

「せや、岩田さん柔じゆう剣けん道どう使えんねん。戦力になるやろ」

「待ってください、誰だれかがここに残らないとあの先生が……」

　ミウルスが、ベッドのミイラ男を指差した。

「鈴野はここに残れ」

「なんでや、年寄りの冷や水よりはええんとちゃうんか？」

　そのまま二人は喧けん々けん囂ごう々ごうの言い合いを始めてしまう。

「なあ……忘れてたんだけど、魔族って魔力じゃないと倒たおせないんだろ？」

「本体を持っている魔族は物理力でもオーケーですよ。ああ、でもそうですねぇ……」

　ミウルスが眉まゆをしかめて口ごもる。

「多分、よっぽどの破は壊かい力りよくがないと倒せないと思います…えーと、ピストルとか」

「ほんまなんか？」

　と、言い合いを休戦した圭一。

「このパパロンにしたって、圭一があんなに思い切り踏みつけても生きてるでしょう？　人間なら内臓破は裂れつで即そく死しですよ」

　彼らはそれを聞いて、やっと諦めてくれたようだった。

「取りあえず、奴やつらの目的は緋奈ひとりです。ここが襲しゆう撃げきされることはないと思いますが……万が一でも、二人いれば心強いでしょう？」

　そこで緋奈は思い付く。

「ミウルス、それ貸してくれ。念のためにこいつらに渡わたしとく」

「はへ？……あ、武器か何かですか？」

　緋奈は紙かみ袋ぶくろをごそごそと漁あさって、新聞紙の包みをひとつ取り出した。

「先生、昔警察やってたってな？」

「おお。それがどうした」

「やばくなったらこれ使ってくれ」

　緋奈は手にしたそれを、岩田先生に渡した。岩田先生は訝いぶかりながらも、包みを解く。中からは黒光りする……。

「おわっ、マジかい!?」

「ばっ、ばかもん！」

　コルトのオートマチック拳けん銃じゆうを手に、岩田先生が声を張り上げた。

「ニューナンブじゃないけど、大だい丈じよう夫ぶだろ？　弾たまは入ってるし、危ないと思ったら迷わず使ってくれよ。すぐに戻もどってくる」

「どこから持ってきた！」

「家」

　緋奈は当たり前のことを当たり前に言った。

「非常事態だから大目に見てくれよ」

「待て与謝野、他にも持ってるんじゃないだろうな!?」

「大声を出すと怪我人に響ひびくぞ」

　にやりと笑うと、岩田先生は歯は嚙がみした。

「じゃ、行ってくる」

　緋奈はパパロンを肩からぶら下げ、無作法にも足で戸を開け、廊ろう下かに出た。







　部室棟とうを見終わって、保健室から反対側の食堂方面に向かう。職員室、校長室、大会議室……冷たい廊下は、足音以外は語らない。

「……いないなぁ。後はこの食堂だけか」

「圭一はここから逃にげてきたって言ってましたよね。まだ魔ま族ぞくがいるかもしれません」

　二人はガラス張りの扉の前で立ち止まり、中の様子をうかがった。

　整然と並べられた椅い子すとテーブルが、窓からの不気味な光で妖あやしく際立っている。カウンター奥おくの厨ちゆう房ぼうでは、タイルの壁かべと銀色の調理器具が鈍にぶくきらめいていた。

「……魔族の気配はあるか？」

「この空間自体の気が強くてなんとも……一応、入ってみますか？」

「そうだな」

　緋奈がドアノブに手をかけて、扉とびらを押おし開く。きぃ…と、油の切れた金属音が食堂の中にこだました。

「やっと帰ってきたか……」

　彼はカウンターの奥から、ゆっくりとその姿を現わした。ごつごつした、無骨な筋肉の鎧よろい。赤黒いビニールのような肌はだ。頭からはヤギに似た角が二本、飛び出ている。眼がん窩かは深く落ち窪くぼみ、ほとんど影かげに見えた。

「むっ、貴様はラピティア…！　あの少年はどこへ行った？」

　緋奈とミウルスの姿を見て、彼は驚おどろいていた。まさかとは思いつつ、聞いてみる。

「…何が、やっと帰ってきたんだ？」

「捕とらえておいた少年が、どうしてもトイレとやらに行きたいと言ってな……全く、人間とは不便なものだ」

　彼は感かん慨がい深げに言った後、その巨きよ体たいからは想像できないほど身軽に、カウンターを跳とび越こえる。

「ばか者！　貴様ぬけぬけと人間に出し抜ぬかれおって！」

「はっ!?　パパロン様、いかがなされました!?」

　ロープで吊つるされたパパロンを発見し、彼は再び驚きの声を上げた。

　それを聞き、緋奈は一言。

「コイツ……偉えらかったのか？」

「でも、アホでーす」

「うるさい、天使のくせにアホとか言うな！　さあベクルス、この者たちをその魔界屈くつ指しの肉体で葬ほうむり去るのだ！」

「ははっ！」

　彼…ベクルスと呼ばれた魔族は片かた膝ひざをつき、頭こうべを垂れた。再び立ち上がると、盛り上がっている筋肉がさらに膨ふくらむ。それだけで、ぼんっという空気の破は裂れつするような音が出る。フライパンのように厚い胸板、丸太と見まがう二にの腕うで。暗かった双そう眸ぼうに黄色い光が宿り、緋奈を捕らえる。

「緋奈！」

「コイツを持って外で待ってろ」

　ミウルスは黙だまって吊りパパロンを受け取り、言われたとおり食堂を出た。それを見届けてから緋奈は指輪を付け、胸に抱だく。

　まがまがしい光に彩いろどられた食堂の中を、青白い、聖なる光が覆おおい尽つくす…！

「くっ…これが天の魔力か……」

　ベクルスが目を覆う。鍛きたえ上げられたその身体からだが、聖なる光にくすぶっていく。

　やがて光が収まる頃ころ、黒いドレスに白いマントを羽織った緋奈が、ステッキを向けて立っていた。

「エンジェルナイト・ラピティア！　天の光で射止めてあげる！」

「天の魔力により変身したか…しかしその華きや奢しやな体で、私の攻こう撃げきを受けられるか!?」

　ごうっ、と大きな風切り音を立てて、ベクルスが猛もう然ぜんと突とつ進しんした。だが緋奈は避よけもせず、真っ向からステッキを振ふり下ろす！

「うわっ！」

　ステッキは跳はね返されて、一いつ緒しよに緋奈の体も吹ふき飛ばされた。テーブルの上を滑すべってそのまま床ゆかに落ち、音を立てて椅子が倒たおれる。

「はっはっはっ、その程度か……貴様の相手などこのベクルスひとりで充じゆう分ぶん！」

「緋奈っ、何やってるですか！　力でかなうわけないですっ！」

　ガラス戸の外から叱しつ咤たされ、緋奈はゆっくりとその身を起こした。普ふ通つうなら激しい痛みを覚えるはずだが、打ち付けた個か所しよに衝しよう撃げきの感覚がぼやけているだけだ。初めて分かったが、ただの衣装ではないらしい。
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「……これはいいや。しっかし、叩たたけばやっつけられるんじゃないのか…？」

「あいつは乗っ取っている魔族じゃありません！　ステッキの接せつ触しよくで注入できる魔ま力りよくじゃ足りないのです！　魔法を使って！」

　見ると、ベクルスの拳こぶしは擦すり剝むけてどす黒い血を滲にじませている。だがそれだけのようだ。致ち命めい傷しようには程遠い。

　再び突進してきたベクルス。緋奈はすんでのところで横に飛ぶ。だがその足が地面に着く前に、ベクルスは肘ひじを突つき出してきた。緋奈はステッキを横に倒してその打だ突とつを食い止めるが、やはり勢いに負けてしまう。ベクルスはさらに地面を蹴けって肩かたをせり出し、壁かべをもって緋奈を押おし潰つぶす。

「かはっ…！」

　衝撃は凄すさまじく、背中でコンクリートの壁が砕くだけた。ドレスもそれを緩かん和わしきれず、緋奈は血の泡あわを口に滴したたらせる。

「死ね！」

　ベクルスが肩で押さえ付けたまま、空いた腕で手刀を振りかざした。

「てめえが死ねっ！」

　それが降りる前に、緋奈はステッキの石いし突づきでベクルスの目を刺さし貫つらぬく。天の魔力に焼かれた眼球が、じゅっと蒸気を上げた。

「があああっ！」

　ベクルスは悲鳴とともに失った右目を押さえた。解放された緋奈はがくりと膝ひざをつき、ベクルスはよろけつつも、残る左目に怒いかりをたぎらせる。

「おのれ……人間…！」

「ふふ…魔族は闇やみが好きなんだろ？　そっちも潰してほんとの闇に落としてやるよ」

　ゴーグルの奥おくにベクルスに負けない暗い炎ほのおをみなぎらせ、緋奈は飛び掛かかる。ベクルスが吠ほえる。

「おらぁっ！」

「があっ！」

　一合、二合と打ち合って、普ふ段だんのケンカ相手などとは比ひ較かくにならない強さだと気付く。それでも互ご角かくに渡わたり合えるのは、やはりドレスの能力なのだろう。

　緋奈はベクルスの死角に回りつつ隙すきをうかがうが、ベクルスもまた類たぐい希まれなパワーで緋奈を押し返してくる。

「駄だ目めです緋奈！　それじゃあいつまで経たっても倒せませんっ！」

「じゃあどうすんだよ！　魔法の使い方なんて…ぐっ！」

　注意を逸そらした瞬しゆん間かん、大たい砲ほうのように力強い一いつ蹴しゆうが脇わき腹ばらに叩き込まれた。

「なめんな！」

　しかし吹き飛ぶところを、その脚あしを逆に抱かかえ込み、股こ間かん、鳩みぞ尾おち、喉のど笛ぶえと立て続けに硬い爪つま先さきを打ち込んでいく。勢いのまま逆さに返って、ブーツのヒールで左目を貫く。

　瞬まばたきするほどの間にである。

「ぐあっ、あああっ…！」

　ベクルスは緋奈を振りほどき、千鳥足でふらつき始めた。戦うことはおろか、もはや獲え物ものを求めることすらままならないはずだ。

「ミウルス、魔法は!?」

　砕けたあばらを押さえ、血の唾つばを飛ばしながらミウルスに問う。

　ためらいのない急所狙ねらいの戦い方には、パパロンすら呆ぼう然ぜんとしていたが……ミウルスは頭の中から急いで知識を引っ張り出した。

「今のあなたには魔法を放つイメージが出来るはずですっ！　それを思って、ステッキを振るんですっ！」

　緋奈は迷わず、黙だまって目を閉じた。

　確かに今まで感じたことのないイメージがあった。それはやがて思うことから、身体からだに伝わって現実的な感覚になる。

　身体の奥から魔力が溢あふれ出す…！

「スター・センテンス！」

　振ふり下ろしたステッキの先せん端たんから、青白い光が放たれた。変身のときよりも遥はるかに強きよう烈れつな、一寸先の視界をも遮さえぎる浄じよう化かの光だ。

　ベクルスはその光を浴びた途と端たんに、びくっと身体を硬こう直ちよくさせる。光は彼の悲鳴さえも捕とらえて離はなさず、彼は光の消失とともに跡あと形かたもなくなっていた。

「……はぁっ、はぁっ」

　緋奈はゆっくりとその場に座り込んだ。全身からどっと冷ひや汗あせが噴ふき出し、ほつれた髪かみが首筋や額に張り付く。

「なるほどな……天の光で射止めるって、このことか……」

「緋奈、やりましたーっ…！」

　ミウルスが満面の笑みで駆かけ寄ってきた。

「ああ……なんとか…でも、魔法って疲つかれるんだな……」

「初めてだから仕方ないです。それにあの光にあてられたのも、あまり良くありません」

「なんだ？　どういうことだ？」

「あれを直接浴びて無事でいられるのは、神族だけです。緋奈もその服とバイザーのおかげで、間近にいても無事でいられるのです」

「……屋上まで身が持たなそうだな」

「大だい丈じよう夫ぶです。その格好でいれば、少しくらいの疲ひ労ろうや怪け我がは治してくれますから」

　言われてみれば確かに、呼吸はすでに整っていた。肋あばら骨ぼねも痛みを除けば、いつのまにか元通りになっている。

「……なんか副作用とかないだろうな？」

「あるわけないですよ。変な薬じゃあるまいし」

　緋奈は納なつ得とくして立ち上がる。痛みもすぐに薄うすれ、元通り快調だ。

「よっし、次行くか」

「あ、ちょっと、どっちか持ってください。これ意外と重たいんですよぉ」

　ミウルスがパパロンを引きずりながら、ぱたぱたと緋奈の後についてきた。







　校舎は一ひと棟むね、四階建。

　二階部分からは科目ごとの教員室や、特別教室が二割、普ふ通つうの教室が八割程度の比率になる。緋奈は階段からひとつ目の教室に入ったところで、パパロンにたずねた。

「なあ、どこに人質がいるか教えてくれよ」

「馬ば鹿かめ。誰だれがそんなことを喋しやべるものか」

「……あたしのことだから、あんまり手間がかかると無視して上に行ってしまうぞ」

　今までの緋奈の行動からいって、それは大いにありえた。もちろん緋奈は、人質を助けたいからこんなことを言っているのだが。

「そうなるとお前、メリーサに怒おこられるんじゃないか？　各階にいる魔ま族ぞくと戦わせて、弱らせるのが目的なんだろ？」

「ぬう……小こ賢ざかしい人間め…」

「うん、絶対怒るぞ…何しろ捕ほ虜りよになってあいつらの足を引っ張ってるんだからな。その自じ慢まんの毛を全部むしられるかもなぁ…」

「な、なんとっ…！」

　パパロンは目を見開いて、小刻みに震ふるえ始める。脈ありと感じ取った緋奈は、目配せでミウルスに合図した。

「…あ、私もそれ見てみたいです。緋奈、先を急ぎましょう。異次元ドアが完全に開いちゃったら、人質どころじゃありません」

　この落第天使、かなりそれらしい理由を付けて言うので、ほとんど冗じよう談だんには聞こえない。

「このっ、人でなし！」

「天使でーす」

「ヤクザだしな」

　二人は競歩のごとくすたすたと、上がってきたばかりの階段へ向かう。

「こらっ、お前たちには情けというものが無いのかっ!?」

　パパロンはぽよぽよと跳はねて、ロープから逃のがれようと必死に抗あらがっている。当然その程度で解けるはずもなく…。

「わ、わかった、教えてやる！　それでいいのだな!?」

　緋奈の片足が、一段目にかかろうとしていたときだ。

「わかればいいんだよ。で、どこにいる？」

「あの角を真まっ直すぐ行った突つき当たり、書物の保管してある部へ屋やだ」

「図書室って言うんだぞ」

　緋奈は口くち惜おしげなパパロンを肩かたから下げて、意気揚よう々ようと廊ろう下かを歩きはじめた。

「貴様ら、絶対ただではおかぬからな！」

「ああ？　まだ自分の立場がわかってねえな。メリーサじゃなくってあたしがむしってやってもいいんだぞ。今！」

「私も手伝いまーす。毛虫を芋いも虫むしにするのって楽しいですよねー」

「くううっ、覚えていろっ…！」

　そんなことを会話するうち、図書室前に到着した。ドアは曇くもりガラスがはめ込まれていて、中の様子はさっぱり見えない。ただ、聞き覚えのある声がした。どうやらここにはメリーサと由香利がいるらしい。

　緋奈はミウルスに耳打ちする。

「…なるほど、オッケーでーす」

　この間、パパロンはミウルスの足元で声を出せずにいた。

「よし、チャカ貸してくれ」

「はへ？　なんでしょう？」

「ああ……ピストルだよ」

　思い付いたように言って、緋奈は紙かみ袋ぶくろから包みを取り出した。岩田先生に渡わたしたガバメントより随ずい分ぶん小こ柄がらな、チーフスペシャルである。だが、今回使うのは緋奈ではない。

　シリンダーを開けて残ざん弾だんを確認してから、ミウルスに手渡す。

「あとは引き金を引けばいい。頼たのんだぞ」

「任せてくださーい」

　ピストル片手に言って、今一度袋の中を覗のぞくミウルス。

「緋奈、まだ何か入ってますけど…」

「最終兵器だ。最後まで使う気はないぞ」

　緋奈は勢いよくドアを開ける。そこには確かに、エメラルドの髪かみをまとうメリーサの姿があった。

「来たわね」

「おう、来てやったぞ」

　緋奈は部屋の中を値ね踏ぶみでもするように、用心深く歩みを進めた。貸し出しのカウンターを横目に、読書用の大柄なテーブルの合間を縫ぬう。

「緋奈っ！」

　部屋の中ほどまで進んだとき、由香利の声がした。見ると本ほん棚だなに、制服姿の彼女が縛しばり付けられている。

「そこから一歩でも動いてみなさい。この娘むすめの首を千切ってあげるわ」

「まて、こっちも…」

「動かないでっ！」

　メリーサの冷たい瞳ひとみに感情がこもり、一筋の涙なみだがこぼれ落ちた。そして彼女はそれを拭ぬぐうことなく、右手をかざす。

「…パパロンのかたき、討たせてもらうわ。この手で！」

「は……？」

　戸惑ってから、緋奈は思い至った。自分がここにいる、ということはつまり、パパロンが倒されたということ。しかし、よもや人質になっているなど…。

「死ね、ラピティアっ！」

　思いも寄らぬのだろうメリーサの手から、公園で見たのと同様の光線が迸ほとばしった。緋奈は慌あわててステッキを構えるが、その勢いを押おさえることは出来ない。ステッキに弾はじかれた光線は四散し、本の束を、窓を、壁かべすらも容易たやすく貫つらぬいていく。

「緋奈ぁッ！」

　由香利の悲鳴が破は壊かいの余よ韻いんと重なった。緋奈は辛かろうじてその場に立っているが、体の所々から血の糸が流れている。

「まてメリーサ、そこまでだ！」

「黙だまれっ！　お前だけは許さない！」

「やかましい、これを見てもか!?」

　緋奈はドアの後ろに隠かくれていた、青い顔のミウルスを手招きする。そのドアも光線の余波で大穴が開いていた。

「死ぬかと思いましたぁ…！」

　そこに現われたミウルス……そして見覚えのあるシルエットに、メリーサの顔がわずかにほころぶ。

「パパロンっ！」

「おおっと、動くなよ？　動くと……」

　ミウルスがロープの上からパパロンをわしづかみにし、ピストルを突つき付ける。このことを話す間もなく、いきなり魔ま法ほうを放たれ…少し予定が狂くるったが。

「メリーサ様……申し訳ありませぬ」

「そんなことより、生きてたのね？」

「さあ由香利を放はなせ。コイツがどうなってもいいのか？」

　とうの由香利は一変、どうにも複雑な表情をしている。少なくとも嬉うれしくはなさそうだ。

「メリーサ様、私のことは構いません！　いっそ、今のうちに私ごとラピティアを…！」

「でも……！」
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「歯切れが悪いな…やるって言うならいいんだぞ。鉛なまり玉だまでたこ殴なぐりにして、こいつの毛を全部むしってから、魔法でこんがりと丸焼きにしてやる」

　緋奈の合図に、ミウルスが撃げき鉄てつを上げる。

　メリーサは狼ろう狽ばいし、後あと退ずさった。だがパパロンは気き丈じようにも、つぶらな瞳をかっと見開く。

「ええい、やれ！　メリーサ様の足かせとなるくらいなら、死を選ぶ！」

「……メリーサ、どうする？　こいつはこう言ってるぞ」

「あ…ああ……」

　彼女は絶望的な表情で天を仰あおぐが、緋奈はここぞとばかりにまくし立てた。

「そうかい……こいつが丸まる坊ぼう主ずになるところをそこで見ていろ」

「待って…！　待って、分かったわ…この娘を解放すればパパロンを助けてくれるのね」

　メリーサが手をかざす。それだけで、由香利を括くくり付けていたローブは溶とけるように、空気中に霧む散さんした。

「まだだ！　お前にはこの件から手を引いてもらう」

「メリーサ様、こやつの言うことを真に受けてはいけません！」

「あたしは与謝野の跡あと取とりだ。家の看板にかけて噓うそを吐ついたりはしない！　確かお前も貴族の娘だよな。あたしの言う意味が分かるだろ」

　メリーサは首を──。

「……手を…引くわ」

　縦に振ふった。

「メリーサ様っ！」

　パパロンが、信じられないといった口調で叫さけぶ。その瞳から大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ、ぱたぱたと床ゆかに落ちた。

「いいのよパパロン。あなたの命には代えられないもの。私を子供のころからずっと見守っていてくれたあなたを…父上もわかって下さるわ」

「本当に、もう邪じや魔まをしないな？」

「私もグレバディンの娘……約束は守るわ」

　毅き然ぜんと言い放ったメリーサへ、緋奈はパパロンを放り投げた。それを両手で受け止め、ぎゅっと胸に抱だきしめるメリーサ。彼女がそっと撫なでると、パパロンの拘こう束そくはいとも簡単に消え去った。

「申し訳ありませぬ…私ごときのために…」

「いいのよ……」

　メリーサはそれだけ言って、パパロンとともに姿を消した。由香利がそれを見ながら、はらはらと涙をこぼしていた。

「よっし、楽勝楽勝！　次行くぞ」

「ちょっと待ってよ緋奈！」

　由香利が小さな肩かたをいからせながらやってくる。

「ひどすぎるよ！　やり過ぎ！　メリーサたちの方がよっぽど純情で人間らしい！　あの人、本当にパパロンを心配してたんだよ！」

　ドアの前で聞いた話し声がそうだったのだろう。

「でも…あのままやり合ってたら、この学校ごと噴ふき飛ばされてたぞ」

「もう少しやり方があるでしょ！」

「おい……そんなに怒おこるなよ…」

　由香利がこんなに怒ったのは、小学校の時にケンカして以来ではなかろうか。

「でも由香利、今はエンベローペとの決戦に向けて力を温存しておかないといけないのです。メリーサははっきり言って強いです。あのまま戦っていても、緋奈が勝つ見込みは少なかったでしょう……」

「…悔くやしいけど、あたしもそんな気がする」

　いつも勝ち気な緋奈が負けを認めるなど、小学校の時に投げ飛ばして以来だろうか。

　そんな彼女を見た由香利は、ようやく口を噤つぐんだ。

「ごめん……助けてもらったのに……」

「いいんだよ。怪け我がとかしてないか？」

「うん……」

「じゃあ保健室で待っててくれ。そこに圭一と岩田先生もいるから」

「えっ…他ほかにも誰だれか捕つかまってるの？」

「ああ、この分だと清次も面が割れてるし…清美先生は今日の見回り当番だったらしい」

　緋奈は苦々しく呟つぶやき、マントをひるがえした。と、由香利がその行く手を遮さえぎった。

「私も行く！」

「あほ！　こんどは本当に危ないんだぞ」

「そうです、大人おとなしく皆みなと待ってて下さい」

「足手まといにはならないから…」

　緋奈は困り果て…そして、面めん倒どうになった。

「わかったよ、その代わりミウルスから絶対離はなれるなよ」

「そんな…！」

　非難がましくミウルスは言うが、

「仕方ないだろ。こんな所でまごまごしてると異次元ドアが開いちまう」

　彼女はすでに歩き始めた緋奈へ渋しぶ々しぶ頷うなずいて、承知した。







　三階。

　今回はどこに居るのかすぐ分かった。静せい寂じやくの中からピアノの音色が流れてきたからだ。

「ベートーベンの月光だね…すごく上手」

　その調べに耳を傾かたむけ、楽しむ由香利。

「魔ま族ぞくが弾ひいてるのか？」

　緋奈は音楽室の前まで来て、声を潜ひそめた。ここもドアには曇くもりガラスがはめ込まれ、様子はうかがえない。

「由香利、下がってろよ」

　言ってから、ドアを蹴け破やぶる。それは部へ屋やの中に倒たおれて、割れたガラスがけたたましい音を立てた。

　部屋の奥おくには清美先生が…どこから持ってきたのか、等身大の十じゆう字じ架かに磔はりつけにされていた。猿さるぐつわを嚙かまされ喋しやべることは叶かなわないが、首を振ふり、目で、来てはいけないと必死に訴うつたえかけている。そしてもうひとり、こちらを見つめる若い男──魔族だ。

「おやおや…随ずい分ぶんと無ぶ粋すいな登場だね」

「げっ…」

　それを見た三人は、同時に、かえるの潰つぶれたような呻うめき声を出した。

　彼は武ぶ闘とう派はのベクルスとは違ちがって、華きや奢しやな体にド派手な衣装を張り付かせていた。女性紅白歌手も顔負けの、ひらひらのきらきらである。金の巻き毛を顔の半分にだけ垂らし、指先をしならせて鍵けん盤ばんを弾いている。しかも教室の隅すみに置いてあったピアノをわざわざ中央に移動させ、そこで弾いているのだ。

　風邪かぜでもないのに、背中がぞくぞくした。無論感動ではなく、悪寒だ。

「……ミウルス、パス」

「落第してますから」

「由香利、ここはまかせる」

「え？　下がってろって言ったじゃない」

　小声でひそひそ話す三人。ふと、一様に、ぞっとして顔を上げた。

　流し目だ──！

「どうしたのかな？　魔ま性しようの美しさに魅み入いられて、声も出ないのかい…それとも、僕ぼくの音色に心を囚とらわれてしまったのかな」

　魔族は演奏を途と中ちゆうで止やめた。それからこれみよがしに前まえ髪がみをかき分け、腰こしを上げる。

「ようこそ僕のリサイタルへ、プリンセスたち。僕の名は…」

　ぱんっ！

　緋奈の手にした拳けん銃じゆうが火を噴ふいた。

「あ……。つい……」

　と言った割に弾だん丸がんは見事命中し、魔族は胸を押おさえてばたばたともんどりうつ。だがそれもつかの間、彼は颯さつ爽そうと立ち上がった。

　案外丈じよう夫ぶなようだ。

「ふふっ…礼れい儀ぎ知らずな小こ猫ねこちゃんだ。たっぷりとお仕置……」

「スター・センテンスぅっ！」

　魔族は消失した。

「……」

　あまりに呆あつ気けなさすぎて、緋奈はどうにも気まずかったが…背後の二人はやんややんやの拍はく手しゆ喝かつ采さいである。

「緋奈最高！」

「やりましたー！　さすがでーす！」

　それから三人は磔はりつけの清美先生を下ろし、嚙まされた布を解いてやった。

「はふ…ありがとう、助かったわ」

　跡あとのついた頰ほおをさすりながら、清美先生。

「牧田君の言ってたこと、本当だったのね……ところで与謝野さん、その改造モデルガンは没ぼつ収しゆうします」

「なんだよいきなり…そんなんじゃないって」

「じゃあなんですか？」

「本物」

　その顔から、さっと血の気が引いた。

「なっ、そんなこと言って…」

「本当だって。ヤクザの家にモデルガンなんてあるわけないだろ」

「なっ……なおさら没収します！」

「わっ、ばかっ！」

　清美先生が腕うでに飛び掛かかってきた。下手に抵てい抗こうすると暴発する危険があるので、大人おとなしく手放す。

「危ないだろっ！」

「子供がこんなものを持ってちゃいけません！」

　本来は子供云うん々ぬん以前の問題なのだが──取り上げられた銃は、スーツのポケットに隠かくれてしまった。正義感というか、くそ度胸があるというか……。

「そう言えば、今日は岩田先生と川島先生も見回り当番だったのよ。ひょっとしてどこかに捕つかまってないかしら」

「ああ、それなら二人とも助けたぞ」

「よかった…先生たち、怪け我がはしてなかった？」

「あ……ああ、川島先生の方は少し手後れで……でも、なんとか一命を取り留めたんだ」

　明後日あさつての方を見て、しどろもどろな緋奈。

　ミウルスが顔をしかめた。

（家の看板にかけて噓うそは吐つかないんじゃないですか…？）

　そんな声無き突つっ込みに気付きようがあるはずもなく。

「岩田先生は川島先生に付き添そって保健室にいるよ。圭一もいるから、先生は戻もどってくれないか？」

「いいえ、私も行くわよ。教師として、あなたたちばっかり危険な目に遭あわせられません」

　どうしてその『教師』という人種は、一様に同じことを言うのだろう。あまり考えたくはないが、自分に酔よっているのかもしれない。

　あの岩田先生さえ……。

　ともかく自信たっぷりに、らんらんと目を輝かがやかせる清美先生。緋奈とミウルスは深く溜ため息いきをついた。

「……どうしましょう？」

「一人も二人も一いつ緒しよだ……連れて行こう」

　こうして、女ばかり四人で歩くことになった。







　緋奈が先頭に立って四階に辿たどり着いたとき、絹を裂さくような悲鳴が聞こえてきた。

「今の、牧田君の声……」

「あっちからだったな。行こう」

　緋奈たちは声のした西側へと走り出した。四人ともなると、寂さびしかった足音もかなり騒そう々ぞうしく、にぎやかだ。

「清次っ！」

　開口と同時に美術室のドアを蹴けり開け、勢いのまま一歩踏ふみ込む。目に付くものは不気味に並ぶ石せつ膏こうの胸像と、デッサンのみのキャンバス等々…。

　そして呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　追ってきた三人は緋奈の困こん惑わくした表情を見て、部へ屋やの中を恐おそる恐る覗のぞいて、硬こう直ちよくするに至った。

「あ…みんな……」

　心底嬉うれしそうに泣き笑いの顔をする清次──彼は、教きよう卓たくの上にいた。

　なぜか下半身は下着一枚。制服の上着を羽織ったまま、ワイシャツのボタンが全すべて外されていた。しかも手首だけを縛しばり上げられ、なんとも扇せん情じよう的である。

　その傍かたわらに立っていた男……三階にいた魔ま族ぞくと似た細い線をしていたが、一目で質の違ちがいをうかがわせる。涼すずやかな目元と白磁のように白い肌はだ。髪かみと同じ漆しつ黒こくの衣装が怜れい悧りな相そう貌ぼうによく似合っていた。

「もういらしたのですか…下の者たちは余程役に立たなかったようですね」

　男は清次の薄うすい胸板を、ついと指でなぞった。それだけで清次は身をよじり、喉のどから切ない呻うめき声を漏もらす。そして緋奈の背後から、生なま唾つばを吞む音が聞こえてきた。

　誰だれかはわかる。全員だ。

「これから楽しいところでしたのに。よろしければご覧になりませんか…？」

　微笑ほほえむ男の視線を追う。振ふり返ると、三人が三人とも頰ほおを赤らめ、かくかくと首を縦に振っていた。緋奈はステッキでもって三つの頭を、続けざまに殴なぐりつける。

「……そうですか。残念です」

　彼は意識を清次に戻し、その首筋やら耳元やらに細い指先を滑すべらせる。それはまるで舞ぶ台たいに舞まう、踊おどり子こ。

「うう…やだよぉ……」

　清次はか細い声で精せい一いつ杯ぱいの拒きよ否ひを示すのだが、彼は一向にやめようとしない。

「こいつらには目の毒だ。そいつを放してやってくれ」

「……そうはいきません。この子は魔界に持って帰り、ペットとして可愛かわいがってあげます」

「でもな、人間はそんなに長生きじゃねえぞ。蝶ちようよ花よと言われたって、せいぜいが二十歳までだ。それからどうする」

　彼は清次の前髪をそっと撫なで上げた。そして額へ口付ける。清次はきつく目を閉じ、その陵りよう辱じよくに全身を強こわ張ばらせている。

「それからも可愛がってあげますよ。全ての血を抜ぬき、人形として私のコレクションに加えられるのです。この愛らしさを数年で失うなど、嘆なげかわしいとは思いませんか？」

「言いたいことはわかるんだけどな…一人ひとり占じめはよくねえぞ」

　緋奈は睨にらみ付け、ステッキを握にぎる手に力を込めた。きき足はいつでも跳ちよう躍やくできるよう、半歩下げる。

　と、彼はそんな緋奈へと目を見張った。そして憑つかれたようにじっと見み詰つめてくる。

「なんだ？」

「…この子は放してあげましょう」

　彼が清次の手首に触ふれると、それを不自由にしていた縄なわが消え去る。

「さあ、お逃にげなさい」

　清次は転げるように教卓から降りると、急いでミウルスたちの元へやってきた。

「……なんのつもりだ？」

「もうペットはいりません……あなたを愛してしまったのですから」

　三階にいたのと同じタイプか、とも思ったのだが…。

「魔界より生を受けて数千年……人を好いたことは星の数程ありますが、他人と血を共有したいと思ったのは初めてです」
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「なんだと？」

「私の血を捧ささげたい。絶対の愛と、忠誠の証あかしとして」

　こっちで言う結けつ婚こんのようなものだろうか。

　男はゆっくりと緋奈に向かってきた。緋奈は背後にいる四人を、手振りだけで離はなれるよう合図する。

「さすればあなたも魔族となり、その美しさも永遠のものとなります」

　男の進路上に机があった。それにぶつかる前に、彼は手首を返す。その動作だけで、全ての机…いや、室内にある彫ちよう像ぞう、椅い子す…さらには隣となりの教室や廊ろう下かとを仕切っていた壁かべさえも次々と消え失うせる。

　緋奈はその様子を見て戦せん慄りつした。

　この男は桁けた外はずれに強い魔力を秘めている。それも、メリーサ以上か……。

「一ひと目め惚ぼれなど、今、この瞬しゆん間かんまで戯ざれ言ごとだと思っていました」

「残念だな。まだ所帯を持つ気はないぞ」

「ならば待ちましょう」

　まともな状じよう況きようならばいかな自分とて、その美び貌ぼうにうっとりしたかもしれない。だが今はただ、ぞっとする。

「死ぬまで待ってろ！」

　緋奈は床ゆかを蹴けった。しかしステッキを振り下ろした先に彼はいない。メリーサたちと同じく、空間を飛んだのだ。

（くそっ）

　すぐさま索さく敵てきしようと振り返れば、男はすでにそこにいた。思わず目を閉じ、身をすくめる。が、攻こう撃げきはなく…そろりと目を開けると、男はその場に片かた膝ひざをついていた。

「申し遅おくれました…私の名はエルシフ。あなたを妻とし、永遠の愛を誓ちかいましょう」

　そう告げると緋奈の手を取り、口付ける。

　並の女性なら、その物もの憂うげな瞳ひとみと、柔やわらかな唇くちびるの感かん触しよくに卒そつ倒とうしただろう。それほどの美貌と、妖よう艶えんさなのだ。それが魔ま族ぞくの血のなせる業。

　しかし緋奈は黒くろ水ずい晶しようの如ごとき彼の瞳と、手に残る感触に激しく嫌けん悪おし、それを振ふりほどく。

「スター・センテンス！」

　緋奈が彼の死角から振り上げたステッキは、あろうことか素手で受け止められている。

　彼は膨ぼう大だいな魔力によって、手の内に強力なバリアを展開させていたのだ。行き場を失った天の魔力が暴走し、エルシフの指の隙すき間まからこぼれ出す。

「ああっ！」

　緋奈は自らが放った天の魔力に身を焦こがし、甲かん高だかい悲鳴を上げた。それは幼なじみの由香利でさえも、初めて聞く声だった。

「あなたでは私に勝つことは出来ません」

「う……ああ……この…！」

　緋奈はエルシフの、傷ひとつない手の内からステッキを抜き取り、間合いを取った。

「スター・センテンス！」

　放った魔法はやはり、彼の手に弾はじかれる。

「あなたを……傷つけたくはありません」

「はっ……余よ裕ゆうだな。でも、あたしはやるぞ…」

「ならばお相手をします。大だい丈じよう夫ぶ、殺しはしません。あなたの気が済むまで」

　彼の魔力が無数の弾だん丸がんとなり、降り注いでくる。腕うでをクロスして防ぐ緋奈。しかし魔弾の吹雪ふぶきはそれを一切無視して、ドレスごと肉をえぐり、削そぎ落としていく。

「いやぁっ！」

　遠巻きに見ていた由香利が目を覆おおった。

「げほっ…げっほ……」

　緋奈は肺に流れ込んだ血を吐はき出し…すぐに、エルシフにステッキを向ける。

「まだ……分かっていただけませんか？」

「なめんな…てめえは自分の嫁よめがこの程度で満足かよ」

　血濡ぬれる唇を、それでも不敵に笑わせた。それを受けたエルシフは感じ入ったように目を伏ふせる。

「嬉うれしいですよ…あなたほどの女性はおそらく、魔界、天界にすらいないでしょう」

「だろうな。あたしは人間だからな…」

　緋奈は焼け付く胸に空気を満たす。

「スター・センテンスっ…！」

　やはり同じだ。緋奈の魔法はいとも簡単に弾かれる。しかも今度は、それを緋奈に向けて反射させてくる。光は身をあぶり、傷口から激痛が駆かけ抜ぬける。

「………」

　エルシフは今までの魔族のように、戦いの場において笑おうとはしなかった。その目は愛する者をただ、心配そうに見つめている。

「ぜい……ぜい……」

　呼吸するたび、喉のどに絡からまる血けつ塊かいが鳴った。そして再び、深紅の吹雪が荒あれ狂くるう。







　おびただしく飛び散る血しぶきに、清次も、清美先生も目を背けた。由香利は首を振りながらすすり泣いていた。ミウルスだけが歯を食いしばり、惨さん状じようを凝ぎよう視ししていた。自らが選んだ彼女の闘たたかいを全て見届けることが、唯ゆい一いつ己にできることだから。

　たしかに、いま戦っているのは緋奈であって、ミウルスではない。しかし背を向ければ、目を閉じれば、それは彼女にとっては逃にげることと同義なのだ。

　自分が選んだから、緋奈は苦しんでいる。傷ついている。それなのに自分は…？

　ミウルスは己に力がないことを、生まれて始めて悔くやんでいた。

「はぁ…はぁ…」

「緋奈っ……」

　緋奈は壁かべに背もたれながら、それでもステッキを握にぎり直した。そしてゆっくりと壁を押おし退のけ、二本の足で立つ。

　いやだ。これ以上は、見たくない──ミウルスは声を張り上げた。

「もうやめてくださいっ！　緋奈、もういいです……！」

　涙なみだにかすんだ視界の先で、彼女はステッキを振り上げ…そして支えを失ったようによろめいた。

「緋奈っ！」

　ミウルスの悲鳴と同時、エルシフが倒たおれる緋奈を抱だき留めた。

「ここ……までか……」

　緋奈はエルシフの腕の中、苦しげにひとりごちた。

「……殺さ…ないのか…？」

「あなたを、愛しています」

　真しん摯しな眼まな差ざし、憂ゆううつな声色……緋奈がためらいを見せた。やがてその口から、小さな声が吐き出される。

「……本気…なんだな…？」

　エルシフが、無言で頷うなずく。

「分かった。この体、くれてやる……」

「いいえ……私が愛したのはあなたの魂たましい。太陽のように熱く、気高い、その心です。だからこそ、私の魂も惹ひかれた」

「……だったら、あたしの願いを聞いてくれ。そしたら…心ごとお前にくれてやる…」

　緋奈は喋しやべるのもだるそうに、エルシフの肩かたに首を預けた。

「願いとは……？」

「魔ま神じんの復活を止めて欲しい……」

　しかしエルシフは目を閉じ、見る方が切なくなるような、悲しげなそぶりを見せる。

「私も魔の世界に生きる者。それは……不可能です」

「やっぱり……甘あまいか」

　緋奈は力なく……しかしイタズラっぽく笑って見せた。

「じゃあ……代わりに二つ、聞いて欲しい」

「何でしょう？」

「ひとつ目は……学校の中に残ってる皆みなを助けてくれること」

「あなたの大切な友人ということですね…わかりました。私の屋や敷しきで、あなたとともに過ごせるように致いたします」

　それを聞いた緋奈は、満足げに頷く。

「それで…残りのひとつとは？」

「意外とにぶいな……」

　眉まゆ根ねを寄せるエルシフを、おかしそうに見つめる緋奈。

「あたしだけを、永遠に愛することだ……」

　エルシフの表情が、ぱっと輝かがやいた。そして強く頷く。

「この身に代えても…！」

　二人のやりとりを聞いた以上、ミウルスは何も言えなかった。彼女はその身を挺ていして、自分たちを助けてくれたのだから。そして思い知らされた。唯一神は絶対なのだと。その決定は絶対なのだと。

　人間は滅ほろびる。

　自分は緋奈とともに魔界へ堕おちるべきだろうか。それとも天使として、自害しようか…。いや、緋奈は自分を許してくれるだろうか。

　答えなど、出るはずもない。

　エルシフが、緋奈のひび割れたゴーグルを押し上げた。そこにあるのは優しげな瞳ひとみ。とても安らかな瞳が、エルシフと視線を交差させていた。彼が緋奈の頭を抱き寄せれば、緋奈は拒こばむことなく、片かた腕うでだけでもと、エルシフの首に絡からめる。

　そして、二人の唇くちびるが重なる。

「ん……」

　緋奈が甘えるように喉のどを鳴らし、回した腕に力を込め、さらに求める。彼もそれに答え、緋奈の口こう腔くうに舌を差し出した。自らもぎこちなく、血ち塗まみれた舌を動かす緋奈。

　こんな状じよう況きようで不謹きん慎しんだが……ミウルスは二人の行こう為いに見み惚とれてしまった。妖よう艶えんで、淫いん靡びで……なればこそ、とても幸せそうに見えた。

　だが、その一いつ瞬しゆんだった。

　緋奈が笑ったのだ。あの、暗い瞳で。







　緋奈は求めながら、口を、舌を、ある形に動かしていた。

　そして、かっと目を見開くエルシフ。彼の舌と入れ替かわり、口腔に熱い血潮が流れ込む。

　音もなく呟つぶやいた言葉は──スター・センテンス。

「う……あ……」

　エルシフの首を解放すると、彼は腹ふく腔こうを抱かかえて倒たおれ込んだ。それまで二人の身体からだに挟はさまれていた緋奈の手には、しっかりとステッキが握にぎられていた。

　悲しげな瞳を見下ろしながら、緋奈は味のしない彼の血を…形見とばかりに、胃の腑ふへ吞のみ下す。

「……悪いな。これが魔界にも天界にもいない、人間ってやつだ……」

　声をかけられたエルシフは、笑顔を見せる。さすがの緋奈も酔よってしまいそうな、ひどく儚はかなげな笑顔だった。

「……本当に……あなたとなら……長すぎる我が命……どれほど潤うるおったでしょう……」

　エルシフは、再び鮮せん血けつを吐はき出した。人間と遜そん色しよくない、深紅の血。

「喋るな。今、楽にしてやる」

「もしあなたの命が尽つきたなら……また……」

　もう声にはならず、微かすかな吐と息いきだけが残った。細めた瞳から、一筋のきらめく涙なみだ。力無く、手が伸のびる。緋奈はそれを握り、自分の頰ほおに当てた。

「ああ……そのときはきっと……」

　ほがらかな笑みを深めた彼の体を、聖なる光が包み込んだ。







　由香利たちが四階の他ほかの教室を回っている間、緋奈の胸ではミウルスが泣きじゃくっていた。

「ごめんなさい……ごめんなさい、緋奈……」

「なぁ……もういいよ…泣くなよ……」

　緋奈は廊ろう下かに腰こしを下ろし、壁かべに背もたれている。出血は収まったものの、ドレスの回復力で何とか意識を保っているような状態だ。

「なあ……もういいってば……」

「だって……だってぇ……」

　ミウルスの頭をぽんぽんと撫なでながら、緋奈は何度目かの溜ため息いきをつく。

「お前は何にも悪くないだろ。な……」

「ありがとう……でも、でも……」

　一向に泣き止やむ様子の無いミウルスに、しかし怒ど鳴なりつけるわけにもいかない。

「どうしてあんなにひどい目に遭あってまで戦ってくれるのですか？　あんなに嫌いやがってたのに……」

「ん……友達を助けるためだからな」

　そこへ、偵てい察さつに行った三人が戻もどってきた。

　清次はお情け程度にモップを抱え、清美先生は緋奈から取り上げたピストルを手に武装している。合気道を使える由香利は素手の方が強いので、手ぶらだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、もう人質も魔ま族ぞくもいないみたい」

「よし。ミウルスほら、後は屋上に行ってエンベローペを倒すだけだ。な？」

　緋奈はことさら優しく言ってやった。

「うん……」

　頷うなずくミウルスの顔は、涙に濡ぬれている。緋奈はぼろぼろになったマントを摑つかむと、辛かろうじて血の付いてない部分でミウルスの顔を拭ふいた。

「あう、痛いです……」

「泣く方が悪い。我が慢まんしろ」

　言いながら、力を緩ゆるめてやる。

「……さっきの魔族って、緋奈のこういう部分も知ってたのでしょうか」

　ミウルスが独り言のように呟く。緋奈は鼻白んで、首を傾かしげた。

「さあ？　でも、いい男だったな」

　茶化すように言って、立ち上がり…よろけたところで、清次が慌あわてて肩かたを貸してきた。

「与謝野さん、まだ無理だよ……」

　しかし緋奈は、先ほどから背筋の凍こおるような感覚を覚えていた。ミウルスはもちろん、自分以上にそれを受け止めているだろう。

　唸うなり声は、徐じよ々じよに大きくなってきている。

「……もう、時間がないのですね」

　ミウルスの神しん妙みような口調に、緋奈は頷いた。

「でもこんな状態じゃ……」

　言いかけた清次の頭を、ぽんと撫でる。

「勝つんだよ。汚きたない手を使おうが、何しようが……負けてられないだろ。そのために今まで……」

　魔族と言えども、人間となんら変わりない感情や意志を持つ者…それらを殺あやめたことに、嫌けん悪おを抱いだかずにいられない。

　しかし、一度だけ首を振ふって気を入れ直す。

　今は、進むべきだ。

　緋奈はおぼつかない足取りで廊下を歩み始めた。そして、屋上への階段に辿たどり着く。

「さて…お前たちはここまでだ」

「緋奈……」

　由香利が不安げな目で見み詰つめてくる。

「普ふ通つうの人間が危ないってのは、もう分かっただろ」

「うん……でも、絶対、絶対帰ってきてね」

「ああ、楽勝だよ。……それと清次、お前が一番まともそうだな」

「え？」

「あたし以外は熱血ばっかりだから、屋上に上がってこないように見張っててくれよ」

「うん、分かった」

　真しん剣けんな顔の清次。こんなにも頼たのもしい彼は、ひょっとしたら初めて見たかもしれない。

「先生もいいよな？」

「ええ…でも、本当に気を付けるのよ。ミウルスさん、与謝野さんをお願いします」

「任せてください」

　ミウルスが明るくガッツポーズをして見せた。

　三人がゆっくりと階段を降りていく。やがてその足音も聞こえなくなる。

「よーし…ミウルス」

「ええ、行きましょう」

　二人は強く頷き合って、屋上への一歩を踏ふみ出した。
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　アルミ製のドアを開けると、生暖かい風が二人の髪かみをなびかせた。鳴動は、風の吹ふき付ける方……上空から聞こえてくる。

「緋奈っ、あれ…！」

　覇は者しやの扉とびらは初めて見たときよりもずっと大きく、直径数十メートルにも達していた。

　何より驚おどろいたのは、その奥おくに見える一対の目だ。陽かげ炎ろうのような揺ゆらぎの向こう、巨きよ大だいな双そう眸ぼうが闇やみに浮うき上がり、時折瞬まばたきしては凶まが々まがしい光を放っている。扉はすでに開き始めていると考えた方が良いだろう。だが、そのあまりの巨大さに──あれだけ広大な出口をもってしても、まだ出てはこれない。

　怯おびえるような顔付きで息を吞のむミウルス。緋奈もしばらくは、凝ぎよう視しするしか術を持たなかった。

　と…闇から霧きりが滲しみ出し…エンベローペがゆるりと姿を現わす。彼女のマントと髪もまた、異界よりの風に激しくたなびいている。

「よくここまで辿り着けたね」

「おかげさまで」

　あけすけに挨あい拶さつし、ステッキを構える。

「エルシフのことは計算外だった。彼が倒たおされるとは思っていなかったもの……あなたなら、本当に魔ま王おうになれたかもしれないね」

「今からでもなれるさ」

「……そう思うなら、頑がん張ばってみることだね」

　エンベローペが両手を掲かかげた。その頭上に大きな魔法陣じんが描えがき出され、せわしなく電光を走らせる。腕うでが下ろされると魔法陣も同調し、やがて屋上の床ゆかに達するとき、そこから人型の白い影かげを立体的に浮かび上がらせた。

　きゅおんっ…！

　魔法陣が心ここ地ち好よい音を立てて砕くだけ散ると、人型は、はっきりと姿を現わす。背せ丈たけが四、五メートルはあろうかというそれは、一目で人造物と知れる。鋼鉄のボディ、寸すん詰づまりな頭と、長い、太い足。左腕には凶悪な鉄の筒つつを束にして引っさげている。

「緋奈……あれは何でしょう……？」

「何って……ロボット……じゃないか？」

　さすがに実物を見るのは初めてで、啞あ然ぜんとしてしまう。それは鋭えい利りな二つの目を輝かがやかせ、モーター音を響ひびかせつつ、踏み出した。老人の声が、胴どう体たい部分から聞こえてくる。

「見よラピティア！　これがわしの最高傑けつ作さく、トワイライト・Ｂじゃ！」

「いい歳こいて乗り物ではしゃいでんじゃねえぞ！」

「ふん…ただの乗り物かどうか、その身をもって確かめるがいい！」

　ロボットが左腕を上げた。結束された筒の束が、騒そう音おんとともにめまぐるしく回転を始める。緋奈は瞬しゆん時じにしてミウルスを抱だき、後ろに飛び退のく。

　ブオンッ！

　一瞬の銃じゆう声せいにも聞こえたが、無数の弾だん痕こんが線となり、屋上の床を引き裂さいていた。

「バルカン砲ほうかよ…」

　緋奈は映画でしか観たことがないものを目まの当たりにし、舌を巻く。

「なんでしょう……すごい武器ですか？」

「見たらわかるだろ」

　続いて第二射が降り注ぐ。緋奈はミウルスの手を引いて、全力で駆かけ出す。

「ここに入ってろ」

「あうっ」

　緋奈は走りざま、ミウルスを昇しよう降こう口ぐちに放り込んだ。

「ええい…すばしっこい奴やつじゃ！」

「うるせえ、へたくそ！」

　怒おこった返事のように、バルカン砲が火を噴ふく。緋奈は魔法を叩たたき込むため、その懐ふところに飛び込んだ。

「スター・センテンス！」

　魔法は、効かない。

「かかったな！　この装そう甲こうには魔力を防ぐコーティングを施ほどこしてあるのじゃ！」

　人間に害をもたらす聖なる光も、届かなければ意味が無い。そして機械自体には、魔力などというものは通じないらしい。

　ロボットの頭部、口に相当する部分から一本の筒が現われる。

「っ…！」

　バルカン砲に気を取られていた緋奈は遅おくれを取った。そこから吐はき出されたのは紅ぐ蓮れんの炎ほのお。マントを翻ひるがえして防ぐが、先の戦いで破れた穴から赤い舌が侵しん入にゆうし、身を焦こがす。

　熱さを通り越こした痛みを堪こらえ、跳とび退さがる。だが緋奈の足が着地する前に、バルカン砲が唸うなりを上げた。

「うあっ！」

　足がかりを失っていた緋奈は体をさばけず、十数発もの弾丸を浴びてフェンスまで噴き飛んだ。弾丸は皮ひ膚ふすら貫かん通つうを許さなかったが、衝しよう撃げきに打ちのめされてしまう。

「ぬっ…？」

　Ｂが呻うめく。一秒で百発前後の弾丸を吐き出すそれは、早くも弾たま切れとなっていた。今となってはモーターの回転する音しか、バルカン砲からは聞こえてこない。

（ラッキー……かな……）

　緋奈は痛む体に鞭むち打って、ゆっくりと起き上がった。

「ええい、もう少しでとどめを刺させたものを」

　Ｂが不要になったそれを切り離はなした。今度は右腕に新しく筒が現われる。一本だけ、その代わりかなり大きな口径だ。

「くらえっ！」

　大おお柄がらなそれは轟ごう音おんを上げ、緋奈がいたはずの場所を粉々に撃うち砕く。緋奈はミウルスのいる昇降口へ逃にげ込んでいた。

「……今度はショットガンか」

　コンクリートの床はぐしゃぐしゃにめくれあがり、無数の点が穿うがたれている。

「大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「ああ、なんとか……魔ま法ほうを食らうよりは回復が早いみたいだ」

「どうしましょう？　魔法が効かないのでは……」

「仕方ない。実際に使うつもりはなかったけど…」

　緋奈でさえも使いたがらない武器とはなんだろう。

　少しだけぞっとしながら、ミウルスは紙かみ袋ぶくろから最後のひと包みを手て渡わたした。野球のボールぐらいの大きさの、丸いものだ。

「出てこいラピティア。あきらめたのか？」

「冗じよう談だんじゃねえ」

　再び昇降口のドアをくぐり、姿を見せる。体をマントで覆おおっていたので、全身は幾いく分ぶん小さく見えた。

「くかか、よい心がけじゃ……身を整え、死を覚かく悟ごしたか？」

　Ｂの嘲ちよう笑しようをよそに、緋奈は軽く呼吸を整えた。手の内に納めたものを緩ゆるやかに握にぎり直し、ごつごつした感かん触しよくとともに重さを確認する。一いつ般ぱんに言われる殺傷能力は半径五十メートル……しかしながら訓練された大人おとなでも、投とう擲てきできるのは二十メートルがせいぜいだと言う。自分とＢとの距きよ離りはおよそ二十数メートル……今の能力でも届くかどうか。かといって懐に飛び込むのは──。

（自殺行こう為いだな）

　ひとりごちてから…心臓が早はや鐘がねを打っていることに気付く。そして緋奈は沈ちんうつな面持ちで口を開いた。

「じいさんよ、ひとつ質問していいか？」

「何じゃ？」

「その装甲ってのは…魔法にだけ有効なのか？」

「ふははっ、物理的に破は壊かいしようというのか？　無む駄だじゃ……貴様のことを調べさせてもらったが、所しよ詮せんは生身の人間。バズーカでも無ければこの装甲を破るなど無理な話よ」

「そうかい……」

　緋奈はにやりと笑い、マントを振ふり払はらった。

「じゃあ、こいつでもいけるな！」

　その右手にはステッキ──左手には、すでにピンを抜ぬかれた手しゆ榴りゆう弾だんが握られている！

「なんじゃとっ!?」

　バズーカでもなければと言うのなら、やはり直ちよく撃げきさせなければなるまい。ならば狙ねらいは決まった。後は賭かけるのみ。

「米軍海兵隊の横流し品だ、食らいやがれっ！」

　さあ、賭けだ──！

　緋奈は軽くそれを放り上げ、落ちてきたところをステッキで打ち放った。







（なんや、辛しん気き臭くさいなぁ…）

　圭一は気晴らしに外を眺ながめたが、あるのはうやむやに色を変えるケッタイな空ばかり…余計気分が滅め入いってくる。みな、心配なのは分かるが……保健室に漂ただよう空気は、まるで通夜の日のそれである。

（ヒナヒナ……ほんまに大丈夫なんやろか……）

　保健室にやってきた由香利たちは足取りも重く、口もあまり開こうとはしない。緋奈は、四階でひどい苦戦を強いられたと言う。圭一は胸中で舌打ちしながら、何度目かの溜ため息をついた。

（やっぱ、じっとしとんのは性に合わんな…）

　そんなときだった。


　っぱああああぁあぁん──！



[image: ]

「うわっ!?」

「きゃあっ!?」

　脳天に直じかに叩たたきつけられるような、とてつもない爆ばく音おんが一同の耳をつんざいた。そのあまりの音量に、鼓こ膜まくは異様に軽い音しか拾えなかったが──腹に響ひびくびりびりとした空気の震ふるえは、地鳴りほども重たいものだ。

「なっ…んや、今の!?」

　これまでも銃じゆう声せいのような音は聞こえていたが、今回は比ひ較かくにならない。明らかな爆音だ。

「あれっ…！」

　由香利が指差す窓の外…コンクリートの塊かたまりやら、何かの金属片やらがばらばらと、雨のように校庭に降ってくる。

（おいおい…ヒナヒナ、何やっとんねん…）

　刹せつ那な、胸のうちに湧わき上がる耐たえ難さ。

　緋奈は今、どうしているのだろう。

　たったそれだけの……ただそれだけの不安が、圭一の足を動かした。

「どこへ行く鈴野！」

　ベッドの脇わきに立ち上がった岩田先生へ向け、圭一はすっと目を細める。

「…言わなわからんのかい」

「お前は牧田たちの話を聞いてなかったのか！」

「おう、途と中ちゆうからさっぱり聞いとらんかったわ！」

　啖たん呵かを切ると、岩田先生が何かに気付いて視線をはずした。その先には…清次が、ドアを背に立っていた。

「お前……」

「行かせない。いくら鈴野君が強くたって、あんなやつらにかなうわけないよ！　それに、与謝野さんと約束したんだ」

「コラッ、清次…」

　圭一は嚙かみ付くような勢いで清次に歩み寄った。

「どかんのやったらほんまにしばくぞ？」

　言いながら、圭一は拳こぶしを固める。清次は怯おびえるそぶりを見せながらも、それでも立ちはだかる。

「ええ度胸や…！」

　圭一は手を上げようとした……が、抵てい抗こうに合い、それはかなわなかった。見れば岩田先生に、その手首をしっかりと押おさえられている。

「鈴野……与謝野がこの世で一番嫌きらいなものを知っているか？」

「あ？」

「友達を傷つける奴やつだ。こんなことをして会いに行っても、嫌われるだけだぞ」

　心の奥おくまで見み透すかされそうな、その目。圭一はいつしか脱だつ力りよくしていた。

「わかっとるわ……けどな……」

　それ以上言葉が続かず、うなだれる。ふと見れば、清次は安心したのだろう…今にも泣き出しそうな表情をしていた。

「……すまんかったな。見かけによらずええ度胸しとんな、お前」

　そう言うと、清次の顔が少しほころんだ。

「あーあ、それに比べて俺おれってばイケてへんな…って、せんせ、もう手ぇ放し…」

　そこに冷たい鉄の感かん触しよくを押し込められ、圭一は口をつぐむ。今まで岩田先生のベルトに挿ささっていた銃じゆう…その銃じゆう把はである。

「岩田先生っ！」

　清美先生が叫さけんだが…圭一は、それをしっかりと握にぎっていた。

「なんや……ええんか？」

「正直言うとな……あと十歳若ければ、私が飛び出していた」

　そして岩田先生は手を放す。

「若いうちは何でもやっておいたほうがいい。自分で決めたのならなおさらだ。だがな、何をするにも覚かく悟ごはしておけ」

　そこに由香利が、ひどく心配そうな様子で言ってくる。

「先生どうして？　緋奈のことが信じられないの？」

「……私も男だからな。この馬ば鹿かもんの気持ちが分からんでもないんだ。なあ牧田、約束の重みは私も分かるつもりだ。でも今回は私に免めんじて、行かせてやってくれないか」

「死ぬかもしれないんですよ！」

　と、清美先生がことさら語気を強めるが、彼は首を横に振ふる。

「だから覚悟しろと言ったんですよ──」

　思うところがあるのだろうか。岩田先生は誰だれにともなく、一度頷うなずいた。そして再び圭一を見て、その背を叩く。

「ほれ鈴野、さっさと行かんか。愛いとしいあのコが屋上で待っとるぞ」

　にやっと口の端はしを歪ゆがめる岩田先生。

　少しして、女二人がそれと似たような、ひどくいやらしい（圭一にはそう見えた）笑みを浮うかべる。

「きゃーっ、なになに、まさかひょっとして告白しちゃうんだ!?　すっごいシチュエーションだねっ！」

　ぶんぶんと手を振る由香利に、

「ファイトよ、鈴野君！」

　胸元で拳を握る清美先生。

　他ひ人と事ごとのクセにやたら気合の入りまくる女たち。圭一は一いつ緒しよに何かを言おうとした清次をはたき倒たおしてから、真まっ赤かな顔で保健室のドアを引き開ける。

「こっ…んのくっそじじい！　覚えとれや！　ぜったいシバいたるからな！　卒業式のお礼参りなんぞ待ってやらんぞ！　このボケ！　カス！」

「だったら、ちゃんと生きて帰って来いよ」

「じゃっしゃあタコ！　おう、行ったるわ！　上等じゃ、お前ら今に見とけや！　二本の足でぼっこぼこに食らわしたるからな！」

　そんな折である。弱々しいかすれ声が聞こえてきたのは。

「す、すずの……」

　ベッドに伏ふせった川島先生からだった。しゃべることも苦しいはずだが、彼の中の熱い何かがそうさせるのだろう……彼は毛布の下から苦痛に震ふるえる手を差し出した。そして。

　ビシィッ──！

　そんな音が聞こえそうな勢いで、川島先生は親指を立てた。血の気のない引きつった笑顔で、ニカッと白い歯を見せながら。その男らしさはまるで、映画『ターミネーター２』のラストシーンを髣ほう髴ふつとさせたのだが……。

「むかつくんじゃハゲぇっ！」

　圭一は力の限り吐はき捨て、駆かけ出した。







　それはまさに神業と呼べる芸当で、皮肉にも、緋奈へ向けられたショットガンの銃じゆう口こうに見事に収まった。同時に昇しよう降こう口ぐちに舞まい戻もどり、ミウルスをかばうように押おし倒す緋奈。

「のおおっ！」

　悲鳴がこだました。年老いた、しゃがれた悲鳴。まぶたの裏に焼きつく光。爆音、振しん動どう……巻き込む熱風と、降り注ぐ重い音。

「緋奈……？　大丈夫ですか…？」

　目を開けると、眉まゆをハの字にしたミウルスが聞いてきた。

「ん……ああ。さすがにすごかったな…」

　緋奈はミウルスを起き上がらせ、それから一度、かぶりを振った。衝しよう撃げきに頭がくらくらする。

　ゆっくりとそこを出ると、殺風景な屋上で、トワイライト・Ｂが巨きよ体たいを横たえている。上半身の右側が見事に噴き飛ばされて、コクピットでは血まみれのＢがぐったりとしていた。

「悪い……でも、往生してくれ」

　嚙かみ締しめるように言ってから、残るひとり……エンベローペを探そうと周囲を見み渡わたした。

「圭一！」

　ミウルスの声が聞こえ、緋奈は慌あわてて振り返る。そこには圭一が、息せき切って立っていた。岩田先生に渡した拳けん銃じゆうを握にぎり締めて。

「ばか、てめえ何しに来た！」

「そうですよ、早く戻ってくださいっ！」

　圭一はミウルスを押し退のけると、真顔で詰つめ寄ってくる。

「よかった……無事やったんか……」

「おい、まだ終わってねえんだぞ」

「まだおるんか？」

「エンベローペが残ってる。だからさっさと戻れ」

　緋奈は邪じや魔まっけに圭一の胸を押し返した。しかし彼は食い下がり、緋奈の肩かたを摑つかんでこう言った。

「緋奈、好きや」

「は……？」

　ぽかんと呆ほけて、それから徐じよ々じよに言葉の意味を理解していく。頰ほおが熱くなった。

「ばか、冗じよう談だんなら終わってからにしろ！」

「ほんまや……いや、終わってからでもええねんけど……何て言うか……心配やったし……今言わな……」

　珍めずらしく口ごもる圭一を見ながら、緋奈はいつものつまらなそうな顔で言った。

「ああ？　あたしが負けるとでも言いたいのか？」

「違ちがうねん……その……って、うおわっ!?」

　気まずそうに顔を背けた圭一が、悲鳴を上げる。

「何や…ごっついのがこっち見とるで…」

「魔神様だとさ」

　同じように空を見つめる緋奈。そこにミウルスも加わる。そして彼女は、びくりと体を強こわ張ばらせた。

「緋奈……また広がってませんか？」

「ああ、そりゃあ…あの機械が……」

　はたと思い出し、血相を変える。

「やばい、ほったらかしだ！」

　昇降口付近で戦っていたため、プローブ・Ｓが給きゆう水すい塔とうの陰かげになり……その存在をすっかり忘れていたのだ。

　緋奈は慌てて走り出し、ミウルスと圭一が後に続く。やはり機械は稼か動どうしつづけていた。無数のメーターが行ったり来たりを繰くり返し、小さなランプ……ＬＥＤを瞬またたかせている。

「遅おそかったね」

　プローブ・Ｓの前に立ちはだかるのはエンベローペだ。彼女は辿り着ついた三人…その中の圭一に向けて言う。

「告白は終わったのかい？」

「……好きさえ言えればええやないか」

　馬ば鹿かにされた口調に、圭一が双そう眸ぼうを細める。しかしエンベローペは止やめない。

「返事は聞かなくても？　それくらいの時間、待ってやるよ」

　彼女は緋奈と視線を交わした。それから緋奈は、横目に圭一を見る。

「聞きたいか？」

「恐こわいから、後でええわ」

　しかし緋奈は意地悪く笑って、圭一の意向を無視した。

「好きだよ」

　はっきりとそう言って、エンベローペに視線を戻もどす。圭一は緋奈の、汚よごれてなお凜りんとした横顔に見み惚とれ、ミウルスは恥はずかしげに、二人を交こう互ごに見やっていた。

「待ってもらって悪いけどな、時間がないのはこっちなんだ。消えてもらうぞ」

「冗談を。せっかくここまで上手うまくいったのだ……」

　エンベローペが、すっと空を、覇は者しやの扉とびらを指差した。それを目で追った三人は息を吞のむ。奈な落らくのような深い闇やみから、真っ黒い突とつ起き物ぶつが飛び出していた。

　それはひと抱かかえ十数メートルはあろうかという巨きよ大だいな、魔ま神じんの指であった。爪つめも無く、ただ棒状の……その深い深い闇が、彼の身体を形作るそのものなのだろう。

　奥おくに見える脂あぶらぎったような目は、笑っていた。にたにたと、いやらしく目を細めていた。永きに渡わたる封ふう印いんからの解放を思ってか、それともこれから自らが起こす破は壊かいを思ってか。

「お前たち人類の終しゆう焉えん……再び魔が、地上を闇に覆おおい、我ら魔族が大地を席せつ捲けんする……魔神、ロソ・マウソの名の下に」

「なんじゃと…」

　呻うめくような問いかけは、破壊したロボットの中から聞こえてきた。

「魔神を地上に召しよう喚かんし、それを用いて世界を統べるのではなかったのか……？」

　今にも潰つぶれそうな声と、苦しげに歪ゆがんだ顔は、エンベローペに向けられていた。彼女はそれを聞いて哄こう笑しようする。

「ばかだね。あれだけ偉えらそうなことを言っておいて、何も知らないのだから」

「おのれ、ふざけるな…！　させん！　させんぞ！　人のいない世界に何がある……世界はわしが制するのじゃ……人のいる世界を！　そうじゃ、全すべての愚おろか者どもをわしの前にひざまずかせるのじゃ！」

　Ｂがコクピットの中で、コンソールに血まみれの指を走らせる。

「滑こつ稽けいな。そのがらくたで何が出来ると……」

　ひゅうぅうん……。

　エンベローペが音のした方…プローブ・Ｓを振ふり返った。メーターはさっきまでの勢いを失い、ひとつのＬＥＤだけがゆっくりと点てん滅めつを繰り返している。

「何をした!?」

「……プローブ・Ｓは自己診しん断だんモードに移行した。これから三十分は休止状態になる」

「どこまでも小こ賢ざかしい人間め…！」

　エンベローペの注意がＢの一点に集まった隙すきに、緋奈はステッキを振り下ろす。

「スター・センテンス！」

「ラピティアぁっ！」

　エンベローペは瞬しゆん時じに手を薙なぎ、緋奈の魔法を弾はじき返した。そして返す刀でマントを広げ、怒いかりに集約された赤い雷かみなりを放つ。

「きゃああっ！」

　悲鳴を上げ、ステッキを取り落とす緋奈。雷光はその身体を束そく縛ばくしたまま放そうとしない。

「ヒナヒナっ……おいみゅーちゃん！」

　すがるように求める圭一へ、ミウルスは絶望的な面持ちでかぶりを振る。

「少年っ！」

「なっ……なんや……？」

　圭一は、コクピットの中で操作を続けるＢに向き直った。彼の手招きを見て駆かけ寄る。真新しい、血と、硝しよう煙えんの匂においが鼻についた。

「いまじゃ…奴やつがラピティアに気を取られているうちに、あれを撃うて」

　ぜいぜいと青い顔で言葉を紡つむぎ、プローブ・Ｓを指差す。

「どこや、どこを撃ったらええねん」

「あれは精せい巧こうに造られておる……外装も薄うすい。その銃じゆうの威い力りよくなら何発か、どこかに撃ち込めばそれでいい」

　言い終わってからＢは、何かのレバーを引き下げた。

　ごんっ！……ごごごごぉっ……！

　トワイライト・Ｂがゆっくりと立ち上がる。幾いくつもの部品がこぼれ落ち、剝むき出しの部分が小しよう爆ばく発はつを起こした。だがＢはそれすらも気にせず、きっと天空の闇を睨にらみ付ける。

　エンベローペがそれに気付き、Ｂに向いた。電流の檻おりから解放された緋奈が、ミウルスの腕うでにぐったりと倒たおれ込む。

「Ｂ、そのがらくたでまだ何かをするつもりか？」

「こいつで魔神を押おし返す」

　トワイライト・Ｂの背中に付いているランドセルが、ジャッ…と口を開けた。バーニアに眩まばゆい火がともり、咆ほう哮こうする。

「ばかばかしい……魔神がそのがらくたでだと？」

「わしの研究データから言えば、魔神は物理力で押し返すことが出来る……奴は長い封印でかなり弱っているようじゃ。今まで吸い取ったエネルギーも、全て封印の解放に向けておるからな。こいつの動どう力りよく炉ろを臨界点でぶつければ、いかに奴とて傷を負い、解放のエネルギーを自ら取り込むじゃろう……」

　ミウルスの腕の中、おぼろげに目を開けた緋奈。

「そうか……それなら封印は……」

　ミウルスが希望に表情を輝かがやかせる。

「ええ、全てとはいかなくても、かなり回復するはずですっ」

「でたらめを！」

　エンベローペの雷光も、天の魔力をはね除のけた装そう甲こうには傷ひとつ付けられない。

「愚おろか者ものめ！　自分が誰だれを選んだか……忘れたとは言わせんぞ！」

　バーニアが、いよいよ白い炎ほのおを吐はき出す。

　トワイライト・Ｂが飛んだ。ロケットの轟ごう音おんは一気に爆音に変わり、覇は者しやの扉とびらに吸い込まれていく。

「若者よ、わしが帰るまで世界を頼たのむ……また会おう！」

　そして閃せん光こうが走った。







　うおんっ…！

　地鳴りのような魔神の悲鳴に、校舎がびりびり震ふるえる。魔ま神じんが目をつむった。覇者の扉は収縮する。突つき出ていた指が消え、闇やみの渦うずは十メートル程にまで縮小した。

　愕がく然ぜんとしたエンベローペが、はっと視線を戻もどす。原因は立て続けの銃声だ。完全に停止したプローブ・Ｓ。エンベローペは逆上し、髪かみを逆立てる。

「人間ごときが……！」

「残念やったな。これで終わりや」

　スライドストップした拳けん銃じゆうを片手に、圭一がいやらしく笑った。緋奈もミウルスに肩かたを借りながら、立ち上がる。

「人間様が魔族ごときにやられるかよ」

　そしてミウルスは、エンベローペに向けて言い放つ。

「天の御み名なにおいて、天使ミウルスが命じます。これ以上の争いは無用です。観念して魔界へと帰りなさいっ！」

「黙だまれ！　まだ何も終わってなどいない！」

　風を切って振ふり上げられた彼女の腕に、緋奈が身構えた。

　しかし。

「な……んや…」

　ミウルスの視界の端はしで、ゆっくりと何かが倒れた。湯のように熱いものが頰ほおにかかった。

「圭一っ！」

　緋奈の悲鳴を聞き、彼のいる方を見て…ミウルスはようやく事態を理解した。圭一が腹を抱かかえたまま、自らが作った血ち溜だまりの上に倒れている。

「愛する者の死を見て怒いかれ…憎にくしめ…そして悲しむのだ……天に属する者の負の感情は、人のそれを遥はるかに凌りよう駕がする！」

　闇を背に、狂きよう気きじみた笑顔を浮うかべるエンベローペ。それを睨み付けるミウルス。

「圭一っ、圭一っ…！」

　圭一の空うつろな目を見つめながら、何度も彼を呼び続ける緋奈。

「…まさか、自分がこうなるとは思わんかったわ……覚かく悟ご……足らんかったかな……」

「大だい丈じよう夫ぶか？　大丈夫ならもう黙ってろ…」

「いや、あかん……みたいや…」

　緋奈の口元が情けなくへの字に曲がり、瞳ひとみからは今にも涙なみだが溢あふれそうだった。

「緋奈…聞いたか？　お前が泣くとあれがまた開いてしまうんやて…だから泣かんといて…な？　これで負けたら、俺おれ……」

　緋奈はきゅっと唇くちびるを引き絞しぼって、頷うなずいた。ミウルスも圭一の言葉に、必死に涙を拭ぬぐう。

「大丈夫、緋奈は負けませんっ！」

「ああ、速そつ攻こうであいつ倒たおして、救急車呼んでやるからな」

　圭一は弱々しく緋奈の腕うでを摑つかみ、一筋だけ涙をこぼし……わずかに、首を振った。

「いやや……緋奈…緋奈…死にとうない……」

　喉のど元もとから不ふ明めい瞭りような音を立てて、圭一が血を吐いた。そしてぱたりと、腕が落ちる。

「ばかっ、死ぬな、死なないで…圭一！」

　ミウルスは歯を食いしばったままそれを見つめる。そして緋奈に代わり、彼の生気を失った目を覆おおい、目ま蓋ぶたを閉じさせた。

　エンベローペが、それを楽しげに見下ろしていた。狂くるった笑顔を湛たたえていた。彼女の背にある覇者の扉は、確かに広がってきている。

　怒ってはいけない。憎んでも泣いてもいけない…それらは全すべて後回しだ。だが感情を抑おさえ込むほどに、今度は憤いきどおりが首をもたげてくる。緋奈を慰なぐさめるつもりで寄り添そったのに、いつの間にか自分が緋奈にすがっていた。

　何も出来ない自分。

　こんなに何かをしたいと思っているのに、何も出来ない。

　こんな情けない天使だから選ばれてしまった。

　落第天使は他ほかにもいるのに、自分が選ばれた理由。

「えっく……ひっく……」

　ミウルスはいつの間にか泣いていた。しかしそんなミウルスの頭を、ぽんと撫なでる手があった。

「圭一は、泣くなって言ってた。それに…こっちだけ犠ぎ牲せい者しやが出ないってのも、虫のいい話だろ」

　なだめるように言って、緋奈がステッキを拾い上げる。圭一の握にぎったままの銃じゆうも。

「これは形見」

　緋奈からその銃を手て渡わたされる。彼女は吹ふっ切れたような笑顔で、言った。

「預かっててくれよ」

　そして再ふたたび、ミウルスは涙を溢れさせた。

　緋奈はなんて強いんだろう……。私は泣いているだけ……？

　違ちがう…違う、違う、違う違う違う！

　自分は天界の使者だ！

　人間を助ける正義の天使なんだ！

　そう思って顔を上げた途と端たん、自分の手にした銃が、緋奈の手にしたステッキが、そのドレスが光り輝かがやいた。

「ミウルス……これ……」

　緋奈がこれまでに放ってきた、とげとげしい光ではない。柔やわらかく包み込む、暖かい、真っ白い光だった。

　ミウルスは目を閉じ、それを感じ取る。自分の内から溢れてくる力を、素直に解き放つ。

（緋奈…！）

　転てん瞬しゆん、エンジェルナイトのドレスは一新した。胸の宝玉はより明るい、秋空の、突つき抜ぬけるような青に。黒いドレスはより深い、冬の夜空の漆しつ黒こくに。ぼろぼろだったマントはその姿を純白の翼つばさに変えて、緋奈の背にたたまれていた。

　そして緋奈の胸の前に、それは浮ういていた。

　ステッキも、ミウルスの手にしていた拳けん銃じゆうもどこにも見当たらない。互たがいは融ゆう合ごうし、鉛なまりの代わりに魔ま力りよくを放つ銃になったのだ。

「……お前がやったのか？」

「は…はい……多分……」

「さすがは正義の天使……だな」

　緋奈は呆ぼう然ぜんとするミウルスに微笑ほほえみかけて、銃を手にした。そしてエンベローペをポイントする。

「そんなおもちゃで私に勝つつもり？」

「勝たないと、圭一が浮かばれないからな」

　緋奈はもう笑わない。銃の撃げき鉄てつを上げると、それに連動して背中の翼が広がっていく。

（きれい…！）

　ミウルスは心奪うばわれた。光の粉をしんしんと降らせるそれは、ミウルスがこれまでに見た、いかなる神族の翼より雄お々おしく、気高い。

「撃うつがいい…憎にくしみによって放たれる魔力は、魔神への恰かつ好こうの貢みつぎ物もの！」

「違うな。義理、仁義、愛……言い方は色々あるけどな──お前に分かるか？」

　緋奈が言うと、翼は輝きはじめた。いや、光を集めている。どこからともなく現われた光が翼に止まり、その輝きをますます引き立てていく。

「あたしは今、知った──！」

　魔神の求めるものが負のエネルギーと言うのなら、それはまさに対極を成すものだった。エンベローペもそれを感じ取ったのか、口走る。

「ばかな…そうだ、馬ば鹿かげている！」

　エンベローペが両手を緋奈に向けて、今までよりも遥はるかに太い稲いな妻ずまを走らせた。空気を炸さく裂れつさせる赤い雷らい光こう。だが、緋奈の目の前で儚はかなく霧む散さんする。

「私は負けない！　絶対、負けるものか！　ここまで来た…貧ひん民みん窟くつを抜け出して、黒バラと呼ばれたあのメリーサを蹴け落おとして、この大役を手に入れた！　私が魔ま王おうになると…！　約束したっ…！」

　エンベローペの放つ魔法は、徐じよ々じよにその威い力りよくを衰おとろえさせていった。声は切ない涙なみだ声ごえ。狂くるった笑みはいつしか、深い悲ひ哀あいに彩いろどられていた。かなわないことを、もう悟さとっていたのかもしれない。

　しかし、それでも彼女はがむしゃらに雷いかずちを放ち続けた。それはきっと彼女にも、負けられない理由わけがあったから。

「負けない！　負けないっ…！」

　ミウルスは憐れん憫びんに目を細めた。

　緋奈はきっと眉まゆを吊つり上げ、引き金にかけた指を引く。

「エンド・オブ・ルーイン！」

　翼は飛ひ翔しようするが如ごとく、天に向けて羽ばたいた。集められた光が緋奈の体を通り抜け、銃じゆう口こうから奔ほん流りゆうとなってエンベローペに達する。

　彼女はそれを浴びた瞬しゆん間かん、目を見開き、涙をぱっと散らせた。

　おかあさん……。

　そう聞こえた直後に、彼女は消えた。

　光はそのまま覇は者しやの扉とびらをくぐり、次元の隔へだたりすら無視して、真まっ直すぐ空へと突き抜ける。魔神の唸うなりが断だん末まつ魔まに変わり、覇者の扉はその口を閉ざす。異空間の壁かべはガラスのように破は砕さいされ、後には静せい寂じやくだけが残った。

　戻もどってきた平へい凡ぼんな空。退たい屈くつな町並み。人造物の形作る地平線に、朱しゆと紺こん碧ぺきが浮き上がってきた。それは、夜明けだった。







　緋奈は圭一の側そばで項うな垂だれていた。変身を解いて制服姿に戻ると、ぺたんとその場に座り込んでしまったのだ。

「緋奈……」

　その肩かたに手を添そえる。小刻みに、凍こごえるように震ふるえていた。抱だき寄せると、緋奈は胸にすがり、静かに泣きはじめた。

　ミウルスは何も言えず、その背中を抱きしめるだけだった。

「ミウルス」

　透すき通った声色が、二人の耳に聞こえてくる。顔を上げると、ひとりの少女が虚こ空くうに立っていた。錫しやく杖じようを携たずさえ、真紅の髪かみと衣装の裾すそとを清風にたなびかせている。

　ミウルスは緋奈から手を放して立ち上がる。慎つつしんで頭を下げ、彼女を──聖四天マリアクレセルをみつめた。

「マリアクレセル様……終わりました……」

　しかし彼女は少しだけ微笑んで、首を横に振ふった。

「いいえ……まだ、終わってません」

　怪け訝げんな表情をするミウルスをよそに、マリアクレセルが手の平を返す。そこに一本の錫杖が現われた。

　彼女の手にしているものと同様、長さはひとの身の丈たけほどもあるが……その造形は緋奈の持っていたステッキによく似ていた。それをミウルスに差し出すと、彼女は言った。

「ミウルス。あなたの選んだ勇者に、光を与あたえてあげなさい。あなたはもう、神なのですから」

　ミウルスは我が耳を疑った。そして、ぼうっとしたまま錫杖を手にする。神族の証あかしである、それを。

「……なすべきことは、わかりますね」

「はい…！」

　輝かがやくような表情でミウルスは振り返り、横たわる圭一へ錫杖を差し向ける。

「正義の勇者を愛し、ともに戦ったあなたへ……」

　圭一の全身が、光のベールを帯びていく。そして錫杖は、天高く掲かかげられた。

「光あれっ！」







　エピローグ










　一週間が過ぎた。

　人間の世界に平へい穏おんが戻もどってきたように、魔ま界かいの一部にも日常が蘇よみがえりつつあった。ここがその一部…グレバディン家の別宅である。

「メリーサさまっ、ただいま戻りました！」

　あわただしくドアを開けた従者へ、メリーサは半歩振ふり返る、別宅とは言えグレバディン家が所有である…一通り揃そろえられた一級品の家具同様、くるぶしまで覆おおうような上等な絨じゆう毯たんがその足音を吞のみ込んだ。

「…お父様のご機き嫌げんは？」

「はっ、それが遠方の山々をも震ふるえ上がらせるようなお怒いかりでして…」

　メリーサは窓から箱庭を眺ながめつつ、目を伏ふせた。先回の斥せつ候こうの報告が『天地をひっくり返すようなお怒り』だったことを鑑かんがみれば、まだまだ屋や敷しきには戻らない方がいいだろう。

　己ひとりだけ五体満足に帰ってきたのだ…それもしようがない。

「そう言えばパパロン」

「はっ」

「庭の草むしり…」

　びくっ！

　と、パパロンの毛並みが総毛立った。

「……どうしたの？」

「い、いえ…草はそれほど生えておりませんでしたので…」

「そう…？」

　メリーサは椅い子すに腰こし掛かけ、再び自分の箱庭を眺ながめた。人間界に行っている間ほったらかしだったのだが…やはり、それなりに雑草が生えている気がする。

「いえ、その…つまり、あまり頻ひん繁ぱんに草をむ、むむ、むしりますと…土が傷つくのではないかと」

　ひどく怯おびえた様子のパパロン。なぜか『むしる』のフレーズでどもる。

「そう…。あなたがそう言うのなら…」

　メリーサはさして気にせずに、もう冷め切ったティーカップに口付けた。薄うすらいだ茶の香かおりを感じながら、視線を外へ…庭ではなく、彼方かなたの空へ移す。

「人間……私たちとよく似ていたわね」

「はっ……？」

「負の感情だけじゃない…私たちと同じように笑ったりもしていたわ」

「しかしメリーサ様…！」

　彼の言葉を遮さえぎるわけではないが、メリーサは口を開いた。

「お父様から聞いたことがあるの」

「はっ？」

「魔族と人間はもともと同じ種族だったと…あなたは信じる？」

「ご冗じよう談だんを…このパパロンめをからかわれているのですか？　奴やつらは魔力も持たず、愚おろかしく、そのくせ小こ賢ざかしく…！」

「お前はまじめなのね」

「ははっ、ありがたき…」

「褒ほめてないわ」

　そしてメリーサは再び…器のそこに雫しずくほど残っている茶を含ふくむ。

「退たい屈くつね……私がむしろうかしら」

　びびくぅ！

「そそそそそれだけはお許しをおおぉ！」

　何を勘かん違ちがいしたのか、絶ぜつ叫きようしてあわただしく退室するパパロン。しかしそこまで言うなら、草むしりは彼がするだろう──メリーサは椅子に背もたれると、軽いまどろみに身を任せた。人間の世界で過ごしたわずかな日々を思い浮うかべながら。

　己の有する寿じゆ命みようと比べれば、一いつ瞬しゆんとも言えるその日々を──。







　それから一週間後。

　文芸部のレギュラーメンバーが、病院の一室に集まっている。

　真っ白いシーツから身を起こした圭一。清次の切り分けてくれたりんごの一切れを頰ほお張ばり、ベッドに倒たおれ込む。

「鈴野君、大だい丈じよう夫ぶ？」

「まだ起きちゃだめだよ」

　心配そうな清次と由香利に、圭一が笑顔を振ふる舞まった。彼は今日、やっと面会できるまでに回復したのだ。まだ腹部には、ぐるぐるに包帯が巻かれている。

「……しっかしみゅーちゃんらしいなぁ……どうせならもっと完かん璧ぺきに治してくれりゃあええのに」

　それを聞いた緋奈は、眉まゆをそびやかした。

「文句言うな。勝手に屋上に来たお前が悪い。生き返っただけでも感謝しろ」

「何やねん、偉えらそうに。お前に助けられたんと違ちがうわ。あーあ、ミウルスさまさまや」

　膨ふくれ面づらで文句を言う圭一の腹部に、緋奈は容よう赦しや無く鉄てつ槌ついを下した。由香利に押おさえ付けられるが、圭一はすでに青い顔で口をぱくぱくさせている。

「でも良かったね。ミウルスさん神様になれて…凄すごい人と友達だったんだね」

　感かん慨がい深い清次の言葉が、緋奈の胸を打った。

　マリアクレセルが校舎を直してくれたあと、ミウルスは彼女と共に天界に帰ってしまった。

「言いたいことがあったんだけどな…」

　緋奈はうつむき、ぽつりと漏もらした。

　ありがとうと、さようなら。

　心の中に、二つの言葉が浮かんできた。知らないうちに、痛む胸を押さえてしまう。

「なんや珍めずらしく感傷的やないか」

「緋奈、ミウルスさんと仲良かったもん」

　由香利は、緋奈の肩かたを軽く叩たたいた。

「大丈夫。また会いに来てくれるよ」

「……そうだな。あいつのことだから、また落第してくるかもな」

「神様にも落第ってあるのかな？」

　清次の素そ朴ぼくな疑問に、緋奈は首を傾かしげる。

「あるんじゃないか？　いつだったか、神様にも階級があるって言ってたから」

　こんこん……。

　ドアがノックされ、こちらの返事を待たずしてノブが回転する。

「あはっ、あはははっ……落第しましたー」

　廊ろう下かで聞いていたのか、気まずそうに入ってきたのは、他ほかならぬミウルス。

　こうなることは何となく分かっていた。でも実際にそうなれば、やっぱり嬉うれしいと思う。そして緋奈は、素直じゃないからこう言うのだ。

「ばか」

　それを聞いたミウルスは、ぷうと頰を膨らませた。

「ばかじゃないでーす！　昇しよう進しんが早すぎて神様としてはまだ力が足りないから、修行してこいって言われただけでーすっ！」

「いいけどさ。……おかえり」

　微笑ほほえんだ緋奈に、ミウルスがはにかんだ。

「……ただいま」

　そのとき、不意にテレビが点ついた。全員が全員を見み渡わたしたが、誰だれも何かをした様子はない。それどころか、リモコンはサイドボードの上にきちんと載のっている。

　と…次第に画面がノイズだらけになり、やがてそこには、あの老人の顔が映し出された。

「じじい！」

　ミスターＢが、その場の驚おどろきを読み取ったように高笑いする。

「ふあっはははは…！　久しぶりじゃな、ラピティア！　どうやら約束通り、わしの世界を守ってくれたようじゃな」

「じいさん生きとったんかい」

　圭一が啞あ然ぜんとして呟つぶやく。

「少年よ。わしは不死身じゃ」

　なんと、画面の中のＢが返事をした。

「どうなってるの？」

　由香利が怪け訝げんな顔をした。

「盗とう聴ちようでもしてるんじゃねえのか？」

「趣しゆ味み悪いですねー」

　言って、ミウルスが顔をしかめる。

「あのひとっていくつなの？」

　清次の問いに、

「そのうちぽっくり逝いきそうな歳だろ」

　と、緋奈。それからミウルスを引き剝はがして圭一のベッドへ歩く。

「こらっ、人の話を聞かんか！　これだから最近の若者は…お、おい、貴様！　何をしておる！」

　緋奈はベッドの下をごそごそと探って、小さな黒い機械を取り出した。にやっと笑い…そして、力任せに床ゆかに叩き付ける。

　テレビのスピーカーからけたたましい音が響ひびき、画面の中では、Ｂが耳を押おさえて仰のけ反ぞっていた。

「ぬうう…ええい、覚えておれ！　手始めに貴様らの町から征せい服ふくしてやるからな！」

　それだけ言うと、テレビの画面は元に戻もどった。ドラマの再放送をやっている。

「懲こりんじいさんやな」

　圭一が深々と嘆たん息そくする。

「でも、どうするの？」

　清次が誰にともなく聞いた。

「きっと、ラピティアが助けに来てくれるよ！」

　あろうことか、由香利がこれみよがしに言ってくる。

「そうですねぇ…ちょこまか修行するより、手っ取り早く活かつ躍やくした方が力が身に付くかもしれませんし……」

　ミウルスがそれとなくこちらを見る。

　そして全員の笑顔が自分に向いていることに気が付いて、緋奈は慌あわてて怒おこり顔を作った。

「あたしはもうやだぞ。大体、魔ま族ぞくにしか魔法は効かないんだし…」

「大だい丈じよう夫ぶ、あれから自分で指輪をカスタマイズしましたー！　戦車だって相手に出来るんでーすっ！　さっすが女神さまーっ！」

　ミウルスは爛らん々らんと目を輝かがやかせ、ほらほら、とあの指輪を召しよう喚かんして見せた。緋奈は苦い顔でそれを見て、天を仰あおぐ。

　趣味人のミウルスのことだ、今度は決めポーズやら何やら、さらにこだわっているに違ちがいない。変身するときにそれっぽい呪じゆ文もんを唱えなければならないとか……。

　ぞっとして、緋奈はかぶりを振ふった。

　しかしながら皆みな、すでに好こう奇きの視線になっている。期待の視線なら、まだしも可愛かわいげがあるのだが。

（ったく……じじいと手を組んで、あたしも世界征服しようかな……）

　何となく見た窓の外では、日は沈しずみかけ、病室が、仲間の笑顔が淡あわい朱しゆに彩いろどられる。

（……世界はどうなってもいいけど、やっぱりこいつらとは…。いやいや、そんな真ま面じ目めくさったことを考えるあたしじゃないぞ。ああそうだ。圭一に変なこと言ったのも、真面目に戦ったのも、変身してたせいだ。そのはずだ）

　緋奈は自分に言い聞かせ、ドアに向かった。

「ほら、ミウルス。もう帰るぞ」

「待ってください、やってくれますよねー？」

「緋奈、私も手伝うね」

「俺おれもまた一いつ緒しよに戦ったるわ」

「僕ぼくも出来ることがあったら何でもするよ」

　緋奈は全員に、不ふ機き嫌げんな顔で一いち瞥べつをくれてから、きびすを返した。それから少しだけ──ほんの少しだけ、微笑ほほえみを浮うかべる。

　ま、そこまで言うなら、魔法少女も悪くはないかな……と。





おわり　　









　あとがき







　その頃ころの少年は、文芸部に所属しておりました。とりわけ活字が好きというわけではなかったのですが、運動を好まず、ただ安あん穏のんとした暮らしを求む少年としては、当然の選せん択たくであったのかもしれません。しかし幸いにも、その頃の少年には小説家になるなどという大だい胆たんな発想は浮うかばず、また、なり方も知らなかったのです。結果、思い込みだけで整備士の道を目指したのは、これも当然といえば当然の結果ではありました。

　時間はそんな主体性のない少年をも青年へと変化させてしまいます。青年は成人式の場においてクラッカーを鳴らしたりはしませんでしたが、就職しても三日で退社、すっかりうらぶれ、やさぐれてしまいました。さりとて犯罪に走らなかったのは、世間の慰なぐさめが、むしろ、痛かったからでしょうか。

　そんなある日、青年は、『ザ・スニーカー』という雑誌に偶ぐう然ぜん出会います。そこに偶然出ていた記事が、『スニーカー大賞』。なんと、それを受賞すれば小説家への道が開けるらしい。締しめ切りまではちょうど一年。偶然に次ぐ偶然。

（これは、神の啓けい示じなのか……!?）

　馬鹿です。

（九回裏二死満まん塁るいからの一発逆転場外ホームラン……夢の印税生活！）

　本当に馬鹿です。

　かくして、神の啓示というわけの分からない理由で己おのれが小説家になると確信した青年、アルバイトも辞やめて執しつ筆ぴつを始めてしまいました。そしてチャンスは多いほどいい、と、『学園小説大賞』の方も並行して書き始めてしまうのです。

　その後、青年がどうなったかと言えば──。

　こうしてあとがきなぞ書いております。嗚あ呼あ、恐おそろしきもとい、素す晴ばらしき哉かな、人生。

　私のことはさておいて、次は本作について少々書かせていただきます。魔ま法ほう少女ものです。なぜ学園小説大賞で受賞できたのか、私としては、いまだにはなはだ疑問ではありますが（それならなぜ応おう募ぼしたのか、という話になりますが）受賞できたので、学園ものにも分類されると思います。

　本作を書いた動機ですが……非常に複雑な経けい緯いのため、この場では書ききれません。一つだけ言うなれば、過ぎ去りし青春よもう一度……というような憧あこがれでしょうか。学園という言葉に惹ひかれたのかもしれません。教育について百家争鳴するような世の中ではありますが、少年少女にとっての学校とは、いつの時代も楽しいものだと思うのです。

　いよいよ最後となりますが、この作品が世に出るチャンスを与えてくださった選考委員の皆みな様さま、お名前を知ることもかないませんが、ありがとうございます。

　なんだか私など想像も付かないハードスケジュールをやりくりして面めん倒どうを見てくださった担当の難波江さん、感謝しきりです。これからもご迷めい惑わくをおかけすると思いますが、よろしくお願いします。

　イラストレーターの愛え媛ひめみかんさんには、大変なご尽じん力りよくをしていただいているそうで、うれしい限りです。ラフが送られてくるたびに感激しております。現時点ではまだ面識もございませんが、これからもよろしくお願いします。

　そしてこの本を手に取ってくださった方々へ。一時でもその貴重な時間を割さいていただき、少しでも面おも白しろいと思っていただけたなら光栄です。たとえ間接的であろうとも、皆さんとこうして関かかわることができたというのは素晴らしいことだと信じて止やみません。




　二〇〇一年　八月


林トモアキ　　
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カバー・口絵・本文イラスト／愛媛みかん

カバー・口絵・本文デザイン／矢部政人










ばいおれんす☆まじかる！




～九重ここのえ第だい二にの魔ま法ほう少しよう女じよ








林はやし トモアキ
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